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序文

鎌倉市教育委員会

教育長米倉雄二郎

市街地の都市化・再開発が急速に進む近年、鎌倉の街は古い家屋や店舗の建

て替えが相次いでいます。その中で、埋蔵文化財に対して影評のある工事も多

くなっています。このため、本市では昭禾059年度から、個人専用住宅等につい

ては、国・県の補助を受け教育委員会が直接発掘調究を行うようにしてきまし

た。

郷土の文化財を守るということは、現在に生きる国民の責務 といわれていま

すが、本市のように市街地の中心と遺跡の中心が全く重なってしまうという条

件のもとでは、特に、市民の皆様のご理解なくしては、埋蔵文化財の保存や発

掘調査は不可能であるといえましょう 。皆様のご理解とご協力をお願い申しあ

げる次第です。また、 工事計画の筑定に当たっては、できるだけ早い時期から

当委員会との協議を行い、文化財保護の方策をつめていって頂きたいと思いま

す。

本書は平成 8年度に国・県の補助を受けて鎌倉市教育委員会が実施した個人

専用住宅・店舗併用住宅等に伴う発掘調杏の記録です。本書が鎌倉の歴史を明

らかにするために少しでも役立つことを祈念するとともに、調査の実施に際し

てお世話になった調壺員・事業者・工事関係者をはじめ多くの方々に、心から

お礼申しあげます。
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例ロ

1 本書は平成 8年度の国庫補助事業埋蔵文化財緊

急調企に係わる発掘調資報告書 (2分冊）である。

2 本書所収の調査地点及び所収分冊は別表・図及

びH次のとおりである。

3 現地調資及び出土資料の整理は鎌倉市教育委員

会文化財課が実施した。

4 出士逍物及び写真・図面等の資料は、鎌倉市教

育委員会文化財課が保管している。

5 各調査内容の詳細は、各々の報文を参照された

し‘°
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平成8年度調査の概観

平成 8年度の緊急 調査実施件数は前年度からの継続を含め、 19件で、 対象面積は 1, 252. 93rriであった。
前年度の 13件、 1,099面 と比較し件数、 面積 ともに増加しており、 いわゆるバブル経済崩壊後では、 件

数、 面積 とも最も多いものであった。

調査原因の内訳は、 専用住宅建設 と店舗併用住宅に関するものが各 7件で 調壺 原因の過半を占め、 他

には診療所併用住宅及び専用住宅に係る車庫造成が各 2件、 共同住宅併用個人住宅が 1件であった。
専用住宅に関するもののうち、 土地の有効利用を図るため地下室を設置しよう とするものが 3件、 耐

震性を考慮して地盤改良を行おう とするものが 3件あり、 このような 調査原因による発掘 調査は今後も

増加していくもの と予測される。
本年度は若宮大路周辺の 調査例が多く、 大路の東側で 3ヶ所、 西側で 2ヶ所の 調査が実施された。 い

ずれも大路の側溝及びその周辺の遺構が 検出され、 大路 ・側溝の構造、 及び大路周辺の都市像の把握に

寄与する多くの資料が得られた。 特に後述 4の北条時房・顕時邸跡で発見された大路 と直行する道路 と

側溝に架かる橋の発見は注目されるものである。 また、11の北条小町邸跡からは若宮大路側溝造営に係る

木簡も出土している。 他に円覚寺 旧境内遺跡において同寺 の創建に合わせ前面の河川の付け替えが行わ
れたこ とが判明したこ と、 大倉幕府周辺遺跡群において弥生時代の大規模な集 落址が確認されたこ とな

どが本年度の特記事項 としてあげられる。 以下各地点の 調査に至る経過と 調査成果の概要を紹介する。

1 名越ヶ谷遺跡 (No. 231) 

名越大谷の中央部、 花ヶ谷東側の山裾に位置する。 調査地は逆さ川の南岸、 川から 3m程高い平

地で、 調査地前面で大谷に入ってき た道が釈迦堂切通（ トンネル）に向かう道 と谷奥から名越切通

に向かう道 とに分岐している。 平成 7年 9月、 自己用住宅に係る車庫造成の事前相談があり、 掘削

深度が深いため試掘 調査を実施した ところ、 地表下80cm以下に地業層が確認された。 このため、 事

業者 と協議し、 工事の実施により遺構の損傷が避けられないもの と判断されたため、 文化財保護法

の手続きを行い、 平成 8年 2月 15日から 7月 1日 まで発掘 調査を実施した。

調査の結果、 工事掘削深度 までの深さに 13世紀末から1 4世紀中頃にかけて 8面におよぶ生活面が
確認され、 掘立柱建物、 板壁掘立柱建物、 井戸などが 検出された。 なお、 第8面の下にも 包含層が
あるこ とが確認されたが、 工事による掘削が及ばないため、 調査の対象外 とした。

2 宇津宮辻子幕府跡 (No. 239) 

若宮大路の東側、 ニノ鳥居から180mほど鶴岡八幡宮寄りに位置する。 平成 7年 2月診療所併用

住宅建築の事前相談があり、 鉄筋コンクリ ー ト造 5階建てのクイ 基礎の計画であったため試掘 調壺

を実施した ところ、 地表下75cm以下に遺構面が確認された。 これにより工事の実施による遺構の損

傷が避けられないもの と判断されたため、 文化財保護法の手続きを行い、 事業計画が整った後、 自

己用住宅区域を対象 として平成8年 3月 18日から 4月 9日にかけて発掘 調査を実施した。
調査地は水田耕作による削平を受けて遺存状態は良好ではなかったが、 13世紀から14世紀にかけ

ての若宮大路東側側溝 とそれに伴う塀跡、 土堀などが 検出された。
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3 米町遺跡(No. 245) 

鎌倉中心部の平地の南寄り、 大Ill「四ツ角の南側、 逆さ川の南岸の砂丘の北側斜面に位置する。 平

成7年11月に自己用店舗併用住宅の事前相談があり、 掘削深度が深いため試掘調査を実施したとこ

ろ、 地表下30cm以下に逍構面が確認された。 このため、 事業者と協議したが設計変更等が不可能で

あり、 工事の実施により追構の損傷が避けられないものと判断されたため、 文化財保設法の手続き

を行い、 事業計画が整った後、 平成8年3月19日から7月 1日まで発掘調査を実施した。

調資の結果、 方形竪穴建築址、 板陸掘立柱建物、 井戸、 据え甕遺構等が検出された。 このうち2

棟の方形竪穴建築址の床面からは銭がまとまって出土しており、 本遺跡の性格を暗示するものかも

しれないと考えられる。

4 北条時房・顕時邸跡(No. 278) 

若宮大路の西側、 鶴岡八幡宮から南に約200mの位置に所在する。 平成7年3 月に店舗併用住宅

の事前相談があり、 クイ基礎の計画であり、 隣地の発掘調査の結果から工事の実施により遣構の損

傷が避けられないものと判断されたため、 発掘調資の実施を前提に事業者と協談し、 文化財保設法

の手続きを経て、 調査実施方法等の協議が整った後、 自己用区域を対象として、 平成8年4月15日

から7月22日までの間発掘調杏を実施した。

調壺の結果、 中世若宮大路の西側側溝が検出され、 3回の造り直しが確認された。 また、 大路と

直行する土丹敷きの道路が検出され、 道路が側溝と接続する部分に側溝に架かる橋脚の礎板が発見

されている。 さらに、 この道路と側溝に沿ってL字状に並ぶ塀の柱穴が、 また、 その塀に囲まれた

敷地に掘立柱建物跡が検出されている。 中世辿構面の下に平安時代中期の生活面が確認され、 溝や

柱穴が検出されているが、 若宮大路とは全く方位が異なっていた。

5 北条小町邸跡(No. 282) 

若宮大路の東側、 鶴岡八幡宮から南に約150mの位置に所在する。 平成7年12月に店舗併用住宅

の事前相談があり、 基礎掘削が深いところから、 隣地の発掘調壺の結果により工事の実施により逍

梢の損傷が避けられないものと判断されたため、 事業者と協議し文化財保設法の手続きを経て、 自

己用区域を対象として、 平成8年4月22日から5月14日までの間発掘調壺を実施した。

調査により、 近世若宮大路とその側溝及び中世若宮大路東側側溝等が検出されている。 中世の側

溝は何回かの造り直しが認められ、 その変遷が把握できるものである。 また、 基礎掘削より下は逍

跡が残されるため、 調査の対象外とした。

6 佐助ヶ谷遺跡(No. 203) 

鎌倉駅の西方、 佐助ヶ谷の開口部に位置する。 平成7年12月に専用住宅建設の事前相談があり、

地下室を作る設計であるため、 本来であれば試掘調査を実施して協議するところであるが、 後述8

の事前相談に伴う試掘調査を西隣地で実施しており、 その結果地表下70cm以下に遺梢面が確認され

ていたので、 埋蔵文化財に対する影響が避けられないものと判断されたため、 事業者と協議し、 文

化財保護法の手続きを行い、 平成8年5 月20日から8月5 Hまでの間発掘調壺を実施した。

調査の結果、 13枇紀中頃から15世紀前半にかけて5期にわたる生活面が確認され、 井戸、 溝、 柱
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穴などが 検出されている。 井戸からは人の頭蓋骨が発見された。 西隣 の 調査地と比べ遣構の密度が
低く、 明確な建物の跡も 検出されなかったことから、 隣地で 検出された建物の裏手の部分と考えら
れる。

7 円覚寺旧境内遺跡 (No. 434) 

円覚寺門前の北側、 小袋谷川の東 に位置する。 平成 8年 2月に専用住宅の事前相談があり、 地盤
改良のクイ甚礎計画であったため試掘調壺を実施したところ、 地表下 60cm以下に遺構面が確認され
た。 このため、 設計変更を含め、 事業者と協議したが設計変更等が不可能とのことであり、 工事の
実施により遺構の損傷が避けられないものと判断されたため、 文化財保護法の手続きを行い、 平成
8年 5 月 24日から 7月13H まで発掘 調査を実施した。

調壺により、 円覚寺創建以前の埋没河川と創建後から14世紀前半にかけての生活面が 検出された。

このことから、 円覚寺 創建に伴い小袋谷川の流れが改修されたことが確認された。 また、 創建後か

ら14-世紀前半にかけての生活面から 検出された掘立柱建物は瓦や碑を礎板 に転用しており、 雑舎等

円覚寺に関連した遺構と考えられる。

8 佐助ヶ谷遺跡 (No. 203) 

前述 6の 調査地の 西隣に位置する。 平成 7年 11月 に専用住宅建設の事前相談があり、 地下室を作

る設計であったため 試掘 調査を実施したところ、 地表下 70cm以下 に遺構面が確認され、 埋蔵文化財

に対する影響が避けられないものと判断されたため、 事業者と協議し、 文化財保護法の手続きを経

て、 事業者の準備が整った後、 平成 8年 6月10日から 8月 5 H までの間発掘 調壺を実施した。
調査の結果、 13世紀中頃から15 世紀前半にかけて 6期 にわたる生活面が確認された。 掘立柱建物

・ 板囲い建物等多くの遺構が 検出され、 かなりの規模を持つ屋敷、 もしくは寺院の 一部ではないか

と考えられる。 出土遺物も多く、 6の 調壺地の遺物と接合できるものもあり、 両者が同 一の遺跡で

あることを物語っている。

9 極楽寺旧境内遺跡 (No. 291) 

江ノ電極楽寺駅から西南方向約300mの月影ヶ谷に位置する。 平成 7年 10月 に専用 住宅建設の事
前相談があり、 地下室を作る設計であったため試掘 調査を実施したところ、 地表下110cm以下 に 遺
構面が確認された。 事業者と協議したところ、 埋蔵文化財 に対する影響が避けられないものと判断

されたため、 文化財保護法の手続きを経て、 事業者の準備が整った後、 平成 8年 6月 17日から 8月
6日 までの間発掘 調資を実施した。

調査により、 14世紀中頃から15 軋紀代にかけて 3時期 の土丹地業面を確認し、 礎石建物、 掘立柱

建物等を 検出した。

10 大倉幕府周辺遺跡 群(No. 49) 

大倉緋府の前面、 金沢道の南側の滑川北岸段丘上 に位置する。 平成 8年 1 月 に 共同 住宅併用個人
専用住宅の事前相談があり、 クイ基礎の計画であったため試掘 調壺を実施したところ、 地表下 70cm
以下に遺構面が確認された。 事業者と協議したところ、 工事の実施により遺構の損傷が避けられな

いものと判断されたため、 文化財保護法の手続きを行い、 調壺実施方法等の協議 が整った後、 自己
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用区域を対象として、 平成8年8月 1 B から12月5 日までの間発掘調査を実施した。

調壺の結果、 中世金沢道に沿った屋敷地が確認され、 ・ 金沢道と道の南側側溝及び掘立柱建物、 溝、

柵列、 井戸等が検出された。 また、 中世遺構面の下には弥生時代中期から後期にか け ての集落があ

り、 竪穴住居址 1 3軒が検出されている。

1 1  北条小町邸跡 (No.282 )

若宮大路の東側、 鶴岡八幡宮から南に約 170mの位置に所在する。 平成7年1 2月に店舗併用住宅

の事前相談があった。 ク イ 基礎の計画であり、 隣地の発掘調査の結果により工事の実施により遺構

の損傷が避 けられないものと判断されたため、 事業者と協議し文化財保護法の手続きを経て、 事業

者の準備が整った後、 自 己用 区域を対象として、 平成8年8月1 2日から 1 0月1 1 日までの間発掘調査

を実施した。

調査の結果、 鎌倉時代前期の若宮大路と平行する溝、 鎌倉時代中期から後期の数時期の若宮大路

東側の側溝が良好な状態で検出され、 大路及び側溝の構造と変遷が把握された。 また、 大路側溝か

らは普請に伴い幕府が御家 人たちに課役した こ とを示す 木簡も出土している。

1 2 横小路周 辺遺跡 (No. 259) 

岐れ道の東、 滑川の北岸に位置する。 平成8年 6 月 に専用住宅の事前相談があり、 ク イ 基礎の計

画であったため試掘調査を実施したと こ ろ、 地表下60cm以下に埋蔵文化財が確認された。 こ のため、

設計変更を含め、 事業者と協議したが設計変更等が不可能との こ とであったため、 文化財保設法の

手続きを行い、 平成8年 9 月 6 B から 9 月20日まで発掘調資を実施した。

調壺の結果、 中世の生活面が確認されたが、 遺構は希 薄で、 滑川に向かって下がる傾斜地であっ

た こ とが判明した。

1 3  長谷小路周 辺遺跡 (No. 236) 

江 ノ 電 由 比 ガ浜駅の北側に位置する。 当 該地は平成 2 年度に開発計画に基づき発掘調査が実施さ

れているが、 事業が中断し、 平成8年 9 月に新事業者による診療所併用住宅建築の事前相談があっ

た。 ク イ 基礎の計画であり、 前回の調査の範囲外に及ぶものであったので、 その部分については逍

構の損傷が避 けられず、 文化財保護法の手続きを行い、 自 己用区域を対象として、 平成8年1 0月28

Hから1 1 月1 9日までの間発掘調査を実施した。

調査は前回調壺の範囲外 4 ヶ所に分かれ、 いずれも小面積であった。 発見された中世の遺構は前

回の調査でその一部が検出され ていた方形竪穴建槃址、 道路、 溝等の続きであった。 一方、 中世遺

構面の下からは前回確認できなかった古代の竪穴住居址が確認された。

1 4  円覚寺門前遺跡 (No. 287 ) 

北鎌倉駅の北西側約150m、 小 袋 谷川沿いの西側に位置する。 平成8年8月に専用住宅の事前相

談があり、 地盤改良の ク イ 甚礎計画であったため試掘調査を実施したと こ ろ、 地表下1 00cm以下に

埋蔵文化財が確認された。 こ のため、 設計変更を含め、 事業者と協議したが設計変更等が不可能と

の こ とであり、 工事の実施により遺構の損傷が避 けられないものと判断されたため、 文化財保護法

の手続きを行い、 平成8年1 1月 6 日から 1 1 月29 B まで発掘調壺を実施した。
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調査の結果、 中世の遺跡は 攪乱が多 く 、 若干の 土城と 一部 包含層を確認したに とど まった 。 また 、
下 層の 調査により 、 前 面の小袋谷川が中世以前はもっ と 西側を流れており 、 弥生時代以 降に流れを
変え 、 現在の位置になったこ とが 、 出土遺物及び 土層 観察の結果判明した 。

1 5  明王院門前遺跡 (No. 440) 

市域の東部 、 十 二所の 六浦道の南 側に位置する 。 平成 8年 7月 、 自己用住宅に係る車庫造成の事
前相談が あり 、 掘削深度が深 いため 試掘 調査を実施した ところ 、 地表 下5 0cm以 下に逍構面が確認 さ

れた 。 このため 、 事業者 と協議し 、 工事の実施により遺構の損傷が避けられな いもの と判断 された
ため、 文化財保護法の手続きを行 い 、 事業者の準備が整った後 、 平成 8年11月 28日から 9年 1 月 10
日 まで発掘 調査を実施した 。

調査 対象地は 狭小で あったが 、 工事掘削深度 までの深 さに13冊紀末から14世紀にかけて造成 され
た数 枚の地業 面が確認 され 、 それに伴う掘立柱建物跡 やかわらけ 溜 まりが 検 出 され た。 なお 、 工事
掘削深度以下にも 包含層が続 くこ とが確認 されたが 、 工事による掘削が及ばな いため 、 調介の 対象

外 とした 。

1 6  若宮大路周 辺遺跡群 (No. 242) 

鎌倉市街地の中心部小町 二丁目の 扇 ガ谷川の東に 面して位置する 。 平成 8年 6月に店舗併用住宅
の事前相談が あり 、 クイ 基礎の計画で あったため 試掘 調査を実施した ところ 、 地表下 120cm以下 に
埋蔵文化財 が確認 された 。 このため、 設計変更を含め、 事業者 と協議したが設計変更等が不可能 と

のこ とで あり 、 工事の実施により遺構の損傷が避けられな いもの と判断 されたため 、 文化財保護法

の手続きを行 い、 事業者の準備が整った後 、 自己用 区域を 対象 として 、 平成 8年12月 21 Bから 9年
1 月 27日 までの 間発掘 調査を実施した 。

調資 対象地は 狭小で あったが 、 14世紀代の 生活 面を確認し 、 柱穴 列や土城が 検 出 されて いる 。

1 7  若宮大路周 辺遺跡群 (No. 242 ) 

鎌倉駅の 西隣 、 若宮大路を中心として大き く 広がる 当 該遺跡の 西 端近 くに位置する 。 平成 8年 l l

月に店舗併用住宅の事前相談が あり 、 地下室を設置する計画で あったため試掘 調査を実施した とこ
ろ 、 地表下 80cm以下に遺構面が確認 された 。 このため、 事業者 と協議した ところ 、 工事の実施によ
り遺構の損傷が避けられな いもの と判断 されたため 、 文化財保護法の手続きを行 い 、 調査実施方法
等の協議 が整った後 、 自己用 区域を 対象 として平成 9年 3月 1 0日から発掘 調査に 着手した 。

1 8  北条時房 ・ 顕時邸跡 (No. 278) 

若宮大路の 西側 、 鶴岡八幡宮から南に 約220 mの位置に所 在する 。 平成 8年 1 月に店舗併用住宅

の事前相談が あり 、 クイ 基礎の計画で あり 、 隣地の発掘 調査の結果から 工事の実施により遺構の損

傷が避けられな いもの と判断 されたため、 発掘 調査の実施を前 提に事業者 と協議し 、 文化財保護法
の手続きを経て 、 調査実施方法等の協議 が整った後 、 自己用 区域を 対象 として平成 9年 3月 12日か

ら発掘 調企に 着手した 。
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1 9  宝蓮寺跡 (No. 374 ) 

鎌倉駅の西 方、 佐助ヶ谷の奥の一 支谷 に位置する。 平成8年12月に専用住宅建設の事前相談が あ

り、 地盤改 良の ク イ 基礎計画であ っ たため試掘調壺を実施したところ、 地表下70cm以下に遺構面が

確認された。 このため、 設計変 更を含め、 事業者と協議したが設計変更等が不可能とのことであり、

工事の実施 により遺構の損傷が避けられない も のと判断されたため、 文化財保設法の手続きを行い、

平成 9 年 3 月 17 日 から発掘調査 に 着手した。
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平成8年度発掘調査地点 一覧

No. 遺 跡 名 所 在 地 調査原囚 種 別 面 積 調査期 間

名 越 ヶ 谷遺跡 大町四丁 目 1 736番 2 外 個 人専 用 住宅 都 市 1 82.  OOrri HS. 02. 1 5  
1 

(No.23 1 )  （車庫造成） ~07. 01 

宇 津 宮 辻 子 幕 府 跡 小町二丁 目 36 1 番 l 外 診療所併用 官 術 3 1 .  OOrri H 8. 03. 18 
2 

(No.239) 住宅 ~04. 09 

米町遺跡 大町二丁 目 39 1 番 l 店舗併用住宅 都 市 140. OOrri H S. 03. 19 
3 

(No.245) ~07. 01 

北条時房 ・ 顕時邸跡 雪 ノ 下 一丁 目 272番 店舗併用 住宅 城 館 1 10. OOrri H S. 04. 15 
4 

(No.278) ~07. 22 

北条小町邸跡 雪 ノ 下一丁 目 370番 l 店舗併用 住宅 城 館 68. OOm H 8. 04. 22 
5 

(No.282) ~05. 14 

佐助 ヶ 谷遺跡 佐助 一丁 目 450番24 個 人専用住宅 都 市 80. 06rri H 8. 05. 20 
6 

(No.203) ~08. 05 

円 覚 寺 旧 境 内 遺 跡 山 ノ 内字瑞鹿 山 509番 l 個 人専用住宅 社 寺 59. 52m' H S. 05. 24 
7 

(No.434) の 一部 ~07. 13 

佐助 ヶ 谷遺跡 佐助 一丁 目 450番25、 2 7 個 人専 用 住宅 都 市 6 1 .  56rri H8. 06. 10 
8 

(No.203) ~08. 05 

極 楽 寺 旧 境 内 遺 跡 極楽寺三丁 目 348番 2 個 人専 用 住宅 社 寺 30. 45m' H S. 06. 1 7  
， 

(No.291 ) ~08. 06 

大倉幕府周辺遺跡群 雪 ノ 下 四 丁 目 620番 5 共同住宅併用 都 市 126. 29面 H S. 08. 01 
10 

(No.49) 個 人専 用 住宅 ~ 12. 05 

北条小町邸跡 雪 ノ 下 一丁 目 369番 l 店舗併用住宅 城 館 45. 43ni H S. 08. 1 2  
1 1  

(No.282) ~ 10. 1 1  
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No. 遺 跡 名 所 在 地 調査原因 種 別 面 積 調査期 間

横小路周辺遺跡 雪 ノ 下五丁 目 557番 l 個 人専用住宅
1 2  

都 市 18. OOm' HS. 09. 06 

(No.259) （二世帯） ~09. 20 

長 谷 小 路 周 辺 遺 跡 由 比 ガ 浜 三 丁 目 228番 2 の 診療所併用
13  

都 市 1 l .  45m' H8. 10. 28 

(No.236) 一部外 2 住宅 ~ 1 1 . 19  

円 覚寺 門 前追跡 山 ノ 内字藤源治951 番 2 個 人専用住宅 都 市 63. 62m H8. 1 1 . 06 
14  

(No.287) ~ 1 1 . 29 

明王院門前遺跡 十二所字積善952番 6 個 人専用住宅 都 市 12 .  OOrri H8. l l .  28 
1 5  

(No.440) （車庫造成） ~9. 01 . 10 

若宮大路周辺遺跡群 小町二丁 目 28番 3 、 5 店舗併用 住宅 都 市 9 .  1 3m' HS. 12. 2 1  
1 6  

(No.242) ~9. 01. 27 

若宮大路周辺遺跡群 御成町1 23番 5 店舗併用住宅 都 市 46. 40ni H 9. 03. 10  
1 7  

(No.242) ~05. 20 

北条時房 ・ 顕時邸跡 雪 ノ 下ーT 目 273番 イ 店舗併用住宅 城 館 94. 82面 H 9. 03. 12 
1 8  

(No.278) ~06. 19  

宝蓮寺跡 佐助二丁 H 897番l l 個 人専用住宅 社 寺 63. 20m' H 9. 03. 17 
1 9  

(No.37 4) ~04. 30 
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本誌所収の平成 7 年度調査地点 一覧

（調査実施順）

No. 遺 跡 名 所 在 地 調査原因 種 別 面 積 調 査期 間

天神 山城 山 崎 字宮廻760番 集合住宅 城 郭 1 20rri H 7. 02. 13 
20 

(No.384) （専用 住宅） 散布地 ~08. 31 

若宮大路周辺遺跡群 御 成IIIJ788番 3 外 店舗併用 住宅 都 市 68rri H 7. 03. 09 
2 1  

(No.242) ~04. 15 

極 楽 寺 旧 境 内 遺 跡 極楽寺三丁 目 320番 l 個 人専 用 住宅 社 寺 l OOrri H 7. 06. 1 2  
22  

(No.291 )  ~06. 30 

台 山遺跡 台字西 ノ 台 1 627番 個 人専 用 住宅 集落跡 56rri H ?. 06. 19  
23 

(No.29 )  （車庫造成） ~07. 06 

材木座町屋遺跡 材木座三丁 目 364番 l 外 個 人専 用 住宅 都 市 l OOrri H 7. 06. 19 
24 

(No.261 ) ~07. 29 

永福寺跡 二 階堂字獅子舞603番 l 宅地造成 ・ 社 寺 1 28 rri  H 7. 07. 07 
25 

(No.61 )  個 人専 用 住宅 ~09. 22 

極 楽 寺 旧 境 内 遺 跡 極楽寺三丁 目 355番 3 個 人専用住宅 社 寺 30rri H 7. 07. 19 
26 

(No.29 1 )  （車庫造成） ~08. 02 

建 長 寺 旧 境 内 遺 跡 山 ノ 内 字 白 黒小路1489番 l 個 人専 用 住宅 社 寺 107rri' H ?. 07. 20 
27  

(No.397)  外 ~09. 13 

十二所稲荷小路遺跡 十 二 所 字 宇 佐 小 路740番 2 個 人専 用 住宅 都 市 54rri H 7. 08. 04 
28 

(No.32 1 )  外 ~08. 26 

若宮大路周辺遺跡群 由 比 ガ浜一丁 目 1 18番 7 個 人専用住宅 都 市 15ni H 7. 12. 18 
29 

(No.242) （車庫造成） ~12 .  29 

下馬周辺逍跡 由比 ガ浜二丁 目 107番 l 店舗併用住宅 都 市 40rri H 7. 12. l l  
30 

(No.200) ~8. 1 .  14 

3 1  宇 津 宮 辻 子 幕 府 跡 小町二丁 目 361 番 l 診療所併用 官 術 30rri' H 8. 03. 18 

※ (No.239)  住宅 ~04. 09 

※ は 8 年 度 に 調 壺が継続 し た 地点
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て ん じ ん や ま じ ょ う

天神 山城 (No. 384) 

山 崎字宮廻760番地点
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例 口

1 . 本報は鎌倉市 山 崎字宮廻760番にお ける埋蔵文化財 発掘調壺のうち、 国庫 補助事業にか かる 自 己用

住宅部分の 報告である。

2 . 発掘調査は共 同住宅建設に伴う 原 因者負 担事業分と並行 して行われた。 遺跡の全発掘調壺期間は平

成 7 年 1 月 6 日 から平成8年 2 月 5 日 まで であり、 国庫補助事業分は平成 7 年 2 月 13日から8月 31

日 まで行われた。

3 . 本報告は全調資面積2180m'のうち、 国庫 補助事業分に 関わる120m'分 の調査報告 である。 そ のため

これに含まれる遺構、 遺物については記載 したが、 国庫調査区外になる部分の整理作業はまだ途上

である。 そのため全調査面積分の報告書作成の 際には今 回掲載 した出土遣物以外に同 一遺構におい

て実測遺物の 数量が増すであろうことをお断り しておく。

4 . 国庫調査区は二 分されるため、 北側の も のを A 区、 東側の も のを B 区と称する。

5 . 発掘調企団 の構成は以下のとおりである。

調壺担 当 者 田 代郁夫

調 査 員 松 山敬一朗 浜野洋一 土屋浩美

調査補助 員 渡辺王夫 高橋健一郎 岩崎卓治 本 田 礼 橋本勝正 小川婦美子 小針恵子 小屋

抄子 島雄幸 高 山 章子 武 田 典子 水戸裕子 上 田 求実 森かお里 犬塚知孝

調 壺 協 力 杉沢 栂 安 田 ヒ デ 青 木綾子 穐 山 千恵子 荒井 ソ ノ 石 井ちず子 岩 田 節子 蒲

谷 由 利 子 成 田 サ キ 根本公 安 田 信 男 川村 四志男 福 本寿夫 管野五郎 鈴木英

次 安藤種夫 赤 木泰彦 出川消次 沼上三代治 吉本脩三 藤枝政義 岸親男 池

田義春 田 口 豊 村 田 浩通

6 . 本書 の 第 2 章 2 節を浜野洋ーが執箪 し、 その他の項の執維および編集作業を松 山 敬一朗が行った。

遺物実測、 ト レ ー ス 、 図 版作成を松 山敬一朗、 深尾義子、 早野慈子、 鈴木螢美、 佐藤節子、 小屋抄

子、 笠原さや かが行った。

7 . 中世遺構全景写真は木村美代治 （ 鎌倉考古学研究所） が リ モ コ ン 式 高所撮影装置を用いて撮影 した。

その他の遺構写真は松 山 敬一朗が撮影 した。 遺物写真 の撮影は上 田 求実が行った。

8. 発掘調壺及び報告書作成に際 しては下記 の 方 々 より ご教示、 ご協力を賜った。 記 して深く感謝致 し

ます。

上 田 薫 （神奈川県教育 委 員 会 ） 、 大上周 三、 服部実喜、 高村公之 （ かながわ考古学財団 ） 、 松尾宜

方、 玉林美男、 永井正 憲、 小林康幸 （鎌倉 市教育委員 会） 、 大三輪龍彦 （鶴見大学教授） 、 手塚直

樹、 河野真知郎、 斉 木秀夫、 宮 田 真、 宗憂秀明、 大河内勉、 福 田 誠、 原 廣志、 木村美代治、

宗豪富貴子、 菊川英政、 汐見 一夫 （鎌倉考 古学研究所） 、 桜 井準也 （慶応義熱大学助教授） 、 岡本

直久、 河合君近 （瀬戸市埋蔵文化財セ ン タ ー ） 、 荒川正 夫 （早稲 田大学本庄考古学資料館 ） 、 中三

川昇 （横須賀 市教育 委 員 会） 、 大塚真弘 （横須賀 市 人文博物館） 、 佐 藤 仁 彦 （逗 子市教育 委 員 会 ） 、

鎌倉市高齢者事業団、 藤和不動産、 大成建設、 都実業、 湘和 総合開発

火 山灰分析及び地形、 地質についての ご教示を上本進二 （県立旭高校） にいただいた。

現地発掘調査、 整理作業に関 して沢 田大多郎 （日本大学講師） に多 大 の ご協力をいただいた。
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第
一

章 遺跡の概観

第 1 節 地理的環境

天神山城遺跡は 鎌倉市山崎字宮 廻760番に所 在する 。 本逍跡は 鎌倉市の北 西部にあたり、 J R大 船駅
から南 西 へ約1. 5k mの 地点にある 。 三浦半 島の付け 根部分にあたる 鎌倉市域には半 島から続く 広 範 囲な、
侵食の 進ん だ丘 陵地帯が占めており、 低 地部は旧市街地を流れる滑川流 域 と、 市北 西部を流れる 柏尾川

流域にほ ほ限定される 。 逍跡は 丘 陵地帯の北 西 先端部、 標高約63mの 天神山の南 東部にあたる 。 この 天
神山は 現在は 市道及び 京浜急行 モノレ ールにより分断されているため独立した 丘 陵のように見え、 柏尾

川 左岸に 広がる 沖積 地に 突き出 る形 とな っている 。 調査 地点から 柏尾川 までは約 500mの 距離にある 。

天神山の東側には 幅、 奥行き ともに約300mの 比較 的大き な谷 戸が形成されており、 調査 地点はこの谷

戸の南 西 隅の 幅約 80m、 奥行き 120mの小支谷に立地している 。 正確には 調資 地点はこの小支谷内の東

側半 分とその前面部の 一部である 。 調査区は南 北に 標高約30mの 尾根、 西側に 天神山東側 斜面に 三方を

囲 まれる形 とな っている 。
調査 地点の 標高は、 沖積 地から 連な っている東 端で約13m、 西 端で約17. 5mを 測る 。

第 2 節 歴史的環境

遺 跡は遺物 散布地として 早くから 周 知されている 。 『鎌倉市史』 考古組によれ ば 天神山山 上で 縄文時

代 早期 の遺物が 採集されている 。 また 天神山の北東 山裾では 古墳時代後期 の 祭祀関 連と考えられる多 量
の逍物が 採集されている （］ ） 。 周辺にも 幾つかの 追跡が存在しているが、 その大部分は 天神山の南 東側
一帯に 広がる 丘 陵地帯のものである 。 遺跡の南 側の 富士塚一帯は、 縄文時代の集 落が存在した と 言われ、

この南 側で 現在調査中の寺 分富士塚遺跡でも山上から 縄文時代の土 器片が 検出されている 。 そして時代

は下るが、 遺跡の南 東約400 111には山崎横穴 墓群、 約600 111の 地点には 垣根谷 横穴 墓群が 存在し、 遺跡か

ら約1. 5k m東の 台峰一帯にも同 時期 の集 落が存在していたようである (2 ) 。 逍跡 周辺での発掘 調壺 事例は

殆ど行 われていなか ったが、 近年にな って数 箇所で発 掘調資が行 われている 。 『倉 久保遺跡 』 は遺跡の

南 東約400 111の 地点で、 奈良 時代前半 の住居址 l 軒と 古墳時代 前 期の住居址 5 軒が 検 出された (3 ) 。 『水
道山遺跡 』 は遺跡から東 へ約 800 111の 丘 陵上 にあり、 ここでは平 安 時代 後 期の 住居址 12軒が 検出された 。

前述した 台峰地区でも 4 箇所の 調査が行 われており、 弥生 時代から平 安時代に及ぶ住居址が 検出されて

いる 。 なお、 天神山の南 西側山裾部でも 調査が行 われているが、 少量の士 師器片が 検 出されたに とど ま
り、 遺構は 検出されていない ( 4 ) 。

調査区南 隣 の小支谷には 14世 紀 中薬に 開かれた とされる 宝積 寺という 禅宗寺院が存在した と 言 われて

いる 。 天神 山の 山 上にある 北野天神社はか っての 宝積寺 の 鎖守であ った とも 言 われており、 境内には 応
永12年 銘の 宝腋 印塔が 遣存している 。

(1)菊川 英政 「天神山採集の 古墳時代 後 期士 器」 『鎌倉考古」 No.33 1995. 
(2) 「台山藤源治遺跡 」 『鎌倉市埋蔵文化財 緊急 調査 報告書』 1, 4, 8 1 985, 1988, 1992 

(3)「倉久保遺跡 」 『鎌倉市埋蔵文化財緊急 調森報告書』 12 1995. 

(4) 「 山 崎天神山遺跡 」 『鎌倉市埋蔵文化財 緊急 調査 報告書』 1 0 1993. 
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図 1 遺跡位置図 ( 1 : 2500) 
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図 2 調査地点 と 周辺遺跡 ( 1 : 20000) 

1 . 山崎天神 山辿跡( 1 993年調査） 2 . 倉久保辿跡(1994年調:ID') 3 . 水道1. l. l辿跡 ( 1 995年調査） 4 . 寺分富士塚辿跡 (1996年調査）

5 . 台 山藤源治辿跡 (I985, 1 988, 1 992年調壺） 6 . 山崎横穴墓群 7 . 垣根谷横穴群 8 . 倉久保横穴群

第二章 調壺概略

第 1 節 調査に至 る 経緯

平成 5 年9 月 、 共同住宅建設 等を 含めた 開発 申 請に伴う事前相談があり、 このため鎌倉市教育委員 会
が 試掘 調査を実施 した 。 この結 果表土下 約60cmに遺物 包 含層、 その下層に中世期 の溝 状追構を 始めとす

る遺構の存在を確認 した 。 事業者 と 鎌倉市の協議を経て、 平成 7 年 1 月 6日よ り平成 8 年 2 月 5 日 まで
発掘 調査が実施された 。 調査 面積は 2180 rri'であるが 、 これには 自己用住宅部分約120 rri'が 含 まれており、

この部分は 国庫 補助事業分と して平成 7 年 2 月13日よ り 8 月31日 まで 調査が行われた 。

第 2 節 方眼設定方法 （図 3 )

調壺 区の形 状に 照ら して 全域 に 4m メ ッ シ ュを設定 した 。 当 調査地 点 において 、 地理学 的な位置デ ー

タを 明確 にするために ト ラバー ス 測量による 基準点 移動作業を行い 、 調査区のほ ぼ中央 に位置する [ I 

- 6 グリ ッ ド］ 杭に 国土 座標地 、 及び地理学 的緯度経度の 算出を 試 みている 。 成 果は以下の とお りであ

る 。
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国土 座標地 （第9 座標系） X - 70448. 061 Y -35380. 541 

地理学 的緯経度 北緯35度 21分51 秒5 03 東経139度 26分38秒205

また、 6 ラ インの 子午線偏 角 差は、 ラ イ ン北 向延長線が、 真北より 6度42分61東 偏する。 これらの成
果に ついては図 3にも まとめられているので、 併せて 参照してした だき たい。

第 3 節 調壺経過

発掘 調奇は 基本 的に原因者 負 担分と 国庫 補助事業分が平行して行われた。 原因者 負 担分は平成 7年 1

月 6日より 開始し、 国庫分は 2月 13 日より行われた。 調査は 重機およ び人 力による表土の掘削から 開始
し、 順次近世遺構面、 中世 追構面、 古代遺構面の 検出作業を行った。 国庫事業分は平成 7年 8月31日に、
原因者分は平成 8年 2月 5 日に 調壺が 終了した。 以下に 両者を合わせた 検 出した遺 梢を時代 別に 列挙す

る。

近代
近世

中世 戦 国期
中世 初頭
平 安時代後期

平安時代中期

奈良時代前半
古墳時代後期
古墳時代前期

礎石建物址 l 棟、 室状逍構 l 基、 溝 状逍構 5 条等
溝 状遺構4条、 水田址、 炭焼き 窯 l 基、 ピ ッ ト約 20基

や ぐら 1 基、 井戸址 l 基、 溝 状逍構 5 条、 掘 立柱建物址 l 棟
池状遺構、 溝 状逍構3条、 掘立柱建物址 l 棟、 道路 状遺構、 地業面、 土 坑15 基

溝条遺構4条、 逍物集中箇所 2 基

竪穴住居址 6 軒、 建物址 1 棟、 井戸址 1 基、 土 坑 ・ ピ ッ ト40 基、 遺物集中箇所
2 基

竪穴住居址4 軒、 逍物集中箇所 l 基
竪穴住居址 2 軒
竪穴住居址 5 軒、 土 坑約20基、 遺物集中箇所 3 基

第 4 節 堆積土層 （図 4 図 版 1 )

本 調査区は小支谷に 立地している 故に堆積土層には小支谷奥側 と南 北の 尾根からの土 砂の流 人と流 失

を 繰り 返した形跡が多く見られる。 また 開 口部側は 沖積地に 連なるため粘性の 強い土 壊となっている。
よって本 調査区の堆積土層は 一様に述 べられるものではない。 A区、 B区では 褐色土で構成される 近世
層、 茶褐色士の中世層、 粘性の 強い 青味を 帯びた 黒色土の 古代層に大 別される。 これらの土層は東側に
向かって 緩やかに 傾斜しているが、 中世前半 の 段階ではこの 軟弱な地盤を 補強し、 また水平に保つ地業

面の形成が見られる。 古代 黒色粘質土の下には 青緑砂層が 50cm程堆積している。 これは谷 戸奥側では 赤

褐色を 呈して おり、 酸化の度合いによる 色調の 違い と見られる。 これらの 砂層は谷 戸中央部程厚く堆積

している。 本層の形成時期 は弥生時代 後半 と考えられる。
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第三章

第 1 節 近世

検出遺構 と 出 土遺物

A区で 検出された 遣構は 水 田址、 6 号溝 状遺構、 炭焼窯、 B 区で 検 出されたものは 5 号溝 状遺構であ

る 。
水田址 （図7 図 版 1 )
L ~ O - 6 ~10 グリ ッ ドで 検 出された 。 A区に 北側の 約1 /3が 含 まれる。 A区内での規模は 幅約4.7m
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図 6 近世遺構配置図
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から 4.9m、 深さは 最 大42cmであり、 帯状の 落ち込みとして 検出された。 5 号溝状追構が 重複している
水田址西側では約 40cm程度の 深度を持つが、 東側は 10 ~20cm程度であり、 東側の 方が 浅くな っている。
標高は水田址底面で約14. 2mである。 覆士は 締 まりに 欠ける 褐色土である。 本址の 底面は多 少の 凹 凸は

あるが、 基本 的には 平坦で、 南に 向か って 緩やかに 傾斜している。 走行方位は N - 25 ° - Wを 示す。

前述したよ うにこの 追構の 覆土は 締 まりに 欠ける 褐色土で、 水田址の 覆土 とは考えにくいものであ っ
た。 しかしこの 帯状の 浅い 落ち込みを水田址と 名 称しているのは、 施 主の 家に 残る 江戸時代末期 と考え
られる、 この小支谷の地 割りを 記した 古絵図に 基づいてのこ とである。 この 古絵図には 3 号、 4 号、 5 
号溝 状造構、 水田址と 見られる ラ インが 描かれており、 特にこの 帯状の部分には水田と記してある。 こ

の 古絵図 とこれら 近枇遣梢の 配置、 位置 関係がほ ほ等しいこ とから、 この 帯状の 落ち込みに対して 水 田
址とい う名称を 与えている。 た だこの逍構が実際に 水 田として 機能していたのかは 疑わしい ところであ

る。 おそらく 一 時 的に水田として 利用された 時があ った としても、 大 部分は小支谷内部での 排水目 的に
利用されていた と 思われる。

逍物の大 半が 混入した土 師器、 須恵器細 片である。 A 区外では1 8~19世紀代の 陶磁器が 検出されてい
るが、 水田址底面直上 からは ガ ラ ス等の 近代遺物も 検出されている。 構築時期に ついては 古絵図に記さ
れているこ とから 近 世 末期としておく。

5 号溝状遺構 （図 8 図版 2 )
J ~ K - 9 ~12 グリ ッ ドで 検出した。 B 区に東 端の 一部の み含 まれる。 この 5 号溝 状逍構は 3 号、 4

号溝 状遺構の 交点から東に 向かい、 調在区外 へ延びていく。 走行方 位は N - 5 ° - Eを 示す。 遺構の規

/
/
 

A
' 

A 
A 

,1 4.8m 

゜ 4m 

l . 褐色土 少凪の泥岩粒を含む。 締ま り に欠ける。
2 . 褐色土 l ／召に類似するが、 締ま り やや増す。

図 7 水田址および 6 号溝状遺構
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模 は 東 端 部で 幅約 240cm、 深さ1 0 ~15cmで、

また南 壁寄りには 幅約15cm、 深さ約20cmの

狭い溝が 重複している 。 これらい ずれ の溝
状遺構 も 締 まりに 欠ける 褐色上を 覆士 とし

ており、 ほ ほ同時期 の所 産である と考えら
れる。

B 区内で の出土遺物は 混入した 微細な土

師器片のみである。 層位、 覆士から考えて
近世末期 ～近代 の も のである と 見られる。

6 号溝状遺構 （図 7 )
K ~ 0 - 6 ~ 9 グリ ッ ドに位置し、 北側

の1 /3が A 区に含 まれる 。 水田址 の 西 壁 際

を 北西から南 東方向に 走っている。 規模は
A区内で 幅約90cm、 下 場は約 20 ~30cmであ

る。 走行方位はほ ぽ水田址と同 じで N -25° 

- wを 示す。 覆土は 締 まりに 欠ける 褐色土

で水田址 の も のとほ ほ同 じである 。 本址 の

西 墜上場部分には 泥岩片が 据え置かれてい

A _  

A -

る 。 また本址内に ピ ッ トが 2個あり、 こ のよ

うな ピ ッ トは A区外に も多数 見られるこ とか

ら、 柵列等 の存在が 伺える。
A区内で の出 土遺物は 混人した土 師器片 の

みであった 。 層位、 覆土から水田址等 とほ ぼ

同時期 の所 産と見られる 。

炭焼窯 （図 9 図 版 2 )
0 - 9 グリ ッ ドで 検 出した。 遺構の

一部が 調査区外 へ延びるため、 全容は不明で
ある 。 検出した 範 囲で の規模 は南 壁は140cm
で、 東聖は116cm、 西 壁は135cm残存している 。

A区、

深さは最 大で42cm、 底面はほ ぽ平坦である。

南 壁には 径15cm程の貰通した 穴が 開けられて

おり、 煙道 と 思われる。 遺構の壁面は 真っ 黒

に 炭化している 。 覆土は 褐色土を 甚本 とし、

多 量の焼土 ブロ ック、 炭化物を含 んでいる 。
遺構の周 囲50 ~250cmには 薄い 焼土が 広がっ
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ているが、 これは 実際の近世遺構確認 面より

1 . 褐色土
2 . 明褐色土
3 . 焼土陀
4 . 炭／図

締ま り に欠ける 。 焼土粒を少址含む。
l )吾よ り 多 く の焼土粒を含む。

焼土が主体をなす。 2 ／仰iが若干混 し る。
ほほ均ーな阻さ て堆柏 し て い る。 かな
り 硬化 し て い る。

図 9

゜ 1 m  

炭焼窯

は約30cm上層である。 遺物が出土していないため 詳細な時期 は不明であるが、 層位から判断する と 近冊
末期 ～明 治時代 の も のであろう。
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第 2 節 中 泄

A 区で 検 出された逍構は 池状逍梢、 7 号溝 状遣構、 8 号溝 状遺構、 1 号道 路状遺構、 2 号道路 状逍構、
1 号土 坑であり、 B区で 検 出された 逍構は 1 号掘立柱建物址、 地 業面である。

池状遺構 （ 図11、 12、 13 図 版3 、 4、 7 ) 
M ~ 0 - 5 ~8 グリ ッ ドにおいて 検出した 。 A 区にはその半 分以 上が含 まれる。 検出された 範囲での

規模は 南北に 最大9.8m、 東西に 最大1 4 mで 、 池状遺構はさらに 調査区外 へ延びてい く と見られる 。
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図10 中世遺構配置図
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全体の形 状は 瓢箪形を 呈する と考えられる。 東側 汀線部分の 一 部は中世後半 以 降に 削平を受けているた
め良好に 残存していない （ 図 面上 では 推定される ラ イ ンを点 線により 書き 加 えている）。 深さは 最 大で
52cmを 測るが 、 壁の立 ち 上がりは 全体に 緩やかである。 なお 池状遺構の北 西 隅では 北側 丘 陵の 裾部分 の
岩盤が 露出している。 池状逍構はその 西 端で 9 号溝 状逍梢と 重複している。 また 露出している 岩盤に 沿

うような形で 幅最大 2m30cm 、 長さ 約 5 m、 深さ最 大5 0cmの 沢 状の 遺構が 検出されており、 そ の延長と
考えられる 浅い 落 ち込みが 池状遺構の 西側で 幅約 1 m5 0cm ~ 2 m 、 長さ 7 mに 渡って 検 出されている。
池状逍構の南 西部には 泥岩片により 縁どられた 径4 ~ 5 mの 一段浅い 落 ち込みが 検出されており 、 この

部分の 深さは約20cmである。 池状遺構の 覆士は 締 まりに 欠け、 水気を 帯びた 黒色土で 、 全体に30cm以上

堆積 している。 部分 的に 薄い 砂層が認められる。 また 丘 陵裾側では 覆土中に人 頭大 の多 量の 泥岩塊が 落

ち込んでいた。
逍物はかわらけ、 国産陶器、 貿 易 陶磁器等が出土しているが 、 量は 少ない。 完形のかわらけが 若干み

られるが 、 い ずれも 単体で 投げ込 まれるような形で出土している。 1 から l lは 池状逍構覆土中から、 12

から17 までは 底部から 、 18から20 までは南 東部の 浅い 窪地から出土したも のである。 1 は山茶碗系 のこ

ね鉢で、 器墜内面は 摩耗している。 2、 3は 口径12~14cm代の 大きい部 類の 手捏かわらけ、 4 ~7は ロ
径8. 5 ~9. 0cmに まと まる、 やや小ぶりの手 捏かわらけ 、 8は 口径12. 2cmで ロク ロ成形、 9 ~ 11は や や小

ぶりの ロク ロ成 型のかわらけである。 12は 青磁小壷の 口縁部 ～頚部の 破片で、 器面 内外面には 淡灰緑色
の 釉が 施 釉されているが 、 口唇部の み露胎している。 13は 褐釉小壷と見られる 胴部 片で 、 胎士は 緻密で 、

粘性があるも のである 。 14~15は 手捏かわらけ 、 16~17は ロク ロ成形のかわらけである。 18~20はい ず
れも手 捏かわら けである。

これらの遺物は多 少時 期 的な ずれを持つものもあるが 、 おお まかには13世紀前半 代の 様相を 呈してい
る。

7 号溝状遺構 （図 14 園版3 )
A 区、 N - 8 グリ ッ ドで 検出した。 北 端部の み A 区に含 まれ 、 溝 全体はここから南に 延びていく。 A

区での規模は、 幅約 1 m20cm 、 深さ 約15cmで 、 N - 8 グリ ッ ドほ ぽ中央で 立ち 上がっている。 覆土は や

や粘性を 帯びた 茶褐色土で、 拳大の 泥岩塊を 少量含んでいた。
出土遺物は 混入 した 微細な土 師器、 須恵器のみである。
8 号溝状遺構 （図 14、 15 図 版3 、 7 ) 

A区、 0 - 8 ~11 グリ ッ ドで 検 出された。 0 - 8 グリ ッ ドで 池状遺構の 東側 汀線部分から 始 まり 、 調

査 区北東 コ ー ナ ーに まで 延びている 。 規模 は 西側 先端で 幅45 ~60cm 、 深さ1 0cm、 A 区東端部では 幅130

cm 、 深さ 55cmで 、 東側に向かうほど 規模が大き くなっている。 断 面形 状は 緩い V 字形である 。 覆土は 締

まりに 欠ける 茶褐色土で 、 一部には 上層に 灰、 炭化物の層が 見られた 。
出土遺物は 混入 した土 師器、 須恵器の 細片が 大半 であり 、 実測できたのは 1 点の みであった。 1 は ロ

ク ロ成形のかわらけで、 覆土 最上層から の出土である。 このかわらけは15世紀 代のもの と見られるが、

覆土最 上層の出土であり、 本址の構築時期に伴うものではない と見られる。 本址はそ の位置から判断し
て 池状遺構からの 排水目 的を果たしているように 思われるが 、 その時期 的関係に ついては 現時点では不

明 瞭である。
1 号道路状遺構 （固14 図版3 表 1 )

A区、 N ~ 0 - 9 ~10 グリ ッ ドにおいて 検出した。 西側 先端部の 極一部 と 東端部は A区外となってい
る。 0 - 9 グリ ッ ドにおいて 8 号溝 状遺構と 重複し 、 この上に構築されている。 幅は 1.3~1. 5 mであり 、
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図1 1 池状遺構
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図 1 2 池状遺構 （等高線配置図 ）
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表1 1号道路状逍構周辺ピット観察表

No 長軸 短庫llI 深さ 覆 土

16 28 26 16 茶褐色：l 泥岩粒を含む
17 25 19 13 ” 
18 40 15 8 ” 
19 20 19 11 ” 
20 30 18 28 ” 
21 46 42 18 99 

22 40 35 16 ” 
23 45 36 36 ” 

版築の厚さは 5 ~10cmである。 走行方位

-Eを示す。 版築は軟質な泥はN-32° 

岩で構築されており、 全体の締まりはあ

まり強固ではない。 また本址上には幾つ

かのピットがあるが、 その性格は不明で

ある。

本址上での出土逍物はいずれも微細な

ものであり、 図示し得る遺物はない。

2号道路状遺構（図14 図版 3) |「-

A区、 N~0 - 9 グリッドにおいて検

出した。 規模は輻 50~70crn、 長さ 4.3m

で、 緩やかに湾曲して南北方向に走って

れており、

いる。 版築は拳大の泥岩を基本に構成さ

1号道路状遺構よりは強固に

8号溝状逍構をまたいで造られている。

構築されている。

地業面（図16)

B区、 L~0-10~11グリッドにおい

て検出した。 B区の約2/ 3 を占め、 調査

区東壁4m前後に沿って広がっている。

ー ー ー 1 ー一
ー ー 1 ー Il

ー ＼ ＼ ＼ ー一
〇知
―／
 

｀
 

l:11
:[
 

ー

図14

7号溝状遺構、

゜ 4m 

の関係は調査区北東コ ー ナ ー にある掘り込み遺構のため不明瞭であるが、

この地業面は鎌倉市旧市街地の発掘ほほ同時期のものであると思われる。

7号• 8号溝状遺構および1号・2号道路状遺構

1号道路状遺構と □□□□／
調壺で一般的に検出される泥岩を大量に使用した地業とは異なり、 微小な 図15

O 5cm 
I l I 

8号溝状遺構出土遺物

泥岩粒子を含む、 やや締まりの強い茶褐色土で構成されている。 B区周辺では古代までは東側に緩やか

に傾斜する地形であったのが、 この地業により水平に保つ造成を行っていることが伺える。

面直上の図示し得る良好な逍物はなかったが、 その構築時期は池状遺構が機能をしなくなった段階、

13世紀後半から14世紀ではないかと見ている。

1号掘立柱建物址（屈17 図版4 表2)

B区、

ずれる）

K~N-11グリッドで検出した。 大半が地業面上に位置する。

と、 P 12からP14までの二列が検出され、

p 4からP11まで (p 6 のみは

P 12~ P 14はその位置、 柱穴規模からP4~Pllの

柱穴列の庇ないし縁側とみられる。 それぞれの芯間距離はP 4 ~P 5 が54cm、 P 5 ~P 7が200cm、 p
 

7~P 8が196cm、 P8~P 9が18 8cm、 P 9 ~Pl0が206cm、 p 10からPllまでが190cmを測る。 またP
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図16 地業面および1号掘立柱建物址
12からP13までが215cm、P 13からP14までが222cmを測る。 表2 1号掘立柱建物址柱穴観察表

P 4 ~ P 11までの柱穴はいずれも径38cm前後、深さ30cm前
後のものであり、覆土も泥岩粒を含む茶褐色土で統一され
ている。 Pl2~Pl4も同様で径20cm前後、深さはP13のみ
20cmであるが、他は10cm前後の浅いものである。 覆土はP
4 ~Pllと同じものである。

出土遺物は微細な士師器片が少量あるのみである。
1号土坑（図17)

A区、 N-10グリッドにおいて検出した。 ちょうど半分
がA区に含まれる。 規模は南北に138cm、東西に148cmで、

やや形の崩れた円形を呈している。 深さは最大22cmである。
→—三

覆土は泥岩粒子、炭化物粒を含む茶褐色士である。 土坑の

1\o. 長軸 短軸 深さ 毅 +． 
4 41 28 25 茶褐色土泥岩粒を含む

44 30 30 99 

6 28 27 24 ” 
7 41 39 28 ” 
8 33 30 26 ” ， 31 25 26 ” 
10 35 33 27 99 

11 35 31 24 ” 
12 20 15 7 ” 
13 25 22 17 ” 
14 28 26 6 ” 
15 28 25 20 ” 

底部には数個の泥岩塊があるが、いずれも投げ込まれたも
のであろう。

逍物は青磁、かわらけ等が少量出土しているが、いずれ

も微細なもので図示し得るものはなかった。

A- A'__ 

A- A-, 14.4m 

゜ 1m 

図17 1号土坑
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第3節 平安時代

A区において検出した 逍構は16号・ 17号 ・ 18号描状逍構、 2 16号土坑、

て検出した遺構は2号土器溜りである。

1号土器溜りで、 B区におい

16号溝状遺構（図 19 図版 5、

M~0- 9 グリッドに位置し、

7) 

A区にその大半が含まれる。 17号溝状逍構のすぐ西側を流れており、

N- 9 グリッドにおいて これと重複している。 また 1号土器溜りを切っている。 A区内での本址の規模

は幅40~55cm、 深さ最大40cmである。 走行方位はN - 5 -0 -wを示している。 覆土はほほ同 一 層で締ま
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平安時代および古墳時代前期遺構配置図
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17号溝状辿構

トレンチ

1. 暗灰色土

2. II音褐色土

3. II音褐色土

灰、 炭化物を大柑に含む。 締まりに欠ける。

11図より混人物減る。

少兄の泥岩粒を混入。 締まりに欠け、 水気を

帯びている。

＼ニ一、、
- ~ --
ー ' 1 □□□ 

゜ 2m 

゜ 10cm 

図19 16号・17号溝状遺構、 同出土遺物

後、

ニ3

りに欠け、 水気を帯びた暗褐色粘質土である。 16号・17号溝状遺構は N- 9グリッドにおいて交わった
L -10グリッドで再び分岐するが、西側の溝状逍構が16号溝状遺構に対応するかは不明である。

出土遺物は微細な土師器片が大半である。 1 は灰釉1IIlで全体の約1/ 3が残存している。

底径は6.0cmで、 体部内外面に漬け掛けにより施釉される。 重ね焼きで、ヘ ラケズリ調整は行われてい
ない。 折戸53窯式期のものと考えられる。 2 はロクロ成型の土師器杯である。 全体の約1/3が残存して

いる。 回転糸切り後無調整で、 色調は暗橙褐色を星している。 本址の時期を示す遺物の量が少ないため、
構築時期は不明瞭であるが、11世紀代かと思われる。

7 )  17号溝状遺構（圏19 図版5、
J ~O - 9 ~12グリッドに位置する。

-Eを示し、

口径は13.8cm

A区にその北端部がかかっている。 本址は調壺区東側を湾曲し
ながら流れており、 230号土坑、 20号住居址を切っている。 A区での本址の規模は幅75~88cm、 深さ最

大52cmで、 16号溝状遺構より 一 回り大きい（ 一部を試掘坑により破壊されている）。 走行方位は N- 3 ° 

N-9グリッドにおいて16号溝状遺構と重複している。 基本となる覆士は16号溝状逍構と

同じで、 締まりに欠け、 水気を帯びた暗褐色粘質土であるが、 一部にはその上層に灰層が検出されてい
る。
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出土遺物の多くが混入した士師器片である。図示し得たのは 1点のみである。 3 は上師器高台付杯の

底部である。底径は7.4cmを示す。 底部は回転糸切り後、高台部を貼り付けている。 色調は橙褐色であ

る。

本址の構築時期は出士遺物が少ないために不明瞭であるが、10世紀前半代と考えられる230号士坑を

切っていること、10世紀中菓と考えられる20号住居址を切っていることなどから10世紀後半～11世紀代

と思われる。
18号溝状遺構（図20)

A区、 0- 8 グリッドで検出した。規模は幅約35cm、深さ最大15cmで、北側は緩やかに立ち上がって

消滅し、 215cmの長さが検出された。 走行方位は N- 14° - Wを示す。この南側は検出されなかったが、

約10m離れたK~ L -10グリッドで走行方位をほぽ同じくする溝状遺梢が検出されており、本址はこれ

に対応すると見られる。覆士は締まりにかけ、水気を帯 )> 

びた暗褐色粘質土である。出土遺物は微細な土師器片の

みであり、図示し得る遺物はない。

本址の構築時期は16号、17号溝状遺構とほぼ同じ、11

世紀代が考えられる。
216号土坑（図21 図版6 、 7) 

品
蕊

閂

さ内内需
ベ e 乖叫

A区、 0- 7グリッドで検出した。南北に116cm、東う印 QS
かSべT
゜ 蔀乞冷

西に70cmを測り、隅円長方形を呈している。深さは最大 塁ぎ戸
内怜決•

で32cmで、北側へ緩やかに傾斜している。 覆土は締まり 吟吝塗

に欠ける暗褐色土である。
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図21 216号土坑、 同出土遺物

灰釉、須恵器、土師器等の破片が出土しているが、細片が多く実

測できたものは少ない。 1 は須恵器杯で、口縁部～体部の一部のみ
残存していた。口径は12.0cmを示す。 口唇部が肥厚している。 2 は

須恵器高台付碗の底部から体部の 一部である。 底径は6 . 8cmを測る。

ロニ
0 5cm 
I i l 

底部は回転糸切り後、高台部を貼り付けている。 3 は土師器杯である。 口縁部から底部の約1/ 6が残存

している。 口径12.7cm、底径5.6cm、器高3 .5cmを示す。体部には二段のヘ ラケズリがなされている。

これらの遺物から本址の構築時期は10世紀前半代が考えられる。

1号土器溜り（図22 図版8)

A区、0- 9グリッドで検出した。逍物は東西に長い約 2 m'の中から散在して検出された。16号溝状

遺構に分布のほほ中央を切られている。 逍物は破片が多いが、完形の状態で出土したものもある。

-25-



□□□ーロ

三 2

口
口
図22 1号土器溜り出土遺物
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1 は灰釉碗である。 口縁部から1本部の約1 / 6が残存していた。 口縁部から体部の上半に漬け掛けが施

されている。 2 は土師器高台付碗の底部である。 底径は9.4cmを測る。 碗部内底面および高台部外面の

一部がススけている。 3~ 6 はロクロ成形の土師器坪である。 3 から 5はほほ同様の法量を持つが、 5 

は底部がやや突出している。 3 、 4 は 多量のススが付着し、 またタ ー ル状の物質の付着も見られる。 6

は ひとまわり法量が大きい。 これらの遺物は11世紀代の様相を呈している。

2号土器溜り（図23、 24 図版 6 、 8 )

B区、 N-11グリッドで検出した。 一部はB区外へ延びている。 約 1面のせまい範囲に 須恵器碗、 坪、

土師器杯、 甕の破片が集中して出土していた。

1 は須恵器碗である。 口縁部から体部の約l18が残存している。 口径は17.0cmを測る。 2 は須恵器碗

である。 口縁部から底部の約1/4が残存している。 口径15.3cm、 底径 6 .4cm、 器高5.5cmを測る。 口縁部

がやや外反する。 3 は 須恵器坪である。 口縁部から体部の約1/6が残存している。 口径は12 .2cmを測る。

口縁部は外反し、 肥厚している。 4 は須恵器高台付皿である。 全体の約1 /2が残存している。 口径13.6

cm、 底径5.8cm、 器高2 .8cmを測る。 口縁部が強く外反し、 高台はハの字状に 開く。 5はロクロ成形の土

師器杯である。 底部のみ ほほ完存している。 底径は7 .0cmを測る。 底部は回転糸切り後、 無調整である。

色調は 橙褐色を呈している。 6 、 7は土師器杯である。 6 は全体の約3/4が残存している。 口径は13.1 

cm、 底径は6.9cm、 器高は3.8cmを測る。 体部は二段の ヘラケズリである。 7 は全体の約1/4が残存して

いる。 口径は11.8cm、 底径は6.5cm、 器高は3.8cmを測る。 体部下半にはヘラケズリが 一段施され、 体部

中位には指頭調整を残している。 8 は須恵器長頸壷である。 体部から底部の約半分が残存している。 底

径は8 .9cmを測る。 体部の下半にはヘラケズリが施されている。 9 は土師器甕である。 全体の約1 /3が残

存している。 体部外面はナデ調整、 体部内面は 指頭調整ないしハケ目調整後ナ デ調整を施している。 ロ

縁部内外面は横ナ デ調整である。

これらの遺物からは若干の時期的なずれが見れるが、 須恵

器碗、 高台付Jlllなどから10世紀前半代の年代が考えられる。

第4節 古墳時代前期

215号土坑（図25)

A区、 0- 7 グリッドで検出した。 216号土坑の約lm西側

に 位置する。 規模は南北に 82cm、 東西に 80cmを示し、 不整形
゜

である。 下場も不整形で、 北側には径約20cmのピット状のも

1m 

図23 2号土器溜り
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図24 2号土器溜り出土遺物

のが見られる。 覆土は締まりに欠ける暗青灰色土である。

出土遺物がないため本址の詳細な構築時期は不明であるが、 覆土から類椎すると古墳時代前期が考え

られる。

3号土器溜り （図26、 27 図版 6、 8) 

A区、 0- 7 グリッドで検出した。 一部が調査区外へ延びると見られる。 土器は約 2 mの狭い範囲で

出士している。 ただ甕 2、

品である。

3 とその他の遺物は若干間 をおいている。 広口壷 6 、 7、 小型鉢8 のみ完形

1 はS字状口縁台付甕である。 破砕した状況で出土したが、 ほほ完形に復元された。 体部上半は斜方

向のハケH 、 体部下半は上半とは逆方向のハケ目が

施されている。 口縁部径は17.5cm、 胴部最大径23.0

cm、 器高27.2cmを測る。 2 は甕形土器である。 全体

の約1/2が残存しているが、 頚部は遺存していない。

胴部最大径は24.4cmを測る。 体部外面にはヘラミガ

キ 、 体部内面下半はハケ調整、 上半はヘラナ デ調整

□〗
A

' 

ゞ
図25

’ A A 

一゚
1m 

215号土坑
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である。 3 は甕形土器である。 全体の約1 3が残存している。
胴 部最大径は19. 9cmを測る。 イ本部外面上半はハケ調整、下半に
は1:I|]きを施していると見られる。 イ本部内面はヘ ラナ デ調整であ

る。 4 は甑であると思われる。 全体の213が残存している。底

部には径1.5cmの穿 穴がある。 体部外面はヘ ラ ミ ガ キ、内 面は
ハケ調整である。 5は手捏土器である。 全体の3 4が残 存して

いる。 イ本部内外面は指頭により調整されている。 6、 7は小型
0 

広 口壷である。 両方とも体部外面はハケ調整後、 指頭調整を施
している。 いずれも体部の一 部が二次焼成により ス ス けている。

＼ 
O)ぐ汀゜げ

1m 

図26 3 号土器溜 り

8 は小型鉢である。 完形 品である。 体部の調整にはハケ、指頭調整が施されている。

これらの遺物は古墳時代前期のものであろ う 。

第 5 節 そ の 他 の 出 土遺物 （ 図28 図版 9)

ここで取り上げる追物は包含層中及び逍構出土逍物の中で明らかに混入と見られるものについてとり
あげた。

l は同 安窯系青磁小lllである。 B 区中世地業面下の包含層出土である。釉薬は11音緑色で、貰入 目 立つ。
胎土は緻密で、 灰色。 2 は同 安窯系青磁小皿である。 B 区地業面上の包含層の 出 土である。 釉薬は淡緑

色で、貰入 目 立つ。胎土はやや気孔が多く、灰 白色である。 3 は青 白磁碗である。 B 区地業面上包含層

出 土である。 釉薬は淡水青色で、貰人やや H 立つ。 胎土は灰 白色で、結晶状である。 4 は 白磁玉縁碗で
ある。 B 区地業面下包含層の出土である。 釉薬は淡灰 白 色で、体部外面に小孔多い。 胎土は 白色で、 緻

密である。 5は砥石、仕上げ砥で、石材は硬質砂粒凝灰岩である。 B 区地業面上包含層出土である。 両

端は欠損している。 使用による摩耗が激しい。 6は土師器高台付杯である。 B 区地業面下包含層出土で

ある。 杯部はロクロ成型で、 底部にハの字に開く厚みのある高台を貼り付けている。焼成は比較的良好

で、[I音橙褐色である。 胎土には 白色針状物質が少量含まれる。 12世紀代のものと考えられる。 7は須恵

器杯である。 池状遺構の覆土中出土である。 G 25窯式期のものと考えられる。 8 は土師器甕である。 A
区、0- 7 グ リ ッド出土である。 全体の約1/ 2が残存 し ている。 体部外面の口縁部際は横方向、 これよ

り下は縦方向のハケ調整、内面はヘ ラ ナ デ調整で、 口縁部は横 ナ デである。 胎土には粗砂粒が多量に含
まれる。 色調は口縁部及び体部上半は暗黄褐色であるが、体部下半は灰茶褐色で、 体部内面はス ス けて

いる。 9は土師器甕底部片である。 8 の周辺で出土し、 同一個体と見られる。 成形、 胎土、 色調はほぽ
8 に同じであるが、底部外面は木葉痕が残り、橙褐色である。

瓦 （ 図29 図 版 9 )

本遺跡では多量の古代平瓦、 丸瓦片が 出土している。 平瓦は凸面縄 目 叩きで凹面に布 目 圧痕 を 、 丸瓦

は凸面は ナ デ調整、 凹面は布 目 痕を持つものが大半である。 その出土状況は散漫ではあるが、 調資区全

域の近世、中枇および古代末期の包含層、遺構から 出 土 しており、その総数は破 片点数で200点を越す
と見られる。逍構から出土したものは少ないが、現在の所見では230号土坑における G 5窯式古段階の

須恵器碗との共伴が最も時期的に逆上れるものであり、これらの瓦が使用された時期は10世紀前半段階

と考えている。

◎
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図27 3 号土器溜 り 出土遺物
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図28

硬質である。 凸面に は 二 条 の沈線がある。

く含む。 焼成はやや硬質である。

そ の他の出土遺物 ( 1 )

l から 4 は丸瓦、 5 は平瓦である。 1 は17号溝状遺構覆土中からの出土である。 胎土 は灰 白色で、 焼

成はやや軟質である。 2 は池状巡構覆土中からの出土である。 胎士 は灰色で、 砂粒を多く含み、 焼成は

やや硬質である。 3 はA区古代末包含層中からの出土である。 胎士 は灰色で、 焼成は 硬質である。 凸面

の 一部に は 自 然釉 が見られる。 4 は B 区中世包含層中からの出士である。 胎土 は灰褐色で、 焼成はやや

5 は 池状遺構覆土中出土である。 胎土は灰褐色で、 砂粒を多
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第 四章 ま と め
今回の報告は2180面の調査区の内 、 国庫補助事業分にあたるl20m'分の調査結果である。 そのためこ

の報告は極めて限定的、 断 片 的な も のとなら ざるをえなかっ た。 よ っ てここでは今回の報告に よ り得ら

れた成果に プ ラ ス して、 国庫調査区以外での明らかにな っ ている事を添え、 天神 山城遺跡の概要を簡略

に述べることとする。
本遺跡では縄文早期爪形文土器片や弥生中期の土器片等が検出されているが、 確実に人 間の生活の痕

跡を見いだせるのは古墳時代前期からである。 住居址は 山 裾近くに構築され、 また逍物を意図的に集積

させたと見られる土器溜りが 3 箇所検出されている。 この中には北陸系の装飾器台等が含まれる も のが

あり、 祭祀的な意味合いを持つ も の も あると考えられる。 次に生活空間と して利用されるのは古墳時代
後期にな っ てからである。 本期に位置付けられる竪穴住居址は 2 軒のみであるが、 包含層中からは遣物

が多数出土 しており、 また天神 山 北東裾では祭祀追構が検出されていることから （l ) 、 当 該期には天 神
山 一帯に集落が形成されていたことが伺 える。

奈良時代、 8 世紀前半の竪穴住居址 4 軒が検出されている。 1 号住居址からはほほ完形の円面硯、 土
師器蓋等が検出されている。 平安時代、 9 世紀 末から10世紀前半においては 1 間 X 1 間であるが、 径約

40cmの柱を使用 した 3 号建物址、 縦板組の構造で黒漆塗りの小箱を検出 した 2 号井戸址などが検出され、

また包含層中から多量の瓦が出土 したことなどからは寺 院址等の存在を強く匂わせる。 続く11世紀代と
考えられる溝状遺構群は小支谷内部を区分けする よ うに走 っ ており、 周辺に何らかの施設が存在 したこ
とを類推させる。

中世前半には池状遣構、 地業面、 1 号掘立柱建物址等が構築される。 しか しこの池状遺構は比較的短

期間でその機能を失い、 9 号溝状遺構は池状遺構に重複 しながら構築 さ れている。 池状遺構、 9 号溝状

辿構の逍物はあまり時期差を持たず、 13世紀前半代の も のと見らる。 地業面、 1 号掘立柱建物址の形成

も 9 号溝状遺構と同 時期ない しそれにやや遅れる時期の も のであると考えられる。 この よ うな短期 間で

の逍跡の変容が何に起 因するのかは今後の検討課題である。 また調壺区は宝積寺谷に隣接 し 、 これに関

連 した中泄後半の遺構の検出が期待されたが、 や ぐら以外には特にそれと強く結び付けられる も のは検
出されなか っ た。 しか し調査区外とな っ ている小支谷最奥部にはや ぐらと見られる埋没 した岩穴が 2 、

3 確認できることからこの部分に寺院址に関連 した逍構が存在する可能性がある。

近世から近代の時期には谷戸部は耕作地に利用され、 開口部側が居住空 間と しての機能を果た してい
た よ うである。 5 · 6 号溝を始めと して検出 した多くの溝が谷戸の排水 目 的に利用され、 水田址 も 実際

にはこれと同じ よ うな機能を していたのであろう。 土地所有者の西山家には江戸時代末期の も のと見ら

れる古絵図が残されており、 検 出された遺構と古絵図に記された地割はほぼ位置 関係を等 しくする も の

であ っ た。 これら遺構には近世後半の も の も 含まれるので、 近 世後半の地割が近代にまで踏製されてい
たことが伺える。

この よ うに天神 山城遺跡を概観 した時、 特に平安時代から中世前半にかけては一般集落とは異なる様
相を呈 していることが分かる。 これらの時期の遺構群が果た して連続性を持つのであるのかどうかは今

後の重要な検討課題である。

( 1 ) 第 1 章註 1 参照。
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表 3 出 土遺物観察表

池状遺構出土遺物 法量の単位はcm で あ る 。 ） 内 は復元数値

器 種

1 山 茶碗系捏鉢

2 か わ ら け

3 
か わ ら け

4 か わ ら け

5 か わ ら け

6 か わ ら け

7 か わ ら け

8 か わ ら け

， か わ ら け

10  か わ ら け

1 1  か わ ら け

1 2  青磁小壷

13 褐釉小壷

14 か わ ら け

1 5  か わ ら け

1 6  か わ ら け

1 7  か わ ら け

観 察 内 ク合

覆土中 出土 残存率 底部の 一部 せいけい ロ ク ロ 成形 胎土 長石多批 に含 む 色調 灰褐色

覆 土 中 出 土 法量 口 径 (14 . 4 )  cm 底 径 (6. 8) cm 器高3. 5cm 残存率 底部～イ本 部 の 1/ 8 せ い
け い 手捏 口縁部内外面ナ デ イ本部外面指頭調整 内底而横 ナ デ 胎土 白 色針状物質 焼成
良好 色調 橙褐色

覆 土 中 出 土 法量 口 径 ( 1 2. 2 ) cm 底径 （6. O) cm 器 高3. 5cm 残存率 底部～体 部 の l/4 せ い
け い 手捏 口縁部内外面 ナ デ イ本部外而指頭調整 内底而横 ナ デ 胎土 白 色針状物質 雲母
焼成 良 好 色調 II音褐 色

覆 土 中 出 土 法量 口 径8. 5cm 底径6. 0cm 器高2. 0cm 残存率 完 形 せ い け い 手捏 口 縁
部内外而 ナ デ 底部外面指頭調整 胎土 白 色 針状物質少批 焼成 や や 良 色調 橙褐色

覆 土 中 出 土 法量 口径 (8. 9 ) cm 底径 (6. 6) cm 器 高 1 . 7cm 残存率 全体の約 1/ 2 せ い け い
手捏 口縁部内外而ナデ 底部外面指頭調整 胎土 長石 雲母少量 焼成 良好 色調 橙褐色

覆 土 中 出 土 法量 口径 (9. 0) cm 底径 (6. 4) cm 器 高 1 . 8cm 残存率 全体の約 1 13 せい け い
手捏 口縁部内外而 ナ デ 底部外面指頭調整 胎土 長 石 雲母 白 色針状物質少屈 焼成 良
好 色調 明橙褐色

覆 土 中 出 土 法星 口 径 (8. 6) cm 底径 (6. 0) cm 器 高 1 . 8cm 残存率 全体の約 1/ 4 せ い け い
口縁部内外面 ナ デ 底部外而指頭調整 胎土 長石 雲母少屈 焼成 や や 良 色調 橙褐色

覆 士 中 出 土 法量 口 径 ( 1 2. 2 ) cm 底 径 (8. 2 ) cm 器 裔3. 7cm 残存率 全体の 約 1/3 せ い け い

ロ ク ロ 成形 内 外面 回 転 ナ デ底部内面一部横ナ デ 胎土 細砂多賊 雲母多 焼成 や や 良 色
調 II音黄褐色

覆 士 中 出 土 法量 口径 (8. 6) cm 底径 (6. l ) cm 器高2. 2cm 残存率 全体の約4/5 せい け い
ロ ク ロ 成形 内外面 回 転 ナ デ 胎土 泥岩粒多雲母 長 石 少誠 焼成 やや不良 色調 暗 黄
褐 色 、 橙褐色

覆 土 中 出 土 法量 口径7. 6cm 底径6. 1 cm 器 高 1 . 5cm 残存率 全体の約3/4 せ い け い ロ ク
口 成 形 内外面 回転ナ デ 底 部 ス ノ コ 状圧 痕 胎土 細砂 泥岩粒多 白 色針状物質 雲母少載
・ 焼成 やや不良 色調 l1音橙褐色

覆 土 中 出 士 法量 口 径9. 8cm 底径6. 6cm 器高2. 0cm 残存率 ほ ぼ完 形 せ い け い ロ ク ロ
成 形 内 外面 回 転 ナ デ 底 部 ス ノ コ 状圧 痕 胎土 長石 雲母少量 焼成 や や 良 色調 橙褐
色

底 部 出 土 法量 口径 (6. 4 ) cm 残存率 口縁部～頚部の 一 部 施釉範囲 口 唇 部 の み 露胎 内
外面淡灰緑色釉 胎土 灰 褐 色 緻密 焼成 や や 良

底 部 出 土 法量 胴部最大径 (9. 6 )  cm 残存率 体部の約1/ 5 施釉範囲 残存部 に は 殆 どな し
胎土 灰 褐 色 緻密 焼成 良好

底 部 出 土 法量 口 径9. 2cm 底径6. 8cm 器高2. 0cm 残存率 完 形 せ い け い 口 縁 部 内 外面
ナ デ 体部下半～底部指頭調整 胎土 雲母 白 色 針状物質少麓 焼成 良好 色調 淡 褐 色

底 部 出 土 法量 口 径9. 1 cm 底径6. 7cm 器 高 1 . 5cm 残存率 完 形 せ い け い 口 縁 部 内 外 面

ナ デ 底 部外面指頭調整 胎土 雲 母 長石少量 焼成 や や 良 色調 淡 褐 色

底 部 出 土 法量 口 径 1 3. 6 底径7. 5cm 器高3. 9cm 残存率 ほ ぽ完 形 せ い け い ロ ク ロ 成形
内外面 回 転 ナ デ 底部内面一部横ナ デ 胎土 泥岩粒 多 長石 雲母 少品 焼成 や や 良 色調
淡褐色

底 部 出 土 法量 口 径 ( 10. 0) cm 底径 (7. 3 ) cm 器 高 1 . 9cm 残存率 全体の 約 1 2 せ い け い

ロ ク ロ 成形 内外而 回 転 ナ デ 底 部 内 而 中央部のみ横 ナ デ 胎土 泥岩粒多 白 色針状物質 長
石 雲母少量 焼成 や や 不 良 色調 淡褐色
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南東部落 ち 込 み 法量 口 径 ( l l . 8) cm 底径 (6. l ) cm 器 高3. 5cm 残存率 全 体 の 約 1 /2 せ い
18 か わ ら け け い 手捏 口縁部内外面ナ デ 底部外面指頭調整 底部内面無調整 胎土 雲母やや多 白 色

針状物質 長石 焼成 や や 良 色調 橙褐色

1 9  
南東部落 ち 込 み 法量 口 径 ( 12. 6) 底 径 (6. S ) cm 器 高3. 0cm 残存率 全 体 の 約 1/5 せ い け

か わ ら け い 手捏 口縁部内外面 ナ デ 底部外面指頭調整 胎土 長 石 白 色針状物質少罷 焼成 や や
良 色調 淡褐色

南東部 落 ち 込み 法量 口 径 (9. 5) cm 底径 (7. 3 ) cm 器高1 . 8cm 残存率 全体の 約 1/ 3 せ い け
20 か わ ら け い 手捏 口縁部内外面 ナ デ 底部外面指頭調整 胎土 雲母 長石少量 焼成 や や 良 色調

橙褐色

8 号溝状遺構出土遺物

1 I か わ ら け
覆土最上層 法量 口径10. 2cm 底径6. 7cm 器高3. 2cm 残存率 ほ ぼ完 形 せ い け い ロ ク ロ
成 形 内外面回転ナ デ 胎土 長石 雲母 白 色針状物質やや多 焼成 やや不良 色調 II音橙
褐色

1 6号溝状遺構出 土遺物

毅 土 中 法量 口 径 ( 13. S) cm 底径6. 0cm 器高3. 4cm 残存率 全体の約1/3 せ い け い ロ ク
I 灰釉1IIl 口 成 形 高 台部貼 り 付 け 施釉範囲 口縁部内外面、 漬け掛け 胎土 長石、 雲 母 を 少量 色調

灰 白 色

2 
毅 土 中 法量 口 径 ( 1 0. 4) cm 底径 (5. 6) cm 器高3. 7cm 残存率 口 縁部～体部 の 1/3 せ い け

土 師器杯 い ロ ク ロ 成形 底 部 回 転 糸 切 り 無調 整 胎土 長石、 雲母や や 多 い 焼成 普通 色調 II音橙
褐色

1 7号溝状遺構出土遺物

3
 

土 師器高台付 毅 土 中 法量 底径7. 4cm 残存率 底 部 の み せ い け い 回 転 糸 切 り 後、 高 台 部貼 り 付 け、 回
杯 転 ナ デ 胎土 長石少最 焼成 良好 色調 橙褐色

21 6号土坑出土遺物

1 須恵器杯
覆 土 中 法量 口 径 ( 1 2. 0) cm 残存率 口縁部～体部の 約1/8 せ い け い ロ ク ロ 成 形 胎土
長石 雲母少批 焼成 やや不良 色調 灰 白 色

2 須恵器碗
毅土中 法量 底径6. 8cm 残存率 体部下半～底部の約1/8 せ い け い ロ ク ロ 成形 底部 は 回
転糸切 り 後、 高台部貼 り 付 け 胎土 長石 焼成 普通 色調 灰 色

毅 土 中 法量 口 径 ( 1 2. 7) cm 底 径 (5. 6 ) cm 器 高3. 5cm 残存率 全体の 約 1 / 6 せ い け い 口
3 土 師器杯 縁部横 ナ デ 体部二段ヘ ラ ケ ズ リ 底部ヘ ラ ケ ズ リ 胎土 雲母多 醤 石英 赤色 ス コ リ ア 少凪

焼成 良好 色調 暗橙褐色 口縁部外面一 部 ス ス け る

1 号土器溜 り 出土遺物

1 灰 釉碗
法量 口 径 ( 1 2. S ) cm 残存率 口 縁部～体部の 約 1/ 6 せ い け い ロ ク ロ 成 形 施釉範囲 口 縁
部～体部上半 漬けがけ 胎土 長 石 焼成 良 好 色調 灰 白 色

土師器高台付
法量 底径9. 4cm 残存率 底 部 の み 完存 せ い け い 高台部貼 り 付 け後、 ナ デ 胎土 雲 母

2 
碗

赤色 ス コ リ ア を 含み、 白 色針 状物 質 を 少量 含 む 焼成 良好 色調 橙褐色 を 基調 と す る が、 椀
部内底面お よ び高台部外面の 一部がス ス け る

法量 口径10. 9cm 底径5. 4cm 器高3. 5cm 残存率 ほ ぽ完形 せ い け い ロ ク ロ 成形 底部回
3 土 師器杯 転糸切 り 無調整 胎土 雲母、 長石少量 白 色針状物質極 少薗 焼成 や や 不 良 色調 暗橙褐

色 を 基調 と す る が、 イ本部内外面共 に す す け て い る

4 土 師器坪
法量 口 径 ( 1 0. 4 ) cm 底径4. 2cm 器高3. 9cm 残存率 全体 の 1/ 4 せ い け い ロ ク ロ 成形 底

部回転糸切 り 無調整 胎土 長石多 く 含み 、 赤色 ス コ リ ア 少醤 焼成 良好 色調 橙褐色
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土師器杯
法量 口 径 1 0. 2cm 底径5. 0cm 器高3. 5cm 残存率 完 形 せ い け い ロ ク ロ 成 形 底 部 回 転 糸

5 切 り 無調整 胎土 長石少鼠 焼成 普通 色調 灰 黄 褐 色 を 基調 と す る が、 内 外面、 底 部 の 大
半がス ス け て お り 、 タ ー ル状物質の付着が見 ら れ る

法量 口 径 ( 1 2. 6) cm 底径 (6. 0 )  cm 器高4. 6cm 残存率 全体の1 /4 せ い け い ロ ク ロ 成 形
6 土 師 器杯 底部回転糸切 り 後、 ナ デ消 し か 胎土 長石、 赤 色 ス コ リ ア多 く 含み、 白 色針 状物 質極少掘 含 む

焼成 や や 良 色調 暗橙褐色

2 号土器溜 り 出土遺物

須恵器碗
法量 口 径 ( 1 7. O ) cm 残存率 口縁部～体部の 約 1/ 8 せ い け い ロ ク ロ 成 形 胎土 長石 焼

1 
成 普通 色調 灰 白

須恵器碗
法量 口 径 ( 1 5. 3 ) cm 底 径 (6. 4 ) cm 器高5. 5 cm 残存率 全体の 約 1 / 4 せ い け い ロ ク ロ 成

2 
形 胎土 長石多 雲母少鼠 焼成 良好 色調 灰 褐 色

3 須恵器杯
法量 口 径 ( 1 2. 2) cm 残存率 口縁部～体部の 1/6 せ い け い ロ ク ロ 成 形 胎土 長 石 多 焼
成やや不良 色調 灰 褐 色 （体部 下 半 は や や橙色 味 を 帯 びて い る ）

須恵器高台付 法量 口 径 1 3. 6cm 底径5. 8cm 器高2. 8cm 残存率 全体の1/2 せ い け い ロ ク ロ 成 形、 高 台
4 lIIl 部貼 り 付 け 胎土 長石多 焼成 良好 色調 灰 褐 色

5 
土師器杯 法量 底径7. 0cm 残存率 底 部 と 体部下半の 一 部 せ い け い ロ ク ロ 成 形 底 部 回 転 糸 切 り 無

調整 胎土 赤 色 ス コ リ ア 多 長石、 雲母 焼成 良好 色調 橙褐色

法量 口 径 1 3. 1 cm 底径6. 8cm 器高3. 8cm 残存率 体部の 一 部 を 欠損 せ い け い 口縁部横ナ
6 土 師器杯 デ 体部二段ヘ ラ ケ ズ リ 底 部ヘ ラ ケ ズ リ 胎土 雲母やや多、 長石 焼成 良好 色調 淡橙

褐 色

法量 口 径 ( 10. 6 )  cm 底 径7. 2cm 器高3. 7cm 残存率 全体の 1/4 せ い け い 口 縁 部横 ナ デ
7 土師器杯 体部横 方 向 一段 の ヘ ラ ケ ズ リ 体部中 位 に 指頭圧痕残す 胎土 赤色 ス コ リ ア 多 長石、 雲母少

焼成 良好 色調 橙褐色

8 須恵器長頸壷
法量 底径8. 9cm 残存率 底部か ら 体部の1/3 せ い け い ロ ク ロ 成形 、 体部下半ヘ ラ ケ ズ リ
胎土 長石多 焼成 良 好 色調 灰 褐 色

法量 口縁部最大径25. 2cm 胴部最大径22. 2cm 残存率 全体の 1 / 3 せ い け い 口縁部横 ナ デ， 土 師 器甕 体部外面ハ ケ 調整後、 ナ デ 体部内面ハ ケ 調整後、 指頭 な い し ナ デ調 整 胎土 雲母やや多 細
砂やや多 焼成 や や 良 色調 暗橙褐色 （体部下半 は ス ス け て い る ）

3 号土器溜 り 出土遺物

法量 口縁部最大径 1 7. 5cm 胴部最大径23. 0cm 脚 台部径8. 8cm 脚台部高5. 6cm 器 高27. 2cm
s 字状口縁台 せ い け い 外面 ： 口縁部横 ナ デ 体部上半分左傾斜に ハ ケ 体部下半右傾斜のハ ケ 脚台部接合

1 
部付近やや斜方向 の ハ ケ 脚 台部ナ デ 内 面 ： 体部、 脚部 と も 指頭調整 一 部横方向 の ヘ ラ ナ デ付 甕
胎土 雲母、 長石多最 焼成 良好 色調 II音褐色 脚 台部は淡褐色

法量 胴部最大径24. 4cm 底 径6. 2cm 残存率 体部中位～底部の1/ 2 せ い け い 外面 ： 体部

2 土師器甕
やや斜方 向 の ハ ケ 後 、 縦 方 向 の細 い ヘ ラ ナ デ を ほ ぼ全面 に 底部ヘ ラ ナ デ 内 面 ： 体部上半横 方 向
の ヘ ラ ナ デ 体部下半～ 底 部 同 心 円 状の ハ ケ 胎土 長石、 雲母、 赤色 ス コ リ ア 焼成 良好
色調 橙褐色 （底部～体部下半の 一 部 に ス ス 付着）

法量 胴 部最大径 1 9. 9cm 底径5. 9cm 残存率 体部上半～底部の 1/ 3 せ い け い 外面 ： 体部上

3 土 師 器甕
半斜方 向 ハ ケ 体部下半斜方 向 に やや粗いハ ケ 内面 ： 体部横方 向 の ヘ ラ ナ デ 底部 同 心 円 状
幅 約 1 . 5cmの ヘ ラ ナ デ 胎土 粗砂粒 や や 多 く 含 む 長石、 雲母少批 焼成 普通 色調 橙褐
色 一部淡褐色 （体部の 一部 に ス ス 付着）

法量 口 径 1 7. 9cm 底 径4. 6cm 器 高 1 3. 6cm 残存率 口縁部一 部 欠 損 せ い け い 外面 ： 口 縁
部横方 向 に ハ ケ 後、 指頭調整 体部縦 方 向 に ハ ケ 後 、 縦 方 向 に ヘ ラ ミ ガキ 底 部穿穴後、 指 ナ デ

4 土 師器甑 後 、 一部ヘ ラ ミ ガキ 内 面 ： 体部下半～底部横方向 に ハ ケ 、 口縁部～体部上半横方 向 に ハ ケ →体
部下半一 部 に 横 方 向ヘ ラ ミ ガキ 胎土 長石、 雲母、 赤 色ス コ リ ア 、 白 色針状物質 焼成 良好
色調 淡 褐 色 備考 底 部 に 径約 1 . 5cmの穿穴あ り

法量 口 径7. 2cm 底径3. 3cm 器高5. 8cm 残存率 全体の3/4 せ い け い 外面 ： 指頭調整、 ロ
5 手捏土器 縁部一部横ナ デ 内面 ： 口縁部～体部指頭調整 胎土 赤色 ス コ リ ア 、 雲母多批 石英、 白 色針

状物質少巌 焼成 普通 色調 暗橙褐色 備考 底部外面に はつ ま み 出 し た 高台部 を 造 る
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6 土師器広 口壷

7 土 師 器広 口壺

8 土師器鉢

そ の他の出土遺物

I 
同安窯系青磁
小 rul

2 
同安窯系青磁
小 皿

3 青 白 磁碗

4 白 磁 玉縁碗

5 砥 石

土師器高台付
6 

杯

7 須恵器杯

8 土師器長胴甕

， 土師器甕

瓦

1 丸瓦

2 丸瓦

3 丸瓦

4 丸瓦

5 平瓦

法量 口縁部径10. 7cm 胴部最大径10. 3cm 底 部径3. 1 cm 器 高 1 0. 8cm 残存率 完 形 せ い け
い 外面 ： 口縁部縦方 向 の ハ ケ 後 、 指頭調整体部縦方 向 の ハ ケ 後 、 指頭調整 内 而 ： 口縁部横方
向 に ハ ケ 後、 指頭調整 胎土 長石、 雲 屈 含 む 白 色針状物質少最 焼成 普通 色調 暗橙褐
色 （底部か ら 口縁部の 一 部 ス ス 付着）

法量 口 縁部径10. 0cm )屑部最大径10. 7cm 底 部 径2. 0cm 器 高 1 1 . 1 cm 残存率 完 形 せ い け
い 外佃 ： 口縁部縦方向 の ハ ケ 後、 指頭調整、 一 部柚 ナ デ イ本部斜方 向 の ハ ケ 後、 指頭調整 内
而 ： 口縁部横方向 に ハ ケ 後、 指頭調整 胎土 長石、 雲 母 含 む 白 色針状物質少量 焼成 普通
色調 暗橙褐 色 お よ び灰褐色 （イ本部～ 口 縁部の 一部 に ス ス 付着）

法量 口 径 1 1 . 9cm 底径4. 1 cm 器高5. 5cm 残存率 完形 せ い け い 外面 ： 体部縦方 向 に ハ ケ 、

一部指お さ え 口縁部横 ナ デ 底部際斜 方 向 の ヘ ラ ケ ズ リ 内 面 ： 口縁部～体部横 方 向 の ハ ケ 後、

ナ デ 胎土 長石、 赤色 ス コ リ ア 、 雲 栂 含 む 白 色針状物質少罷 焼成 や や 良 色調 淡褐色

B 区地業面 下蝕含庖 法量 口 径 ( l0. 2) cm 残存率 口緑部極一部 施釉範囲 全面 釉 薬 は 淡
緑色 貰入やや多 い 胎土 灰 白 色 気泡少 な い 焼成 や や 良

B 区 地 業而上包含層 法量 口 径 (9. 7 )  cm 残存率 口緑部極 一 部 施釉範囲 全面 釉 薬 は 暗
緑色 外面 に貰入やや 目 立つ 胎土 灰 色 焼成 や や 良

B 区地 業面上包含層 法量 口 径 0 6 . 3 ) cm 残存率 口縁部～1本部の 一 部 施釉範囲 全面 釉
薬 は淡水青色 貰 人や や 多 い 胎土 灰 白 色 焼成 良好

B 区地業面下包含層 法量 ( 14 . ? ) cm 残存率 口縁部の 一 部 施釉範囲 全面 釉 薬 は 淡灰 白
色 胎土 白 色 緻密 焼成 良好

B 区地業面上包含層 法量 全長9. 9cm 幅4. 1 cm 眼 さ 3. 0cm 残存率 両 端 部 欠損 備考 仕
上砥 硬質砂粒凝灰岩

法量 口 径 ( 1 2. 0)  cm 底 径 (7. 6) cm 器 高3. 6cm 残存率 全 体 の 1 3 せ い け い ロ ク ロ 成形
高台部貼 り 付 け 胎土 長石、 雲母少輩 白 色針 状物 質極少屈 焼成 や や 良 色調 ll音橙褐色

池状逍構 覆 土 中 法量 口 径 ( 12 . 3) cm 底 径5. 6cm 器 高3. 8cm 残存率 全休の 1 2 せ い け い
ロ ク ロ 成 形 胎土 長石、 雲 母 焼成 や や 良 色調 灰 褐 色

国廊 A 区古代包含層 法 量 口縁部径1 9. 2cm )胴 部最大径19. 5cm 残存率 口縁部～体部下半の
約 11 2 せ い け い 外而 ： イ本部縦 方 向 に ハ ケ 後、 上位 に は横 方 向 ハ ケ ロ縁部横 ナ デ 内 面 ： 縦
方 向 ヘ ラ ナ デ後、 指頭調整 口縁部柚 ナ テ 胎土 粗砂粒多 長石、 雲栂、 白 色針 状物 質 少批
焼成 やや不良 色調 灰 茶褐 色 （ イ本部内外面全体 に 薄 い ス ス 付着 一部赤変）

国廊 A 区古代包含層 法量 底部径7. 9cm 残存率 底部のみ完存、 体部一部 せ い け い 外而 ：
体部縦 方 向 に ハ ケ 底 部木葉痕内 面 ： ヘ ラ ナ デ 胎土 粗い砂粒多 く 含む 長 石 、 雲 母 含 む 白
色針状物質極少罷 焼成 や や 不 良 色調 灰 茶褐 色 （ 内 而全体に ス ス 付着） 備考 8 と お そ
ら く 同 一個体

1 7号溝状遺構 覆 土 中 厚 さ 2. 5cm 凹 面 布 目 凸 而 ナ デ 胎土 灰 白 色 焼成 良好

池状追構覆 土 中 原 さ 1 . 4cm 凹 面 布 目 凸 面 ナ デ 胎土 灰 色 焼成 やや軟質

A 区古代末包含層 厚 さ 1 . 2cm 凹 面 布 目 凸 面 ナ デ 胎土 灰 色 焼成 良 好 凸 面 の 一

部 に 釉

B 区 中世包含層 厚 さ 1 . 3cm 凹 面 布 面 凸 面 ナ デ 胎土 灰 褐 色 焼成 や や 良好

池状逍構覆 土 中 厚 さ 1. 9cm 凹 面 布 目 凸 面 縄 目 胎土 灰 褐 色 焼成 や や 良好

-36 -



写 真 図 版

-37 -



図版1

◄
1

調
査
前
状
況

堆
積
土
層
（
水
田
址
・

池
状
遺
構）

◄
3

A
区
・
B

-39-



図版2

►
1

5
号
溝
状
遺
構

►
3
 

",
｝

〗～

炭
焼
窯
煙
道
部

◄
2
 
炭
焼
窯

-40 -



図版3

．
ヽ＞＇

- 4 1 -



図版4

►ー

►
2
 
1
号
掘
立
柱
建
物
址

ーこ

- 42 -



図版5

•
一

と·’

． ．
 

▲1 . A区 • B区

◄
2

 L --L 
. .. “ 

ャ�

絋 - -91 ぐデ与這一囁 1 6
-す -―← も'- ん • • た ← とヽ “..,． 令召 ．7 ; i 

- 43 -



図版6

6
 

►
2

21
 

-44-



図版7

池状遺構

1 2  

1 4  

1 5  

4
 

5
 

6
 

7
 

，
 

1 0  

1 7  

20 
1 9  

8号溝状遺構

1 6号溝状遺構
2
 3

 

2
 

21 6号土坑 3
 

-45-



図版8

1 号土器溜 り

2
 

2号土器溜 り

.
3 

3号土器溜 り

7
 

-46-



図版9

3
 

4
 

5 

そ の他の 出土遺物

2
 

-47-



報 告 書 抄 録

ふ り が な か ま く ら し ま い ぞ う ぶ ん か ざい き ん き ゅ う ち ょ う さ ほ う こ く し ょ

書 名 鎌倉市埋蔵文化財緊急調壺報告書

副 書 名 平成 7 年 度発掘調資報告

巻 次

シ リ ー ズ 名 鎌倉市埋蔵文化財 緊急調在報告書

シ リ ー ズ 番 号 13  

編 著 者 名 松 山 敬一朗

編 集 機 関 鎌倉市教育 委 員 会

所 在 地 〒 248神奈川 県鎌倉市御成IIIJ18番10号

発 行 年 月 H 西暦1 997年 3 月

ふ り が な ふ り が な コ ド 北綽 東経 調査面積
調査期 間 調 査 原 因

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村 遺跡番号
0 , ,, 0 ' "  m' 

て ん じ ん や ま じ ょ う
い せ き 神奈川 県鎌倉市 204 384 35度 1 39度 1 9950213  120 自 己用 住宅併
天神 山城遺跡 山崎字宮廻760番外 2 1 分 26分 I 用 共 同住宅

5 1 秒 38秒 19950831 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 追 構 主 な 逍 物 特 記 事 項

天神 山城遺跡 集落址 古墳時代前期 竪穴住居址 25軒 土師器 ・ 須恵器 平安時代の寺院址 と
古墳時代後期 掘建柱建物 3 棟 灰釉緑釉 思 わ れ る 施設
平安時代 井戸址 2 基 中 国 産陶磁器 1 3 世紀前半の池状逍
鎌倉時代 池状追構 国 産 陶磁器 構
戦 国 時代 溝状追構 18条 木製品 ・ 石製 品
近世 土坑 約 100

-48-



わ か み や お お じ し ゅ う へ ん い せ き ぐ ん

若宮大路周 辺遺跡群 (No.242)

御 成 町788番 3 外地点

-49-



例 ロ

1 . 本報は鎌倉市御成 町788番 3 外地点に所在する
遺跡の発掘調査報告である。

2 . 発掘調査は店舗併用住宅の建設に伴い、 国庫補
助事業と原 因者負担事業とが並行して行なわれ

たが、 本報には国庫補助事業分の調査成果を納
めた。

3 . 国庫補助事業分の調介は、 1995年 3 月 9 H ~ 4 

月 15日 までの間、 調壺面積約68m'を対象として

鎌倉市教育委員 会が実施した。
4 . 現地での調査体制は以下の通り。

主任調査員 菊 川 英政 （鎌倉考古学研究所）
調 壺 員 石 丸運 人

調壺補助 員 秋山哲雄 ・ 田畑衣理 ・ 丹 行正 ・

山本直孝
協 力 機 関 名 （初鎌倉市 シ ルバ 一 人材セ ン タ ー

（株）清興建設
空中 写真 （株） シ ン 技術 コ ン サ ル

5 . 本報作成は以下の分担で行な っ た。
遺構版作成 菊 川
遺物 実 測 及 川 加代子 ・ 太田 美知子 ・ 兼行侠

枝 ・ 坂倉美恵子 ・ 丹 行正 ・ 山 上

玉恵 ・ 渡部律子
遺物版作成 兼行
遺物 写真 兼行

写真版作成 兼行

原稿 執箪 兼行 （第三章の遺物項すべて）

菊 川 （第一～ 四 章）

編 集 菊 川
6 . 出土品等発掘調壺資料は、 鎌倉市教育委員 会が

保管している。
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第一 章 遺跡の位置 と 歴史的環境

若宮大路周辺逍跡群 (No.242) は鎌倉旧 市街地のほぽ中央に位置し、 鶴 岡 八幡宮から由 比ケ浜に至る
現在の若宮大路を中軸としてその東西両側に広がっている。 神 奈 川 県遺跡台帳には鶴 岡 八幡宮社頭にあ
る北条時房 ・ 顕時邸跡 (No.278) 、 北条小 町邸跡 (No.282) 、 宇津宮辻子襟府跡 (No.239) を除いて北辺と

し、 宝戒寺裏から滑川 沿いに南下し夷堂橋を渡って大町 四 つ 角 （米IIIJ辻） に至る線を東辺、 寿福寺門前
から今小路沿いに南下して六地蔵交差点 （塔 ノ 辻） に至る線を西辺とし、 東辺と西辺を結ぶ 国 道134号
線 （大町大路） を南辺とした遺跡範囲が設定されている。 （図 l 参照）

本遺跡が立地する鎌倉中央部の地勢を見ると、 遺跡東辺を流れる滑） I Iの右岸には段丘が発達し、 若宮

大路の東側一帯から J R 鎌倉駅周 辺に標高 7 ~ 9m前後の微高地を形成している。 若宮大路の西側では、
北西及び西方の谷奥からそれぞれ流れ出る扇ケ谷川と左助 川の流域で標高 7 ~ 8 mを測るが、 中世初期

には標高4.5~6. 5mの低地 （註 1 ) であったことが確認され、 扇ケ谷川の1B流路もより南方へ延びて、

J R 線と若宮大路が交差する辺りで滑川 に合流していたと考えられている。 現在の標高は J R 線 ガ ー ド

下で約3. 50mと最も低い数値である。 また、 遺跡の南辺を限る国 道134号線以南には砂丘が広がり、 砂

丘頂部は若宮大路一の鳥居辺りで標高10m前後を測って西方へ続いている。 この砂丘の北限は遺跡範囲

の南西部におよ び、 御成小学校内の調壺 （註 2 ) でも確認されている。
さて、 本調査地点は若宮大路周辺遺跡群の西辺 （今小路） に接し、 地勢上では砂丘北限から低地へと

移行する辺りの 旧 扇ケ谷川 右岸にあたる。 この付近にはかつて 「諏訪池」 と呼ばれる小さな池があり、

傍らに 「諏訪神社」 が祀られていたという。 鎌倉市役所が現在地へ移転したのは昭和45年、 それに先立

ち諏訪神 社は市役所北側の山裾へ遷座し、 池も埋め立てられて市役所駐車場となった。 御成隧道が完成

したのは昭和37年とやや古いが、 丁度この頃を境に調査地点周辺は大きく変貌したものと思われる。

池の名称にも冠された 「諏訪」 は、 諏訪氏の屋敷があったとの伝承に由 来する。 江戸時代の地誌 『新

編鎌倉志』 （貞享二年 ／1685年刊 ） には 「諏訪屋敷ハ千葉屋敷 ノ 東南 ノ 畠 ヲ 云 フ 」 とあり、 「千葉屋敷ハ
天狗堂 ノ 東 ノ 畠 ヲ 云 フ 」 とある。 これだけでは二つの屋敷がどこにあったかよく判らないが、 天保三年

(1832年） に描かれた 「扇ケ谷村絵図」（註 3 ) に 「千業地」 「天狗堂崎」 の名が見える。 「天狗堂崎」 は
現在の御成小学校背後に延びた細い尾根の先端部、 「千葉地」 は調壺地点の北西部、 山 裾に近い一帯を

指していたらしい。 これはあくまでも近世における伝承地であり、 中世史料や発掘調裔によって裏付け

られた訳ではない。 むしろ 「吾妻鏡』 には千葉氏が成胤、 胤綱と代 々 甘縄に居宅を構えており、 諏訪盛

重は八幡宮社頭に推定される北条泰時の小町亭南角に宅のあったことを記している。 また、 諏訪六郎左

衛 門 入道は扇ケ谷 （「金沢文庫古文書」 ） 、 諏訪刑部左衛 門 入 道は 山 ノ 内 （「毛利家文書」 ） に起居してい
たことも判っている （註 4 ) が、 調査地点に直接 関わる記事は見出すことができない。

それでは発掘調査から何が判ったのか、 周 辺部の遺跡を概観しておきたい。 （図 2 参照）

千菓地遺跡 （地点 2 ) ; 1980年調査、 現在は ス ー パ ー 紀 ノ 國屋。 13世紀中頃～14世紀後半にかかる 5 枚

の生活面が確認され、 道路遺構、 基壇状遺構、 方形竪穴建築址、 掘立柱建物、 溝、 井戸、 などが検出さ

れた。 特に、 両側に溝を伴う道路遺構は幅約 5mと広く東西に延び、 その北側では道路に直交する溝に
よって区画が形成されていた。 出土遺物の様相から武家屋敷あるいは寺 院の一 画と考えられている。

千葉地東遺跡 （地点 3 ) ; 1984年調査、 現在は神奈 川 県 企業庁水道 局。 13世紀 初 頭～15世紀中頃にかか

る 9枚の生活面が確認され、 道路遺構、 基壇状遺構、 方形竪穴建築址、 掘立柱建物、 礎石建物、 溝、 井
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戸、 埋没河川が検出された他、 8 世紀前半の竪穴住居址も見つか っ ている。 埋没河川は幅 4 m前後を測
り 、 調査区中央を北東から南西に横切る。 時期によ っ て流路は多少変化するが、 古代～室町時代前半ま

では継続していたらしい。 道路遺構は現在の今小路と並行するように調査区西端で検出された。 道路幅

は2.7~4. 4m前後である。

諏訪東遺跡 （地点 4) ; 1981年調査、 現在は富士銀行。 13世紀後半～15世紀前半。 基壇状遺構、 方形竪

穴建築址、 溝、 井戸、 土堀が検出され、 溝による方形の区画は東西lOm x 南北9. 5m 、 約100面程の規模

を持つ 。 調資区西端で河川 護岸と思われる石組みも確認された。
今小路西遺跡 （地点 5) ; 1984~ 1992年調査、 御成小学校。 8 世紀前半～10世紀代の鎌倉郡栃の 発 見と
13世紀前葉～15世紀後半の遺構群は全国 的に注 目 をあびた。 特に、 中世 3 · 4 面とした時期には御成 山

東麓に二つの大き な 武家屋敷が並び、 屋 敷地周 囲は道路に接して溝や板塀で区 画された庶民居住区が広
が っ ていた。 屋敷の主 人は北条得宗家あるいはその周 辺で実権を握る者と推定されるが、 年代観と併せ

て異論もある。 （註 5)

註 1 ; 中世碁盤層の標高から算出。 因に、 図 2 地点 2 は約4. 7m 、 地点 5は5.8~6 . 5mである。

註 2 ; 『今小路西遺跡 （御成小学校内） 第 5 次発掘調査概報」 鎌倉市教育委 員 会 1993年

註 3 ; 『鎌倉の古絵図 I1 』 鎌倉国宝館図録第十六集 鎌倉国宝館 1993年

註 4 ; 「第 十二章、 鎌倉市街の人 的構成」 『鎌倉市史・総説絹』 吉 川 弘文館 1972年
註 5 ; 馬淵和雄 「今小路西遺跡（御成小学校内） の再検討」 『鎌倉』 第77号 鎌倉文化研究会 1995年

·••心·
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図 1 遺跡範囲 と 調査地点 ( 1 /5000) 
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地点 4 ； 諏 訪 東 遺 跡
地点 5 ; 今 小 路 西 遺 跡 （ 御 成 小 学校 内 ）
地点 6 ; 今 小 路 西 遺 跡 （ 社 会 福 祉 セ ン タ ー 用 地）
地点 7 ； 蔵屋敷東遺跡
地 点 8 ； 若 宮大路周辺遺跡群 （ 駐輪場用地）

図 2 調査地点周 辺の遺跡 ( 1 /2500) 
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第二章 調在の概要

1 . 調査の経過

1994年 9月 、 自 己用 店舗併用住宅建設に伴う事前相談を受けて、鎌倉市教育委員 会による試掘調査が
実施された。その結果、発掘調査の必要性が確認されたが、 当 該地が車道に近接した地点であるため、
安全面を考慮して杭打箇所を先行調査し、杭工事終了後に残余の区域を継続調査するこ と に した。

先行調資は1995年 1 月 9 日 から 3 日 間の 日 程で実施され、建築基礎杭の集中する 1 箇所の他に 2 箇所

が選ばれた。西南角隅の調査城では近現代井戸 と 大形遺構の一部、東側調査城では道路遺構、北側調査
堀では近現代井戸 と 杭列等を検出できたが、狭い面積であるため平面的な調査より、地 山までの層序、
生活面の対比に主眼が置かれた。

本格的な発掘調査は1995年 3 月 9 日 から開始された。排土置場を確保する必要上、調査区を二分して

I 区の調査は 4 月 15 日 に終了し、引き続き III 、 II 区（図 4 ) と し、南側の I 区から調査を行なった。

区の調査に移行した。すべての作業が終了したのは 5 月 2 日 である。 日 曜、祭 日 を除いたこの間の実働

日 数は45 H を数えるが、次 々 と 検出される遺構の計測に追われて調査にゆ と りなく、雨 天でも休むこ と

はできなかった。
2 . 調査方法

I 区および II 区では、先行調査の結果に従って地表下65cmまでの近現代整地層を重機で除去した後、

手掘りで調査を進めた。その際、遺構の切り合い関 係 と 堆積土層の状態を把握するため、調査区の西側
と 南側に土層観察用のベ ル ト を設定した。なお、 自 然地形が傾斜し深くなるこ と が予 想された東側は、

隣地境界壁を保護するため余裕を持たせ ざるを得ず、実質的な調査範囲は周縁に打 ち込まれた建築基礎
杭の内側に限られた。ただし、調査区東側では道路遺構の全容を確認する必要があり、二面調査段階に

は調査区東壁際まで掘り下 げるこ と にした。 I 区の調資対象面積は約68m'、 II 区の調査対象面積は約38

m'を測る。

3 . 測景軸の設定

調壺に使用した測量軸は、調査区形状

に沿うように今小路側の一辺を基準にし
た。方眼は 2 m 単位に設定し、南北軸に

は南から A ~ H までのア ル フ ァ ベッ ト 、

東西軸には西から 1 ~ 7までの算用数字
を付した。方眼 目 の南西角にあたる測量

杭 A 1 と 鎌倉市が設置した 4 級基準点 と
の位置 関係は図 3 に示した通りである。

4 級基準点 R -076の国土座標値は ( x

-75843 . 788 

の 国 土 座 標 値は ( X -75855 . 881 

25577. 753)、南北の測量軸は磁北から約

Y - 25599. 120)、

Y -

23.5度東に傾いている。

R -077 

Wig. ` 2 3 4 5 6 7 H

G

F

E

D

 

R
o
7
7
.

 

図 3 グ リ ッ ド設定図
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図 4 調査区設定図 ( 1 /1 00) 
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《土層説明》
〇 ； 破砕泥岩層 。 大 形 の 泥岩 塊 を 主体 と す る 現代

整地屑 。

1 ; 灰色粘士層 。 下 部 に 宝 永 火 山 灰 を 少 屈 混 入 し
軟質 。 上 下 に 分 肘 で き る が 明 瞭で な い 。 近世
以 降 の 水 田 お よ び 床 土 か 。

2 ; 灰 色粘土府 。 砂粒 ・ 貝 殻 粒 を 微屈含み締 ま り
あ り 。 分 府 可 能 な 部 分 も あ る が 大 き な 差 は な
い 。 （ 一 面／石組溝）

3 ; 暗茶褐色砂質士屈 。 泥岩小塊 ・ 貝 殻粒 ・ 炭化
物粒 ・ か わ ら け 片 を 多駄 に 含 み締 ま り な し 。

調査区北側で厚 く 堆和 し 、 数 囮 に 分 層 可 能 。

（ 二 面 ／道路辿構、 木組溝 、 木組辿構 な ど ）
4 ; 暗褐色粘土岡 。 漸 移 的 に 変化 し 締 ま り 強 い 。

上 面が硬化 し 薄 い 炭 屑 の確認で き た 部分 も あ
る 。 府 中 に 礎板 と 思わ れ る 板材 を 混 入 す る 。

（ 三 面 ／ 方 形 竪 穴 、 木組溝、 柱穴 な ど ）
5 ; 青灰色砂眉 。 粒 子 の 粗 密 で 細 分 可 能 な 中 世基

盤層 。 （ 四 面／柱穴状土堀 、 埋没河川）
1 区 西 壁 の 南 端 部 分 は崩 落 し 、 計測不能。

h
 

゜ 2m 

図 5 土層堆積図 ( 1 /60) 
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第三章 検 出 遺構 と 出 士遺物

本地点で検出された遺構は、 層位と切り合い関係からみておよそ 4 時期に区分できるが、掘り過 ぎ、

掘り足りないといった事態は常にあり、 同一 面で検出した逍構がすべて同一時期であるとは限らない。
一面～ 四面までの内、 単独の遺構しかない一面を除き全体図を作成し各遺構の説明を行なうが、 まず、

生活面に対応する土層の説明と出土遺物の概略について述べておきたい。
1 . 層序 と 生活面

本地点の地表下には、大形の破砕泥岩による整地層 ( 0 層） が l m前後の厚さで堆積している。 この
層は細分できず、 付近一帯が一時期に埋め立てられたことを示している。 おそらく、 明治から昭和にか

けての大規模な地行と思われるが、 その時期を特定することはできなかった。

l 、 2 層は水田床土と思われる灰色粘土層。 1 層下部には宝永 四 年 (1707年） に降下した富士火山灰

が混入しており、 分層の 目 安とした。 天保三年 (1832年） 「扇ケ谷村絵図」 では、 調査地点周辺に 「 田

畑」 と記してあり、中世以後の長期間を水田として利用していたことが判る。 2 層は 1 層に比べて締ま

りが強く、 上面で小規模な石組溝が検出された。 出土逍物からみて中世最後の生活面であり、 一面とし
て調査した。

3 層は泥岩 片、 貝殻粒、 かわらけ片等を多量に含む砂質土層。 締まり弱く、 単なる遺物包含層と考え

ていたが、 道路遺構や木組遺構などが検出されたことから二面として調査した。 層厚10~20 cmと薄いた
め、 精壺段階で大部分を掘り過 ぎている。

4 層は暗褐色粘土層。 締まり強く中世基盤層と 間違え易い。 古代遺物に混じってかわらけIIl1が出土し

ており、 中世初期～前期にかけて堆積した士層と思われる。 東側旧河川に向かって厚く堆積するが、 同

層中の変化は漸移 的であり分層不可能。 上面で方形竪穴や柱穴等を検出し、 三面として調壺した。

5層は青灰色砂層。 悔岸砂丘の北端部にあたる。 上面はほほ平坦となるが、 東側は旧 河川に向かって
大きく落 ち込んでいる。 大形で深い柱穴状の土城を検出し、 四面として調査した。 古代末～中世初頭の

生活面と思われる。 なお、 砂層中の粗い砂礫部分（標高4 .40m ) からは、 縄文中期末～後期初頭の土器

片錘が出土している。

2 . 出 土遺物の概要
遺物総贔は整理箱（内法 ； 33 .5 x 53. 5 x 14. 5cm) にして45箱分が出土した。 その内訳は以下の通り。

土器 ； かわらけIIl1が最 も 多く、 他に士鍋 ・ 手焙りの破 片が数点出土した。

陶器 ； 常滑甕の破 片が大部分を 占める。 瀬戸では卸しIIl1の小 片、捏ね鉢は 山茶碗窯の製 品が多い。

磁器 ； 青磁では碗 • IIl1、 白 磁ではIIl1、 青 白 磁では合子 ・ 壺が出土したが、 全体量はわずかである。

金属 製 品 ； 銹化せず原形を保つ。 銅銭 ・ 角 釘の他に、 刀子 ・ 鉄皿 ・ 飾り金具様の製品がある。
骨 製 品 ； 賽子 ・ 絆が出土した。
石 製 品 ； 砥石 ・ 硯の破 片が出土した。
木製 品 ； 箸 ・ 杓子 ・ 曲げ物桶 ・ 下駄 ・ 板草履 ・ 独楽 ・ 人形 ・ 漆椀 ． 漆lil1の他に、 礎板 ・ 杭 ・ 板等の建

築材が出土し、 多彩な内容を持つ。
貝 ・ 骨 ； 食物残滓としてハ マグリ ・ ア ワ ビ ・ サ ザエ ・ ト コ ブ シ ・ ア カ ニ シの他に、 クル ミ （モモ ？ ）

の種子が出土した。 鳥獣骨は未鑑定。

その他 ； 縄文土器（土器 片錘） • 土師器（杯、甕） ・ 須恵器（壺、 甕） ・ 瓦が出土した。
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一面の遺構 と 遺物

石組溝 （図 6 ) ; II 区 東壁 際 で 検 出 さ

れた南北方 向 の溝 で あ る 。 上面幅約45cm、

3 .  

底面幅約25cm、 深 さ 約25cm を 測 り 、 断面

は逆台形 を 呈 し て い る 。 溝の西側 は破砕

し た 大形の泥岩や凝灰岩 を 置 い て 護岸 し 、

溝壁の 一 部 と し て も 利用 し て い る 。 一方、

溝 の東側 は板材 を あ て て 護岸 し た よ う で、

内壁沿い に 約60cm 間 隔 で打 た れた杭痕が

3 箇所確認 さ れ た 。 本址 に 伴 う 杭 は こ の

3 本だ け で、 西 側 一帯 に打た れ た 杭 は す

べて後世の丸杭 で あ る 。

溝 内 部 に は灰色粘土層が堆積す る 。 小

礫、 砂粒 を わず か に 混入 し 、 上 下 に 分層

で き る が大差 は な い。 な お 、 覆土上層 か

ら は 一括投棄 さ れた状態でか わ ら け皿 9

点が出 土 し 、 溝の南端近 く か ら は骨製の

賽子や手焙 り 片が見つか っ て い る 。

石組溝 出土遺物 （ 図 7 )

1 ~ 4 は溝の平面精査中 に 出 土 し た か

8

」

試
掘
堀

卜G3 

゜
わ ら け小皿。 一面上 に堆積す る 灰色粘土

層 （近世） 下部の遺物で あ る 。 器壁薄 く 、

胎土は緻密で肌色 を 呈 し 、 白 色針状物質 を 含 ま な い。 い ずれ も 糸切 り 底。

臼F3

1 m 

図 6

心9•`  
力‘砂 け皿 集中部分 ＼ 

十 H4 

骸子 ＼

かわ ら け皿
\ ？- 5.5m 

亨泥岩
（石組溝断面図）

〇 ― ⑤る

石組溝 ( 1 /40) 

1 は 略完形、

H5 
→ 

G5 → 

'，F5」

3 を 除 い て 口縁

部 に 煤が付着 し て い る 。

5 ~ 13 は溝 内 に 一括投菓 さ れた状態 で 出 土 し た か わ ら け小皿。 すべて 同 一型式であ る 。 器壁厚 く 外反

し 、 内底部 に は ナ デが な い。 胎土は砂粒が多 く 、 総 じ て粗い。 すべて糸切 り 底 であ る 。

ほ ほ完形であ り 、 他 は2/3以上残存。 7 ば灯明皿 と し て使用 さ れて い る 。

5 ~ 7 、 1 2、 は

14 は備前摺 り 鉢。 溝 内 か ら 出 土 し た。

1 5 は 瓦 質手焙 り 。 口縁部内面か ら 体部外面上位 に ヘ ラ ミ ガキ調整 を 施す。 胎土は灰 白 色 を 呈 し砂粒、

石粒 を 多量に含む。 溝の南端近 く で出 土。
16 は 賽子。 獣骨 を 加工 し た も の。 1 . 2 x 1 . 3 x 1 .  4cmの 直方体。 瓦質手焙 り と と も に 、 溝 の南端近 く で

出 土 し た 。

一面上包含層 出土遺物 （ 図 8 )
一面精資 中 に 出 土 し た遺物 で あ る 。 確 実 に 一面 に伴 う も の は 、 20、 24~26だ け と 思 わ れ る 。

1 7 ~2 1 は か わ ら け皿。 すべて底面は 回転糸切 り 。 20 は 略完形。 橙色 の胎土 を 持 ち 、 器壁厚 く 外反 し、

内底部 に は ナ デが な い 。 一面石組溝出 土の か わ ら けJlIL と 同 型式。
22 は常滑甕。 23 は常滑捏ね鉢であ る 。 い ず れ も 小片。
24~26 は備前摺 り 鉢。 26 は 内面 に七条 1 単位の櫛 目 を 施す。
27~32 は 山 茶碗窯系。 27~31 は捏ね鉢。 27 は比較的精製 さ れ た 胎土 を 持 ち 、 体部外面下位 に ヘ ラ ケ ズ
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リ調整を施す。 高台欠落後も 使用さ れており、 よく 使い込まれて内面は磨耗。 32は碗。

33、 3 4は湘戸。 33は灰釉の1IIlである。 胎 土は灰褐色を呈し、 微砂粒を含む。 釉調は、 オ リー ブ色に盛

と 白 濁した緑が重なり合 う 。 3 4は卸し1IIl。 胎土は黄灰色を呈し精良。 釉薬は刷毛塗り。 外底面は回転糸

切りである。

35は瓦質手焙り。 胎土は暗 橙色を呈し、 砂粒を含む。 口縁部下の穿孔が残存。

3 6は土師質手焙りの脚。 側面はヘラナ デ整形、 中心をはずれた 位置に直径約 3 mmの穿孔が残る。

3 7、 3 8は舶 載磁器。 37は竜泉 窯青磁碗の高台部。 3 8は白 磁 口几1IIlで、 口唇部にスス付着。

39、 40は銭。 3 9は嘉祐通宝。 40は熙寧元宝。

41、 42は砥石。 41は京都府鳴 滝産の仕上げ砥。 橙白色を呈し、 砥面は2 面。 42は群馬県上野産の中砥。

緑 灰色の凝 灰岩で、 砥面は 1 面。

4 . 二面の遺構と 遺物

二面は締まりの弱い生活面であり、 精査中にかなり掘り過 ぎたため、 下 層の遺構が混在している可能

性が強い。 道路逍構、 木組溝、 木組遺構 lは確実に 二面の逍構と考えられるが、 前 二者は既に三面の時

に構築さ れていた ことが、 土層観察結果から確認さ れた。

道路遺構（図 10)

調査区の東半部で検出さ れた。 主軸方 位は南北を示すが、 道路縁辺の形状を観察すると必ずしも直線

的ではなく、 旧河川の流路沿いに敷設さ れた道路と椎定さ れる。 確認できた道路幅 は最大で約3.2 0m、

上面の標高は5 .2 0~5. lOmを測り平坦であるが、 東側に向かってわずかに傾斜している。

道路は破砕した泥岩と砂を交 互に版築して作られている。 部分的な補修を繰り返してかなりの厚みを

持 ち、 I 区南墜近くで 3 枚、 同中 央部では 4 枚の泥岩版築層を確認し、 間 層を含めた全体の厚みは東側

部分で3 0~40cmを測る。

＝ 面に伴 う 道路は検出していないが、 I 区南壁土層図で見る限り、 約 l m程東寄りに敷設さ れていた

よ う である。 この最下の道路直下からは馬の右下顎骨が潰れて出土した。 本来は三面の遺構に属すが、

道路に関わるものと考えて扱 う ことにした。 （図 9)

道路遺構出 土遺物 （図 11)

道路最上面 ( 43~47) 、 版築中 ( 4 8~54) 、 道路最下面 ( 55)

の遺物を区別して取り上げた。 いずれも小片である。

43はかわらけ小illl。 胎土は淡 灰 橙色を呈し、 赤色小粒を混入。

44は常滑甕。

45は磨り常滑。 甕の体部転用 品である。

4 6は山茶碗窯系捏ね鉢。

47は銭。 聖宋元宝。

4 8、 49はかわらけilll。 49ば灯明Jil1.として 使用さ れている。

50、 51は山茶碗窯系捏ね鉢。 50は口縁部内面に 自 然釉。

52は瓦質手焙り。

53は舶 載磁器。 青白 磁の壺か香炉と思われる。

54は鉄製品。 角 釘である。

55は山茶碗窯系捏 ね鉢。 内面は靡耗し火を受けた痕跡がある。

高台欠落後も 使用さ れている。

• - 5.0m 

\ 6  

＋ B6 
b

→
 

0 20cm 
| I | 

図 9 馬下顎骨 ( 1 /10) 
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図 1 1 道路遺構出土遺物

゜ 1 0cm 

木組溝 （図12)

I 区 と II 区の境界で検出された。運悪く排水溝を掘 っ た位置が本址にあたり、馬力 ある作業員によ っ

て多くの杭が抜かれてしま っ た。 旧状を留めるのは溝の東端部分だけである。
溝は上幅約80cm、底部は杭を打 ち 込み側板で士留めをしているため、幅約30cmの狭い溝 と なる。 また、

三面か ら二面までの間 に少なく と も 2 回の浚渫を行なうが、主軸に変化なく東西方向を向いている。

溝内に残る杭は多種多様で統一性は見 ら れない。組み合う杭の並びも現状か らは不明であるが、約50

~60cm間 隔で打たれた部分も確認できた。 杭の中にはかな り 太い角 材を使用したものや ホ ゾを持つもの、

先端部に火を受け焦げているものが ある。
溝の覆土は砂質士を主体とするが、掘り方まで同時に発掘したため、溝の形状や構造だけでなく逍物

も新 旧混在しており、杭や横板の計測値も不十分である。 残念ながら、溝があ っ たという事実しか判 ら

ず、 調査に携わる者全員の注意 と 反省を促したい。

木組溝出土遺物 （図13、 14)

三面か ら 二 面までの溝覆土 と 掘 り 方の遺物が混在している。 図示した以外に獣 （鳥、魚） 骨 ・ 貝 殻が

出士した。
56~62は糸きり底のかわ ら けIDl。58の口唇部の穿孔は調査時に受けたものかもしれない。62は完形、

胎土は橙色を呈し、赤色小粒が混入している。

63~66は常滑捏ね鉢。63は長石、石英粒を含み褐色を呈する胎土を持つ。内面には 自 然釉。 注 口が完

全に残る。 65は底部である。 胎土は明褐色を呈し、長石、石英粒を多量に含む。 内底面を成形した際の

指頭痕がく っ きり と 残る。中央部は磨耗が著しい。
67~68は山茶碗窯系捏ね鉢。 68は胎土に小石粒を多量に含み、体部外面下位はヘ ラケズリ調整。 内底

面はよく使い込まれて磨滅しており、 内外面 と もに火を受けた痕跡がある。
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＜ 木材計測表＞

a 
← 5.4m 

b
 

゜ 1 m  

＜二屈細瞬＞

l a ； 灰褐色砂質士。
l b ； 灰褐色砂質士。
2a ; 茶褐色土。

2b ; 茶掲色土。
3 ； 灰褐色士。
4 ； 灰褐色砂質士。

番号 種別 彫さ X 幅 x 長さ 、 cm 上端泊i 備考
杭 I Ox 3 ox I 13 01 4 65m 16  杭 2 OX 3 5 X  I 55 01 4 11 IT 焦げ

2 杭 4 5X 4 5 X  I 15 01 5 00 1 7  杭 3 O X  6 5 X  I 49 01 4 60 
3 杭 3 ox 3 o x  I 9 01 4 6 2  1 8  板材 I O X  9 OX I 56 OI 4 64 
4 杭 3 5X 3 5 X  I 49 01 4 84 ホゾ 19 杭 5 O x  6 Ox I 40 01 4 54 
5 杭 3 5X 3 5X I 42 01 4 90 20  杭 5 O x  6 5 X  I 53 01 4 70 焦げ
6 杭 2 5X 3 5 X  I 14 51 4 7 2  2 1  杭 5 O x  6 o x  I 40 01 4 5 1  
7 杭 8 5 X i0 5 X  I 67 0) 5 20  2 2  板材 1 5 X 2 6  OX (106 0) 4 58 
8 杭 5 o x  8 o x  I 56 01 4 2 7  焦げ 2 3  板材 1 o x  4 ox I 63 01 4 50 ， 杭 2 o x  4 o x  I 28 01 4 52 24 板材 1 o x 2 2  ox 1124 01 4 56 
1 0  杭 3 o x  3 ox I 29 01 4 55 2 5  杭 5 5 X  8 5 X  ( 34 0) 4 56 ホゾ

11 杭 3 o x  3 o x  I 29 OI 4 5 1  2 6  杭 6 OX 9 5 X  I 40 01 4 5 5  ホ ゾ

1 2  杭 4 o x  5 o x  I 21 01 4 5 3  焦げ 27 杭 4 o x  6 o x  I 30 01 4 62 
1 3  板材 0 3 X  6 5 X  ( 28 0) 4 62 2 8  杭 6 ox 1 ox I 29 01 4 62 
14 杭 3 ox 4 ox I 33 01 4 80 焦げ 29 杭 7 OX 9 5 X  I 43 01 4 81 
1 5  杭 8 O X ! !  O X  I 52 01 4 7 0  焦げ 3 0  杭 3 ox 6 ox I 13 01 4 62 

図12 木組溝 ( 1 /40) 

69は 伊勢型土鍋。 口縁部外面 は 火を受けて ス ス 付着。
70は 黒縁瓦器碗。胎土 は 灰 白色を呈し、口縁部外面が黒灰色。

71は 瓦質手焙り。 口縁部内外面 ヨ コ ナ デ、体部外面に は指頭痕が残る。貰通穿孔は 2 か所残る。
72~78は舶載 陶磁器。72~74は竜泉窯青磁鏑蓮 弁文碗である。72は 単弁。73、74は複弁で、74は焼成

が悪く失透している。75は竜泉窯青磁合子の身。形状八角 形の腰部 に は 陽刻の唐草文を配し、高台畳付

および受け部 は露胎。76は同安窯系の1IIl。77は 白 磁印花文碗。 口唇部 は露胎で、内面に 陽刻 花舟文を配

す。78は褐釉壺の底部。

79~85は釘。79は両頭の釘か。
86、87は銭。86は 咸平元宝。87は 治平元宝。

88~90は石製品。88は硯。黒色粘板岩製。裏側の硯面 は破損した後に再加工されたもの。表裏面とも

墨痕が残る。89は砥石。石材不明、中砥と思われる。片面に 火を受け黒く変色している。砥面は 1 面。
90は碁石か。頁岩の小礫。加工 はされていない。

91は骨製品。絆。獣骨 （四肢骨） を加工したもので、一端を尖らせ、他方に は切り込みを作る。完形
品である。

92~114は 木製品。92は漆椀。黒漆地 に 朱漆で亀 甲・菊 花の印判 文を捺す。93は 人形。イ本部 は 五 角 柱
状、顔 は面取成形。 目 鼻の表現 はない。柾 目 取り。94は曲物の底。直径38cm前後を測る。柾 目 取り。95
は 板杓子。表裏面とも に先端部が焦げている。板 目 取り。96は独楽。円盤状の本体部中心 に は、先端を
尖らせた心棒を差し込む。97はヘラ状 木製 品。98~100は不明。一端を尖らせた棒状の製 品。101~111
は 箸または箸状木製 品。112~114は 箸の未製品か。
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木組遺構1 （図15)

I 区南西部、方形竪穴 l の覆土上部で確認された。 精森段階において薄い板材の痕跡が T 字形に確認
されたため、土層観察堤を残 しながら周辺部を掘り下げた。 板材は厚さ0.5~0. 7cmと 2 cmの 2 種類があ
り、幅は残りの 良い部分で14cm、長さは118cm、90cm、50cmを測る。 建物の一部、間 仕切り状の遺構と

考えられる。 この種の遺構は市内でも検出例が増えつつあるが、構造的には不明な点が多く、柱を立て

た後に板材の両側を土で埋めていた例もある。 本址では板材の下端を床面と考えて精査 した結果、標高
5. 0~5. lmの高さでかわらけ皿と礎板に使用された可能性のある板材を検出できた。 追物の出上状態か

ら見て、間仕切り板材の北側に東西に並ぶ二つの室があ っ たものと推定される。 建物全体の規模等につ

いては後章に譲ることに したい。

なお、図 中の鉄皿 ( k) は本址を切る浅い溝状逍構から出土 したもので、溝は幅約10cm、深さ約 3 cm 
の断面 U 字形を呈 し、溝 内には砂が堆積 していた。 溝の性格については不明。

木組遺構1 出 土遺物 （図16)

115は内折型のかわらけ小皿。 口径4. 1 cm、底径3 .9cm、器高0 .6cmを測る。 糸きり底。 胎土に赤色粒が

混入 している。
116は竜泉窯青磁鏑蓮弁文碗。 単弁。 蓮 弁は細く、小ぶりである。 117は竜泉窯青磁の無文折縁鉢。 釉

薬が厚く、失透 している。
118は銭。 政和通宝。

119は砥石。 熊本県天草産の中砥で、砥面は一面。
120~126はかわらけ皿。 完形も しくは略完形の皿で、すべて糸切り底である。 120は図15 - b に対応

し、以下121は a 、122は c 、123は g 、124は h 、125は i 、126は j に対応する。 120、121、123、126は

胎土に 白 色針状物質を多蟄に含む。
127は鉄皿。 器壁が1. 0~1. 5mmと薄い半球形のJillである。 口唇の一 部を欠損するがほほ完形。 図15-

K に対応する。

木組遺構2 ( I図17)

II 区で検出された。 二面精査段階で西側の L 字形木組部分が確認され、その後道路遺構下で残りの板
材を検出 した。 板材の状態から見て 同 一遺構の可能性が高く、図17には両者を合成 して図示することに
した。 三面の遺構と思われるが、二面で一 部が確認できたことを考慮 してここで扱う。

L 字形の木組部分は、板材の東側を杭で固 定 し、北端に打たれた杭のす ぐ横には箸状木製品の集積箇
所が見られた。 また、東部の板材はその北側を泥岩で埋 めて固 定 している。 このことからすると、板材

が重な っ て検出された東側に幅約 l m、長さ2. 35 m 以上の細長い室を想定できるが、床面と なる三面 自

体が傾斜 している点に疑問が残る。 建物の一部と思われるが、規模、構造ともに不明である。

木組遺構2 出 土遺物 （図18、 1 9)

128~131はかわらけ皿。 いずれも糸きり底である。

132は常滑甕の底部。 外面下位は タ テ のヘ ラナ デ、内面は指頭押さえで整形。 内底に 自 然釉の痕跡が

残る。
133、134は常滑捏ね鉢。 133は比較 的 良く精製された胎土を持 ち、外面下位はヘケズリ調整。 高台は

欠落 している。 134は口縁部の小片。 胎土に長石、赤色小粒を含む。

135は 山茶碗窯系捏ね鉢。 胎土は大小の長石粒を多量に含む。 イ本部外面下位はヘ ラケズリ調整、高台

は貼り付けである。
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＜ 辿物 出 土状態＞ ＜ 木材計測表＞

番号 種 別 出土科 備 考
a かわ ら け （小） 5 OSm 表
b かわ ら け 1小） 5 09  表
c かわ ら け （小） 5 0 9  表
d 礫片 5 0 1  
e 礫 5 1 3  
f 礫 5 1 3  焦 げ
g かわ ら け はJ 5 0 1  裏
h かわ ら け I小） 5 0 1  斜位
i かわ ら け （小） 5 00 表
j かわ ら け （小） 5 0 1  斜位
k 鉄llll 5 O J  溝内

番号 種別 彫さ x 幅 X •長さ 、 cm 上端裔 価考
1 杭 2 ; x  5 ox 1 14 01 5 18m 1 6  板材 1 o x 1 0  o x  1 12  01 5 1 3m 縦板 3 1  板材 I o x  5 o x  1 2  0 5 02m 礎板
2 板材 1 o x  8 o x  I 5 01 5 09  縦板 1 7  板材 0 5X 8 0 X l l 8  0 5 14  翌板？ 32 板材 I O x  6. 0 x  16 0 5 08 斜位
3 杭 2 ox 3 o x  I ll  01 5 14 18 杭 I Sx 2 o x  1 10 OJ 5 09  3 3  板材 1 5 X  9 o x  I 7 DI 5 04 

4 杭 2 ox 5 Ox I 7 01 5 1 3  1 9  杭 I OX 4 5X 6 0 5 1 2  焦 げ 3 4  板材 2 o x  9 o x  1 8  0 5 05  斜位
5 杭 5 0 1  痕跡 20  板材 I 0 X J 3  O X  9 0 5 1 2  縦板 3 5  板材 3 o x  9 o x  16 0 5 09  斜位
6 杭 5 02  痕蹄 2 1  板材 2 ox 4 ox 50 0 5 1 2  墜板？ 36  板材 2 5 X  7 Ox I 3 51 5 05 縦板
7 杭 3 ox 4 ox 8 0 5 10 焦げ 2 2  板材 I OX 7 5 X  I 9 01 5 1 2  縦板 3 7  板材 3 o x 12 ox 1 5  o 5 08 礎板
8 杭 2 ox 5 ox I ll  01 5 1 0  2 3  杭 I OX I 5X I 5 01 i 0 7 38  板材 I 6 X  5, O x  20 0 I 14 礎板， 板材 0 2 X  5 OX I 6 0) 5 1 0  縦板 24 杭 I ox 3 O x  I 8 01 5 1 0  板材 2 o x  5 o x  20 0 5 1 4  礎板
1 0  杭 1 o x  3 ox I 6 51 5 0 7  2 5  板材 0 ] X 14 O X  90 0 5 1 2  壁板 ？ 3 9  杭 3 o x  4 o x  16 0 5 0 1  焦げ
1 1  板材 5 08 痕蹄 26  杭 2 OX 2 5X (2[ 0) 5 1 3  4 0  板材 2 o x  5 o x  14 0 5 04 礎板
1 2  杭 3 OX 4 5X 1 12  01 5 1 4  2 7  杭 I OX 2 o x  12 0 5 06 板材 2 ox 6 ox 21 0 4 98  礎板
1 3  板材 0 5X 7 OX (10 0) 5 1 0  縦板 28  板材 3 o x  7 ox 10  0 5 09  礎板 板材 4 5 X  8 O X  ( 13 0) 4 88 礎板
14 板材 0 5 X  7 OX ( 10 0) 5 1 0  縦板 2 9  板材 2 o x  9 o x  1 5  0 4 98 礎板 4 1  板材 2 o x  9 o x  18 0 4 9 1  礎板
1 5  杭 2 ox 5 ox 1 10 01 5 1 4  3 0  板材 1 o x 1 0  o x  1 8  o 5 0 4 礎板 4 2  板材 0 3 X  6 OX 2 1  0 4 9 3  

4 3  板材 0 3 X  5 O X  (7 0) 4 85  

図 1 5 木組遺構 1 ( 1  /20) 
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図 1 6 木組遺構 1 出土遺物
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1 m  

号一
A
B
C

番

〗螂箸で

番号I 種別 財さ x枇X :長さ 、 cm 上端店i 伽考
1 板材 0 S x  5 0 X ll4 51 4 94m 縦板 9 板材 0 3X 6 5 X  76 0 5 0 2 15 板材 l 5 X l 0  Ox 123 01 4 42  
2 杭 l 5X 3 OX 1 10 0) 4 1 5  10 板材 ! 0 X !9 O X  38 0 5 0 1 整板？ 1 6  板材 1 OX 6 5 X l l8  5 4 6 1  墜板 ？
3 杭 I 5 X  2 O X  23 0 4 92 1 1  杭 3 5X 3 5X 19 0 4 ! 1 17 板材 l 3 X  8 OX 9 5 4 36  礎板
4 杭 2 ox 3 o x  (56 01 5 07 12 板材 2 ox 2 sx 18  0 4 46  礎板 18 板材 2 s x  J o x  27 0 4 6 6  
5 杭 I 5 X  3 0 X (10 51 4 58  3 o x  12 .  o x  1; o 4 44 19 板材 l 5 X  l O X  (86 51 4 57 
6 杭 I 5 X  3 0 X (27 0) 5 1 2  2 5X!3  O X  1 7  5 4 40 20 板材 1 5 X  7 OX (76 5) 4 54 
7 杭 I 5 X  3 O X  125 01 5 09 13 板材 I OX 6 5X 43 5 4 1 5 21 板材 I o x  5 o x  125 01  4 44 
8 板材 2 0 X 16 5 X  55 0 5 04 墜板？ 14 板材 I OX 6 5X 122 51 4 5 7  2 2  杭 4 ox 5, ox 146 51 4 82 
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1 ； 灰掲色砂質土。 貝殻片を多く 含む。
2 ; 灰褐色土。 泥岩 ・ 小礫を含み、 締ま り な し。
3 ； 灰白色砂屈。
4 ; 灰褐色砂質土。 泥岩 ・ 小礫 ・ 貝殻片を含み、

締ま り な し。

5.0m → 

2
 

＜ 木＊オ言十注llJ衷＞

番号 種 別 屈さ x 幅 x長さ 、 cm 上端翡 備 考
1 板材 I 5 X  5 O x  84 0 5 08m 片而焦げ
2 板材 l 5 X l2 0 X 2 15  0 4 8 9  
3 板材 1 O X  6 5 X  48 0 4 78  
4 板材 0 5 X  9 OX 49 0 4 7 0  
5 板材 1 5 X  9 O X  (49 0) 4 1 9 
6 板材 1 o x  3 o x  78 0 4 8 2  
7 杭 I Ox 3 ox II 0 5 04 
8 杭 3 ox 3 ox 119 01 4 9 1  ， 抗 1 5 X  3 O X  I 6 OI 5 01 焦げ
I O  杭 4 ox 4 ox I 6 01 5 03 焦げ
II 杭 2 O x  2 5 X  I 6 01 5 00 
12 抗 4 ox 5 ox 113 01 5 1 2  
1 3  杭 3 5 X  6 OX (13 0) 5 1 5  
1 4  杭 3 5 X  5 O X  113 0) 5 1 6  
1 5  杭 4 ox 4 ox I 8 01 5 08 
1 6  杭 3 ox 4 ox I 8 01 5 08 
1 7  杭 3 s x  5 ox 124 01 4 8 6  
1 8  杭 3 ox 3 ox 115 01 4 78 
1 9  杭 2 s x  3 ox I 6 51 4 7 0  
2 0 杭 2 ox 3 ox 1 21 01 4 84 
2 1  杭 2 OX 3 5 X  ( 21 0) 4 75 
22 杭 I 5 X  4 O x  (28 0) 4 9 1  
2 3  角材 6 ox 8 ox 13 0 4 6 5  礎板？

図20 木組遺構 3 ( 1  /20) 

136~ 138は櫛。 いずれも小片。 137は黒漆が一部残存している。

139は椀。 黒漆途りの地に朱漆で花舟文を描いている。

140は ヘラ状の 木製 品。 表裏ともに黒漆が付着している。 用途不明。

141は不明木製 品。 上面を丸く削り整形するが、 側面と裏面は平坦である。

142、 14 3は曲物の底。 142は匝径約21. 5。 14 3は直径約7 .5cmを測る。 いずれも柾目取り。

144~ 14 6は板草履。 表裏面には簗状圧痕がよく残っている。

147、 14 8は下駄。 歯は削りだし、 かかと側の摩耗が著しい。

149~ 154は箸。 155は箸 の 未製品であ ろ う か。

156は不明木製 品。 箸に似るが、 全体を偏平に削って一端を尖らせている。

木組遺構3 （図20)

I 区 二面精査時に上段 （西側） の板材が確認され、 道路逍構下で下段 （東側） の 板材が確認された。

上段の 板材は道路遺構から約20cm隔てて平行しており、 道路側溝の 一部である可 能性が高い。 既に一

帯を掘り過 ぎていたため側溝プラ ン は不明となるが、 杭 の並びが板材 の延長線上に確認できた。 なお、

板材 の東側面下部は火を受け焦 げるが、 固定している杭は焦 げていない。 火 災後の廃材を転用したもの

と思われる。 下段 の板材は西側を杭で固定している。 三面が段差をもって落 ちており、 こ の 間約50cmを

側溝としていた可能性がある。 遺構の 位置と方向性、 構造の 点からは二面、 三面時 の 道路側溝と推 定さ

れるが、 土層図に溝らしき線がない こ とに疑問も残る。 出士遺物はない。
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5 . 三面の遺構と 遺物
三面は中世基盤に似た暗褐色粘土層を生活面としている。 この上面西側はほぽ平坦となっているが、

二面道路遺構下は東側旧河川にむけてわずかに傾斜 した地形を呈する。 なお、 I 区方形竪穴 2 の東側と
II 区土城 l の南側で焼土面の広がりが確認され、 三面生活時には火災を受けたと推定される。

道路遺構

安全確保のために調査区東壁際を掘り残したことで、 三面に伴う道路遺構は検出できなかった。 二面
時道路より東側に寄って敷設されていたようである。 なお、調査区東南隅 （図21、馬下顎骨の横） で検

出された柱穴 は三面道路下の位置にあたり、 より古い遣構が存在したことを推測 さ せる。
道路面 （泥岩版築層） 直 下から馬の下顎骨が出土したこと、 木組遺構 3 が三面道路側溝の士留め板で

ある可能性は既に前節 （二面検出遺構） の各項で述べた。

木組溝

既に前節の項で述べた通りである。 溝底が中世基盤の砂丘層をわずかに掘り込むだけであり、 本址の
構築が四面まで遡ると は考えられない。

木組遺構2 • 3 

前節の各項で述べた通りである。 参照されたい。
方形竪穴 1 （ 園22)

I 区南部で検出された。 近現代の井戸掘り方で一部を壊されるが、 1 軒分の規模が判る遺構である。

竪穴は東西3. 5m 、 南北2. 8m、深さ70cmの本体部に、 東西1 .0m、 南北1. 4m、 深さ30cmの張り出し部を

設け、内傾する北壁となだらかに傾斜する東壁を持 ち 、 床面は平坦に削られている。

床面の北東部角 近くに打たれた杭は 2 列 、 その杭を囲むように東 · 西 ・ 北の三方に板材が見られる。
杭の内側を残して周 囲を埋め戻し、 通路状の間仕切りとしたのであろうか。 西壁と南壁の板材は壁板の
一部と思われる。 床面から約10~20cm浮いた状態であり、 竪穴使用 時の床面は埋め戻して作られていた

と推測できる。 ただし、土層観察結果からは使用 時床面の線を明確に区別できなか っ た。 なお、 床面の

2 箇所にある浅い窪みは柱穴と考えていたが、 不定形に掘り広がる可能性があり、 基盤となる砂層の汚

れを掘ったものと判明した。
張り出し部 は 浅く掘り残した基盤砂層の上に、 砂と粘土を積み上げて構築されている。 現状では東側

ヘ崩れているが、 構築当 初 は本体部掘り方床面より25~30cm程高かったと推測される。 土留めの板材は

5 枚検出された。 立て並べた 4 枚の横板中央に 1 枚の縦板をあてて支柱と していたようである。 杭の痕

跡が見つからず、 この状態では土留めの機能を果たさない。 やはり本体部床面をかさ上げして使用した
と判 断せ ざるを得ない。 なお、 張り出 し部上面からは、 かわらけilll40個体分がすべて伏せた状態で検出

された。

方形竪穴 1 出土遺物（ 図23~25)
遺物の多くは覆土上層から出土したものである。 張り出し部の遺物は区別 して取り上げた。
157~167はかわらけilll。 157、 158のみ手捏ね成形。 161、 162、 164は胎土に赤色小粒を含む。 159、 16

2 、 164、 165、166は完形。 161は略完形。 157、 163は灯明illlとして使用されている。 164、 165は張り出

し部上面のかわらけJl11と同一型式で口縁部が歪 んでいる。
167、 168は常滑。 167は甕の 口縁部である。 口径36cm前後の大型で、 比 較 的 精製された胎土には微気

孔が多い。口縁部から肩部にかけて 自 然釉。 168は甕の底部。 底部内外面と腰部は焦げている。
169~ 172は 山茶碗窯系捏ね鉢。 172は胎土に大小の長石粒を含む。 腰部はヘ ラ ケ ズ リ調整、 内底はよ
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張 り 出 し 部 ・

遺
物

出 土状態 (1 /20)

1 2  
＜木材町測表＞

C 
-

1

C

2 

99`̀

，

n 

9̀
99
9 

番号 種別 J')さ X 幅 x 長さ 、 cm 上端翡 価 考
1 板材 I 9 X ! 5  OX 54 5 4 63 m ホゾ組み
2 板材 ! 5 X !4 O X  34 5 4 6 5  ホゾ組み
3 板材 2 0 X l 3  O X  52 5 4 4 5  
4 板材 2 5 X 1 6 5 X  59 5 4 41  
5 板材 2 5X 9 5 X  (26 0) 4 5 7  支柱？
6 板材 2 0 X 2 7  0 X i 2 7  0 4 6 3  
7 板材 2 0 X i 5  O X  55 0 4 5 0  
8 板材 2 o x 12 o x 1 06  o 4 6 1  ， 板材 2 OX 3 0 X 2 ! 6  0 4 34 
1 0  板材 1 o x 10 o x  63 o 4 36  
II 板材 l 5 X l0 O X  85 0 4 38  
1 2  板材 1 5X 7 OX 60 0 4 34 
1 3  杭 2 ox 8 ox (34 01 4 5 8  板状
14 杭 3 ox 3 o x  125 01 4 52 順次北へ
1 5  杭 l Ox 3 O x  117 01 4 4 6  
1 6  杭 I Sx 3 O x  123 01 4 49 
1 7  杭 2 Ox 3 o x  123 OI 4 48 
1 8  杭 2 5 X  2 5X (22 0) 4 4 9  
1 9  杭 1 OX 2 5 X  1 10 OI 4 36 順次南へ
20  杭 1 5 X  2 O X  ( 16  0) 4 58  
2 1  杭 I 5 X  4 O X  (31 01 4 58  
22 杭 3 QX 3 5 X  (27 0) 4 50  
2 3  杭 2 ox 4 o x  126 01 4 5 1  

゜ 50cm 
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..t府 ； 暗灰掲色粘質土
泥岩 ・ 貝殻粒 ・ 炭化物を多拭に含み、
締ま り なし．

下附 ； 暗灰色砂肘
粘土塊 ． 泥岩粒 ・ 貝殻粒を少駄混入
する砂屈

゜ 1m 

図22 方形竪穴 1 ( 1 /20, 1 /40) 
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図24 方形竪穴 1 出土遺物 ( 2 )
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゜ 10cm 張 り 出 し 部上面

図25 方形竪穴 1 出土遺物 ( 3 )

く使い込まれて摩耗 している。

173は瓦質手焙り。 体部内面ヘ ラ ナ デ。 外面は指頭押さえ後、 下位に縦のハケ調整を施す。 口縁部下
はヘ ラ ミ ガキ 調整である。

174~ 179は舶 載磁器。 174は竜泉窯青磁鏑蓮弁文碗。 複弁。 175、 176、 177は 白 磁 口 几 1IIl。 178は 口 冗

碗である。 176、 177は口唇部にス ス 付着。 179は 白 磁水注の把手と思われる。

180~188は鉄製品。 180は刀子。 全長8 .3 cm 、 刃部長6.6cmを測る。 181~ 187は釘。 188は不明鉄製品。

上端を前に折曲げた本体部の左右両翼と下端に、 蝶番で可動式に した薄板を繋 ぐ。 各部材端部は丸く、
内側に緩 い曲面を持つ。 本体部には釘穴ら しき小孔が左右 2 個ずつある。 本体部と左右両腐は竪穴の床

面から約10 cm上の砂層中から出土 し 、 下端の舌状部分は張り出 し部構築土中から出土 した。

189は銭。 天胤喜通宝。 周縁を磨 っ た加工銭である。

190は骨 製品。 獣骨 （鹿 角 ？ ） を円盤状に削 っ たもの。 匝径約2. 0 cm、 厚さ約0. 6 cmを測り、 覆土上層

から 2 個出土 した。 双六の駒か。

191 ~205は木製品。 191は不明木製品。 円盤状の板の片面に高台状の削り出 しを持 ち、 漆様のものが
付着 している。 192は木栓。 193~204は箸。 205は箸の未製品か。

206、 207は張り出 し部構築土中から出上 した遺物である。

206は 白 磁 口冗1IIl。
207は釘。
208~248は張り出 し部上面から一括出士 した逍物である。 接合不可能の小 片を除くと、 山茶碗窯系捏

ね鉢 1 個体とかわらけ1II139個体を数える。 かわらけ皿はすべて糸切り底である。

かわらけ1IIlは211、 212、 213、 216、 217、 221、 226、 227、 231、 232、 233、 237、 241が完形。 215、 218、 222、 238、 239、
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243、 244が略完形である。

208、 209、 210は器墜薄く精 製された胎 土で色調は白 っぽい茶系を呈す。 他のかわらけ皿とは異なる型

式の一群である。

211、 2 12、 213、 215、 216、 217、 221、 222、 224、 226、 227、 228、 230、 23 1、 232、 233、 237、 240は 橙色を呈し、 胎 士

が粗く赤色粒子と雲栂を含む。 この一群は口縁部に両側から押したよ う な歪みを持つが、 他のかわらけ

Jillについても胎土や焼成は共通している。 239は底部に穿孔がある。

248は山茶碗窯系捏ね鉢。 約1/ 3個体片。 胎 上は大小の長石粒や小石が混入し暗 灰色を呈する。 口縁部

下内面には火を受けた痕跡、 内底面は磨耗が著しい。

第四章 ま と め

本報は国庫補助事業分の報告であるため、 確認 · 検出されたすべての生活面と遺構を掲載で き たわけ

ではない。 本報に掲載で き た範囲と調壺団分の報告書に割譲した範囲とを明確にし、 併せて出土遺物の

特徴や検出遺構の推定年代についても触れてまとめとしたい。

・ 一面での成果
一面で検出で き たのは石組溝だけである。 石組溝は小規模で簡易な構造を持ち、 周辺部に住居となる

建物跡や生活臭を感 じさせる遺物がない こと、 検出面が水田床士に似た 灰色粘 土層上面である ことから、

水 田 耕作用に掘られた給排水施設と考えられる。 出土遺物から推定される年代は1 6世紀後半 ～ 末。 根拠

となるかわらけ皿 （図 7 - 5 ~13) は体部が直線的に外傾し、 内底中央にナ デ ツ ケがないため 同心円な

いし渦巻 き 状の強い整形痕が残る型式で、 八幡宮直会殿用地の調査では 「造営目論見絵図」 （天正 十 九

年／1591年） に描かれた下宮 回廊跡を中心とした生活面から出土している。 完形品を含めた 9 点が石組

溝埋没段階で一括投棄されており、 当 該期の良好な資料となり う るものである。 なお、 石組溝に混入し

た薄手のかわらけ皿 （図 7 - 1 ~ 4 ) は17世紀代のものであり、 一面および石組溝が 中 世最後の生活面

と遺構である ことを裏付けている。

・ ニ面お よ び三面で の成果

二面から三面にかけては本地 点の最盛期と思われ、 数 多 くの遺構が検出された。 時期的な新旧関係は

あるが継続して 使用された遣構も 多 く、 土地利用状況に大 き な変化はなかったと考えられる。

基本的な遺構配置としては、 本地点東側に泥岩版築の南北道路が敷設され、 道路西側一帯は東西方向

に伸 びる木組溝で区画された居住区となっていたよ う である。

道路遺構は本地点東側の1日河川 に沿って作られ、 県企業庁水道 局用地の調査で検出された道路および

河川 に接続するものと推定される。 河川は調杏区の外にあり検出していないが、 水道局用地での成果を

援用すれば、 多 少の流路変更を伴いながら古代～中 世にかけて 流下しており、 15憔紀前半までには埋没

したと考えられている。 現在、 調査地点と隣接地の境を流れる小河 川 ( U 字溝） は、 この旧河川の名残

りと思われる。

木組溝は居住区を南北に分ける区画溝として機能し、 東端は道路遺構を切って 旧河川 に繋がるものと

思われる。 道路と木組溝は同時期に存在しており、 板材を渡して 簡単な橋としたのであ ろ う が、 調壺区

内ではそ う した施設は確認で き なかった。

居住区で検出された建物には、 板囲い建物、 掘立柱建物、 方形竪穴がある。 板囲い建物は主柱穴を除

いて明確な柱穴を持たず、 礎板上に柱を立てて 間仕切りや板壁を配置した後に、 建物の基礎範囲全体を
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土で埋めて固 定した構造であり、 おそらく木組遺構 1 · 2 は板囲い建物の一部と推定される。 木組遺構

1 は方形竪穴 1 より新しく、 木組遺構 2 は道路遺構より古い。 掘立柱建物は一軒分の柱並びの確認でき

たものがなく、 大形の遺構に一部を壊されたものと思われる。 つまり、 掘立柱建物は方形竪穴より古い
可能性がある。 これら 2 種類の建物規模や配置については、 調査団分の報告書を参照されたい。

方形竪穴は 3 軒検出された。 方形竪穴 1 のみ本報で扱い、 方形竪穴 2 · 3 については調査団分の報告
書に譲った。 方形竪穴 l は一軒分の規模が判るだけでなく、 張り出し部で確認された40個体のかわらけ
JIILの出土状態は類例のないものである。 この竪穴の性格は明確にし難いが、 日 常の住居にしてはかわら

けJIIL以外の雑器がなく、 工房にしては加工具や未製品が出土せず、 尚家や店舗とするにも確証がない。
したがって、 母屋に付随する物置き ・ 作業小屋としておきたい。 出土遣物から推定される年代は13冊紀

後業～14世紀初頭に比定できる。
土城 l . 2 および三面上に堆積した土層中の遺物は調査団分の報告書に譲った。

二面、 三面については後刊される報告書に負うところが大きい。 予察として言えば、 当 該期は13戦紀

後半～14世紀代までであり、 15世紀の遺構や遺物は見つかっていない。 今小路西 （御成小学校内） 遺跡

では、 大形武家屋敷の外縁に広がる庶民居住区を確認しているが、 遺構 ・ 遺物の様相や年代観はほほー

致しており、 本地点がそうした庶民居住区の一画であることは 間違いない。
• 四面での成果

四面は中恨基盤となる砂丘層であり、 東側旧河川 際には橋脚状の大形柱穴が検出された。 出土遺物に
は縄文土器 • 土師器 ・ 須恵器・古代瓦などもあるが、 遺構密度は低く中泄以前の遺構は見つかっていな
い。 遺構 ・ 遺物を含めた詳細は、 後刊される調在団分の報告書で明らかにしたい。
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図版1

調査区全景
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図版2

石組溝

石組溝 ・ 護岸 お よ び

遺
物

出土状況
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図版4

木組溝 ・ 護岸の状態

木組溝全景
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図版5

木組遺構1

木組遺構2
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図版6

木組遺構2 ・ 部分

木組遺構3
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図版7

方形竪穴1 全景

方形竪穴1 張 り 出 し 部 遺物出土状況
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図版8

南
か
ら

方形竪穴1 張 り 出 し 部
木組の状態

東 か ら

方形竪穴1 床面の木組施設
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図版9
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▲ 出土遺物 （ 1 ) 番号は遺物実測図に対応す る 。
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図版1 0

木組遺構1 1 20~ 1 27 

木組遺構2 1 36~1 56 

L
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137 

145 

▲ 出 土遺物 ( 2 ) 番号は遺物実測 図 に対応す る 。

-92 -

146 

141 

1 56 



図版1 1

方形竪穴1 張 り 出 し 部
番号は遺物実測図に対応す る 。
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図版1 2
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周 辺遺跡群 方形竪穴 3 軒 常滑、 瀬戸

2 条 木製品 な ど
45箱分出士
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ご く ら く じ き ゅ う け い だ い い せ き

極楽寺 18境 内 遣跡 (No.29 1 )

極楽寺三丁 目 320番 1 地点
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例 i 

1 . 本書は、極楽寺旧境内逍跡内の鎌倉市極楽寺三 丁 目 320番 l 地点に於ける緊急発掘調査の報告書で
ある。

2 . 発掘調査は、個人専用 住宅に係る建築範囲100面を対象と し、平成 7年 6 月 12 日 ～ 6 月 30 日 にかけ
て鎌倉市教育委員 会によ っ て実施 さ れた。

3 . 報告書作成 メ ン バ ーと担当 分野は以下のとおりである。

• 原稿執鏑 ： 田代郁夫 （第 1 章）、継 実 （第 2 、 3 、 4 章）
・資料整理・図版作成 ： 大坪聖子、深尾義子、小西 さ つ き 、鈴木真 由 美、辻由 美子、佐藤慈子、笠

原 さ やか、西井末子、 山 田純子
・遣物写真撮影 ： 上 田 求実、笠原 さ やか
・編 集 ： 継 実

4 . 調査体制は以下のとおりで ある。

・ 調査主体 ： 鎌倉市教育委員 会
• 主任調資員 ： 田代郁夫

・調 壺 員 ： 浜野洋一、大坪聖子、遠藤雅 一

・調査補助員 ： 渡邊王夫、高橋健一郎

5 . 出土遺物は、鎌倉市教育委 員 会が保管 している。

• 各圏面の縮尺は次のとおりである。
遺跡位置図 ( 1 ) : 1 / 2 ,  500 
遺跡位置図 ( 2 ) : 1 /250 
遺構図 ： 1 /50 

遺物実測図 ： 1 / 3 

凡 例

・図版に掲載 した遺物のう ち、須恵器は断面黒色で表示 した。
・各遺構図中の レ ベ ル数値はすべて海抜高である。
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※ 国土座標値 ピ ッ チ ＝ 1 0m

各点の地理的位置一覧表（座標系AREA9)

点名 X座標 Y座標
p 1 X -771 26. 626 Y -27592. 706 

緯度
+35° 18 ' 1 5. 640" 

経度
+ 1 39° 3 1 ' 47. 569' 

P 2 X -771 1 9. 8 1 2  Y -27600. 250 

第 2 図 遺跡位置図 ( 2 )
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第一 章 遺跡の位置 と 歴史的環境
極楽寺旧境内遺跡は、 江 ノ 島電鉄極楽寺駅から南西方向300mのと ころに位置する （第 1 図） 。 地番は

鎌倉市極楽寺三丁 目 320番 l 。 調査地点は現在の極楽寺の南側丘 陵を ひとつ 隔てた月 影 ヶ 谷と呼ばれる
南向きに開 口する谷戸の入 口部に立地する。

極楽寺は霊笠山感応院極楽寺と号し、 真言律宗奈良西大寺の末寺である。 開 山は忍性、 開基は北条重
時である。 「極楽寺縁起」 によれば、 正元元年 (1259) 、 北条重時が良観上人忍性に従来一老僧によって

営まれていた極楽寺という小寺を大寺に変えて、 律 院とするのに相応しい場所について諮ったと こ ろ、

忍性は当 時、 地獄谷と呼ばれていた現在の境内地 一帯を指したといわれている。 「忍性菩薩行状略頌」
には忍性は文永四 年 (1267) 八月 に極楽寺に入寺したとあり、 こ の年に伽藍が落成したものと思われる。

発願者の北条重時は弘長元年 (1261) 忍性の入寺を見る こ となく歿している。 文永四年以降、 飛躍的な
成長を遂げた極楽寺は元弘三年 (1333) 北条氏の滅亡により有力な後盾を失い、 元亀 3 年 (1572) には

火災により講堂他 3 塔頭を残しで焼失し、 明暦年 間には残った講堂を本堂に、 仏法寺を方丈として現在
地に移した。

と こ ろで、 かつての境域には西方寺 • 仏法寺 ・ 真言院 ・ 興正寺 ・ 蓮華寺 ・ 尼寺 • 福 田 院 ・ 吉祥院 ・ 宝

瞳 （塔） 院 ・ 就学院 ・ 勧学院等の支院があった こ とが、 境内古絵図等から推定されている。 今回調査を
実施した月 影 ヶ 谷は、 境内古絵図によれば最奥部に 月 影地蔵四 王院、 そしてその前面に法蔵院 ・ 無常院
・薬湯寮などが建 ち並んでいる谷戸である。

また、 月 影 ヶ 谷は、 阿佛尼が住ん だと こ ろといわれている。 『十六夜 日 記』 月 影の谷には 「あずまに
て住むと ころは、 月 影の谷とぞ言ふなる。 浦近き 山もとにて、 風いと荒し。 山 寺の傍なれば、 のどかに、

す ごくて、 浪の音、 松の風絶えず。 」 とある。 阿佛尼屋 敷 云 々 については、 律宗に於ける尼寺の存在形

態や歴史 的意義との関連で議論されていると ころである。

第二章 基本層序

調査地点の原地形は上方からの流入 土によって斜面となっていたようで、 中世以降 こ れを削平、 土丹

塊で地業し土地を利用していたものと思われる。 現代の ゴ ミ を含 む表土層によって遺構の上層部は破壊

されており、 中世以 降、 近代までの遺跡地の状況は不明である。
調査の最終段階に於いて、 古代以前の状況把握の為、 調奔区の南西隅に1 .5m 四方の テ ス ト ・ ピ ッ ト

を設定し、 調査し得る限界 （地表 ー 3 m) まで掘り下げたが、 古代以前の遺構 ・ 遺物は検出されなかっ

た。 土層堆積状況の把握は、 こ の部分及び調査区南 ・ 西壁で行った。 堆積土は前述したように上方から
の流入土で、 粘性いずれも強い。 また、 山 裾という事もあり、 第 8 層以下は滞水層で土色は還元し灰色
を呈する。 尚、 古代の遺物は第 4 層～第14層に包含される。 各層の詳細は第 4 図を参照されたい。
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第三章 検出遺構 ・ 遺物

調査地点は前述したように谷戸内の沖積地に立地するが、調査区を設定し表土を除去した段 階で岩盤
が露出し、かつては山 裾際であったことが明らかとなった。

検出した逍構は、土堀状遺構 ・ 溝 （布掘）・ ピ ッ ト な どで、出土遺物から見てすべて中世の所産で あ
る。 こ のう ち 溝 • 土城 3 な ど方向性を有する遺構は、かつての 山 裾に平行して設けられる。 いずれも後
世の削平によって上層部が破壊され、原形を留めていない。 但し、土層の観察から土城群と溝には時期

差が存在し、溝の方が構築時期が古い事が判明している。
遣構内や古代の堆積土中から古代 （主に奈良時代） の土師 ・ 須恵器が出土しており、出土量としては

中世遺物を凌駕するものの、調査区内では遺構の検出を見なかった。 土層の堆積状況から見て、遺跡地

の上方から流れ込ん だものと思われる。 以下、各遺構について詳述する。 尚、出士遺物については出土
遺物観察表を参照されたい。

土堀 1 （第 4 、 5図 一 1 ~10／図版l 、 2 、 5)

調沓区南西隅で検出した。 直径約130cmの円形 プ ラ ン を呈する。 確認面からの深さは約30cm。 断面形

は凹状を呈し、底面は平坦ではない。 遺構覆士は 3 層に分層される。

出士遺物 ： 覆士中から、かわらけが10点出土した。 このう ち、 9点が完形 品である。 すべてロクロ成

形品である。 2 は灯明llI1。

土堀 2 （第 4 、 5図 一 11~15／図版l 、 2 、 5)

調壺区中央部北東側で検出した。 直径約100cmの円形 プ ラ ン を呈する。 確認面からの深さは約60cm。
底面はほぼフ ラ ッ ト で、 壁は上方に向かってやや開く。 遺構覆土は 1 層で ある。

出土遺物 ： 遺構覆土中からかわらけ、瓦、須恵器、円礫な どが出土した。 このう ち、図示し得たのは
瓦のみで ある。 胎 土の特徴から、平瓦は極楽寺瓦A種 1I 類、丸瓦は同A種に比定される。

土堀 3 （第 4 、 5図 ー 16~20／図版l 、 2 、 5)

調査区中央で検出した。 プ ラ ン は長方形を里する。 覆土の観察から、 2 甚の土堀が重複している可 能
性もある。 遺構方位は長軸で N-25° -E。 規模は280 x 170cm、確認面からの深さは約50cmを測る。 底

面は平坦で、墜は上方に向かって開きながら立 ち 上がる。 遺構覆土は 5層に分層される。
出土遺物 ： 遺構覆土中からかわらけ、土師器、須恵器、鉄製品な どが出土した。 このう ち図示し得た

のは、かわらけと鉄釘のみである。 かわらけはすべてロクロ成形品である。

土堀 4 （第 4 図／図版l 、 3 )
調査区東南寄りで検出した。 後述する布掘りに直交する溝状遺構より新しい遺構である。 プ ラ ンは東

西方向にやや長い楕 円形である。 規模は120 x 100cm、確認面からの深さは約50cmである。 断面形は碗形

の凹状を呈する。 遺構覆士は 1 層である。 尚、遺物の出土は皆無である。
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IS.Om 

土層注記 （土墳 I )
I : 暗褐色粘質土。 土丹粒をやや多 く 含む。 し ま り やや弥．
2 : 暗茶褐色粘'l'l土O ±丹粒をやや多 く 含む0 し ま り やや強゜

土層注記（土墳 2 )
I : 暗褐色粘'l'l土O 土丹粒をやや多 く 含む。 し ま り やや強゜

土層注記（土墳 3 )
l ~ 3  ： 暗褐色粘'l'l土0 下用に行 く に従い土丹粒の混入増す. し ま り

やや強。
4 .  5 : 暗黒褐色粘'l'l土0 土丹粒を少:1i1:含む〇 し ま り やや強゜

土層注記 （土墳 4 )
］ ： 暗褐色粘'l'l土O 土丹粒をやや多 く 含むO し ま り やや強゜

土層注記（土墳5 )
l ~ 4 ： 暗褐色粘質土。 土丹粒やや多 く 含む。 上 層 に 行 く に従い土丹

粒大型化する。 し ま り やや強。
5 : 暗熟褐色粘'l'l土〇 土丹粒を少嚢含む゜ し ま り やや強゜

土陪注記（土墳 6 )
l ~ 3 ： 暗褐色粘門土。 下所 に行 く に従い土丹粒の混入増す。 し ま り

やや強．

土層注記（溝）
1 ~ 4 ： 暗褐色粘'l'l土0 土丹粒ゃや多 く 含むO し ま り やや強。 色調下

層 に 行 く に従い暗 く な る 。
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土附注記
l ： 近～現代の盛土。

2. 3 : 中世地菜層。 土丹プ ロ ッ ク ． 暗褐色粘門土か ら成る。 版築さ
れ 、 し ま り強固。

4 ~ 7  ： 黒褐色～暗褐色粘門土。 古代遺物包含層。 土丹の混入量の多
少で分層．

8 ~ 1 6  ： 灰色粘門土。 基本的に粘土 化 し た 土丹 砂から成る滞水附。

こ の う ち 1 4層 ま でが古代遺物包含層。 土丹の混入量の多少で
分陪。

1 7 - 1 9 : 灰黄褐色粘門土。 土門は 8 ~ 1 6府 と 同一。 上陪に比べ滞水の
度合が低い。

20 ： 岩盤 （土丹→凝灰門砂岩府）

＼ ゚

第 4 図 遺構図
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土塀 5 （第 4 、 5 図 ー 21／ 艮l版 l 、 3 、 5)

調査区東隅で検出した。 プラ ン は直径 125cmの円形、 確認面からの深さは約80cmと他の土堀に比べ深

い。 断面形は箱形で、 ほぼ フラットな底面からわずかに開 き ながら壁は立 ち上がる。 遺構覆土は 5 層に

分層される。

出土遺物 ： 遺構覆土中からかわらけ、 土師器、 骨片などが出土したが、 園示し得たのはかわらけ l 点

（ ロクロ 成形品） のみである。

土堀 6 （第 4 、 5 図 ー 22／図版 l 、 3、 5)

調査区南東隅で検出した。 調査し得たのは遺構の東半のみである。 プラ ン は直径100cmの 円形を呈す

るものと思われる。 確認面からの深さは約6 0cm。 遺構覆土は 3 層に分層される。

出土遺物 ： 遺構覆土中からかわらけ、 須恵器、 舶 載陶磁 （青磁） などが出土したが、 図示し得たのは

かわらけ （ ロクロ 成形品） 1 点のみである。

溝 （布掘）（第 4 、 6 図 ー 23~ 30／図版 l 、 4 、 6 )

調査区やや東寄で、 その一部を検出した。 調査区壁で観察する限りでは土堀群よりも古い段階の遺構

である。

溝方 位はN-30° 
-Eである。 溝部分の規模は、 横幅 約70cm、 確認面からの深さ約50cmである。 断面

形はU 字状を呈する。 遺構覆土は 4 層に分層される。 溝底には一辺 40~50cm、 隅 丸方形プラ ンを呈する

ピットが 4 基検出された。 柱間は芯々 で90~110cmである。

出土遺物 ： 遺構覆土中からかわらけ、 渥美窯製品、 瓦質手焙、 瓦、 鉄製品、 土師器、 須恵器などが出

土した。 23、 24はかわらけ （ ロクロ成形品） である。 25は龍泉窯系 青磁蓮弁文碗、 26は平瓦 （極楽寺瓦

A種） で、 以上が 中 世遣物である。 27~29は相模型杯である。 底部平底で、 1 もし く は 2段のヘラケズ

リが成される。 30は須恵器杯である。

中 世遺構以外にも、 中 世地業層 中、 古代遺物包含層 中から 多量の遺物が出土した （第 6 、 7 図 ー 31~

54／図版 4 、 6 、 7) 。 遺物の主体はかわらけ、 土師器である。 31~ 37は中 泄地業層 中から出土。 31の

かわらけ （ ロクロ 成形品） と 3 6の平瓦 （極楽寺瓦 A 種 II 類） のみ中 世の所産である。 38~54は古代遣物

包含層から出土。 50は底部に 「井」 の字形の線刻が成された土師杯片である。 54は盤状杯。 内 ・ 外面共

に赤彩されるが、 内面に暗紋は認められない。 45、 51~5 3は他に比べ古相を呈する一群である。 5 1、 5 3

は底部丸底で、 体部との境にやや強い稜を持つ。 45は古墳時代後期の所産か。
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第四章 ま と め

中世遺構の所産時期は、出土逍物から見て14世紀前半が適当と思われる。ほぼ同時期に実施された谷
戸内の調査でも、14世紀前半以 降、地業は行われていないようである。ど ちらも上層が破壊されており
断定しかねるが、この時期以降、 月 影 ヶ 谷では遺跡は衰微する方向に向かうようである。14世紀前半と

いえば、元弘 3 年 (1333) 北条氏の滅亡、嘉元元年 (1303) の 開 山忍性の病歿など、極楽寺を取り巻 く

環境にも大きな変化が生 じた時期である。
土堀群は器の破片、食物残滓といった出土遺物の内容から、 ゴ ミ 穴であったものと思われる。溝 （布

掘） は築地塀の基礎部分か。これらは、層位的には時期差が明確に認められるものの、出土遺物、特に
かわらけは両者に時期差が認められず、恐ら く 五十年以下というような時 間の中で遺跡の機能が変化し

たものと思われる。遺構の性格から短絡的に考えるならば、支院か何か、ある種の領域が拡大された状

況を提示するものか。
古代の遺構の検出は見なかったものの、中世遺物を圧倒 する量の遺物が出土した。土師甕や須恵器に

前代のものが若干認められるものの、坪の大半は相模型杯と盤状坪で 占められ、谷戸内に 8 世紀後半か

ら 9世紀後半を中心とした遺跡の存在が予想される。安定した台地や低地の殆ど無い鎌倉市内では、弥
生時代末以 降、こうした谷戸内や、丘 陵斜面に集落が発見される例が多 く 、谷戸内の沖積地を生産基盤
とした当時の生活の 一端を窺わせる。

・出土遺物の数量について
出土遺物の数量について、簡単なデー タ を提示する。算出にあたっては、完形品、破片に関係な く l

個 l 点として カ ウ ン ト した。

中世 ： 出土遺物の総数は231点である。内訳は多いものから順に、かわらけ194点 (84%) 、瓦19点 ( 8

％ ） 、鉄製品 （含鉄滓） 5 点 (2. 5%） 、常滑窯製品 3 点 (1. 5%） 、瓦器 3 点 (1. 5%）、貝殻 2 点 ( 1 % ） 、
青磁・瀬戸・山茶碗各 l 点 (0.5% ） 、骨片少量（計測不能） である。傾向としては、かわらけが圧倒し、

日 常雑器の類が殆ど見あたらない。地 点 別の比率では土城群65%、溝 （布掘） 15%、地業層中16%、そ

の他 4 ％と、土城中からのものが高比率を示す。

古代 ： 出土遺物の総数は817点と、贔的に中世遺物を圧倒 する。内訳は、土師器759点 (93%） 、須恵

器58点 ( 7 %) である。須恵器は出士比率の割には図示し得る良好な破片が多 く 得られた。地点別の比

率では、古代遺物包含層60%、中世遺構・地業層40％と、中世遺構に対する混入が 目 立つ。 尚、器種 ・

タ イ プ別分類は、遺物破片の確実な分類が困 難な為、行わなかった。

出土遺物時代別割合
I 中世 (231点） 22% | 古代 (817点） 78% 

中世遺物器種別割合

I 瓦 (8口こ二／／ロニニ／三
三／| 9) 

- 1 1 1 -



l l 1土辿物 観察表
図版No. 種 別 法批 (cm) ＊ カ ッ コ 付 は復元値 備考
土城 ］

I かわ ら け 口径6. 5 底径,1. 9 器高3. 0 完形
2 かわ ら け 口径7. 9 底径6. 0 器 麻 1 . 8 完形 ＊ 灯明Jill
3 かわ ら け 口 径7, 6 底径4. 8 器 高 1 . 6 4 / 5 個体
4 かわ ら け 口 径 ( I J . O) 底径 （6. 4 ) 器高2. 9 1 / 3 個体
5 かわ ら け 口 径 1 2. 6 底径7. 3 器扁3. 7 完形
6 かわ ら け 口 径 1 2. 5 底径8. 1 器高3. 3 完形
7 かわ ら け 口 径 1 2. 5 底径7. 0 器高3. 5 完形
8 かわ ら け 口径12. 8 底径8. 4 器高3. 6 完形， かわ ら け 口径12. 4 底径8. 2 器高3. 9 完形
10  かわ ら け 口径13. 2 底径8. 4 器高3. 2 完形

土城 2
1 1  平瓦 不明 破片 A種 11 類
1 2  平瓦 不明 破 片 A種 JI 類
1 3  丸瓦 不明 破片 A種
14 平瓦 不明 破 片 A 種 1] 類
1 5  平 瓦 不 明 破 片 A Hi II 類

土城 3
1 6  かわ ら け 口径 （8. 0) 底径（4. 6) 器 高 I . 9 1 / 4 個体
1 7  かわ ら け 口径 (7. 8) 底径 （5. 8) 器 高 I . 9 1 / 4 個体 ＊ 灯明 nllか
1 8  かわ ら け 口 径 ( 1 1 . 2 ) 底 径 （6. 8) 器高3. 1 1 / 4 個体
1 9  鉄釘 断面方形 頭部折 1ll1 げ 先端部欠損
20 鉄釘 断而方形 破片

士城 5
2 1  かわ ら け 口径 ( 1 1 . 0) 底径 （6. 8) 器高3. 4 1 / 4 個体

土城 6
22 かわ ら け 口 径 (7. 8) 底 径 (4 . 4) 器高2. 9 l / 2 個体

溝 （ 布掘）
23 かわ ら け 口径 ( l l . 6) 底 径 (7. 1 )  器高2. 8 1 / 3 個体
24 かわ ら け 口 径 1 2. 2 底径7. 6 器高3. 7 完形
25 青磁 碗 不明 破 片 龍泉窯系蓮弁碗
26 平瓦 不 明 破 片 A 種 Il 類
27 土 師 杯 口 径 （ ］ 2. 6) 底径 （8. 0) 器高3. 5 1 / 4 個体 相模型
28 土 師 杯 径 ( 1 3. 0) 底径 (8. 8) 器高3. 9 1 / 5 個体 相校型
29 土 師 杯 口 径 ( 1 3. 8) 底径 (9. 4) 器高3. 0 1 / 6 個体 相校型
30 須恵 杯 口径 ( 1 2. 9) 口緑桑～1本 音l涌皮片

中世地業府
31 かわ ら け 口 径 (7. 6) 底 径 (5. 0) 器 高 I . 5 1 / 5 個体
32 土師 杯 口 径 ( 1 4 . 0) 底 径 ( 1 0. 8) 器高3. 5 l / 5 個体 相模型
33 須恵 財 底 径 (6. 3) 底部破片
34 須恵 財 底径 (9. 0) 底部破片
35 須恵 杯 口 径 ( 1 2. 2) 口縁～イ本部破片
36 平瓦 不 明 破 片 A 種 Il 類
37 須恵 壷 口径 (27. 4) 口縁部破片

古代辿物包含層

38 土 師 杯 口 径 (13 . 4) 底径(7. 5) 器高4. 3 1 / <I 個体 相模型
39 土 師 斐 口径26. 0 Jj岡部最 大径30. 0 
40 須恵 杯 底径9, 7 底部破片
41 須恵 杯 底径7. 7 底部破片
42 須恵 杯 底径 (7. 8) 底 部破 片
4 3  土師 杯 口 径 （ ］3. 8) 底径 （9. 6) 器高3. 8 1 / 8 個休
44 須恵 坪 口 径 ( 15. 2) 底径 (8. 9) 器高4. 2 1 / 5 個体
45 須恵 鉢 口 径 ( 18. 4) 器高8. 5 1 / 5 個体
46 須恵 杯 底径9. 4 底部破片
47 須恵 杯 口 径 ( 14. 4) 底径 （8. 8) 器高3. 8 1 / 5 個体
48 須恵 杯 口 径 1 5. 0 底 径 1 0. 0 器高3. 8 完形
49  土師 杯 口 径 ( 1 2. 0) 底径 （7. 6) 器高4. I 1 / 5 個体 相模型
50 土師 杯 不明 底部小片 ＊ 外底面に 「井J 字形の線刻
51 土師 杯 口 径 ( 1 3. 2) 底径 （7. 0) 器高4. 9 1 / 5 個体
52 土師 甕 口径 (23. 0) 口縁部破片
53 土師 杯 口 径 ( 12. 7) 底径 （8. 0) 器高2. 8 1 / 6 個体
54 土師 杯 口 径 ( 1 7. 0) 底 径 ( 1 1 . 6) 器高4. 6 1 / 5 個体 盤状杯 ＊ 全面赤彩

＊ 瓦 の分類は、 極楽寺旧境内辿跡 （註 I ) に 於 け る 木村美代治氏 （鎌倉考古学研究所） に よ る 分類 に 基づ く
（註 l ) 極楽寺旧招内辿跡 1 980 極楽寺 IE!境内遺跡発掘調壺団 ・ 録危市教育委員 会
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図版4
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図版5
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出土遣物 （ 1 ) 土堀 1 ~ 6

- 1 19 -



図版6

31 

出土遺物 （ 2 ) 溝 （布掘） 中世地業層
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図版7

47 

出土遺物 （ 3 ) 古代遺物包含層
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例 ロ
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宅に係る車庫造成に伴 う 発掘調査報告である。
2 . 発掘調壺は国庫 補助事業として鎌倉市教育 委員

会が実施した。 調査期 間は平成 7 年 6 月 19 B か
ら 7 月 6 日 である。

3 . 本報の執筆 ・ 編集は野本が行 っ た。 出土遺物の

実測は 川 又が行 っ た。
4 . 本報に使用した写真は遺構を川 又 ・ 野本が、 遺

物を野本が行っ た。
5 . 調査体制
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第一 章 遺跡の位置 と 歴史的環境

本調査地点 は鎌倉市のほぽ中央、横須賀 線北鎌倉駅の西方約550mにあり、 台 山遺跡 （県遺跡台帳No.

29) 内、 西北に開析する台本村が所在する谷戸奥に位置する。 この谷戸内には縦貰する道路が走ってい
るが、調資地点 はこの道路に面している。

調査地点から東方に北に折れながら緩やかな坂 を 上りきると交差点となる。 これを 真っ直 ぐ進 むと曲
がりくねった切通しの下り坂となるが、 その途中、 左 （西） に西台 （せいたい） 山 英 月 院光照寺がある。

宗派は時宗で、開 山 は 一 向。 本尊 は 阿弥陀如来像 〔正長 2 年 (1429) 修理銘〕 。 境内に は正中 2 年 (1325)

銘の阿弥陀三尊種子板碑がある。 当 寺 は、一説に は、弘安 5 年 (1282) 執権北条時宗に鎌倉人り を拒絶
された一遍が一夜 を 明かした所につくられたとされる。 坂 を 下りきり約100m 進むと県道横浜・鎌倉線

（山 ノ 内路） に突き当たる。

反対に調壺地点からこの道路を 西に約30m進むと左 （南） に曲がる小道がある。 この突き当たりが徳
蔵 山 東渓院 （臨済宗・早雲寺末） 跡とされる。 延宝 8 (1680) 豊後国大野郡原城主中川 久清が娘の供蓑

に建てた位牌堂であった。 当 寺 は明治 5 年 (1872) に廃絶し、 山 門と本尊の釈迦如来像 〔天文25年 (1556)

造立 ？ 〕 は 光照寺に移されている。

そこから約50m 進 むと、右 （北） に地蔵堂跡 （現台公会堂） がある。 堂内に は地蔵菩薩坐像と半珈像

が納 められていた。 坐像は 室 町前期の造立とされ宝暦 8 年 (1758) の修理銘がある。 半珈像は胎内に延

宝 3 年 (1675) 、明治13年 (1880) 、明治42年 (1909) の修補文書が納 められていた。 延宝 3 年の文書に

は 念仏 講の人々 が中心となって寄付を つのり、仏師 （三橋） 但馬に依頼して修補 をおこなうことができ
たとある。 造立は室 町期である。

さらに西に約400m 進むと台 ・ 神明社付近の江 ノ 島み ちに突き当たる。 江 ノ 島み ち は 台の水堰橋から

山崎切通し （ほほ消滅） を 抜け、上町屋・手広切通し （鎖大師裏） を 経由して江 ノ 島に至る道 （途中断

絶） で近世期の江 ノ 島詣の道であった。
台 山遺跡内ではこれ ま で 7 カ 所で調査が行われ、 大きな成果 を 得ている。

〈参 考 文 献〉

阿部正道 1957年 「鎌倉の古道」 鎌倉市教育委員 会 ・ 鎌倉国宝館

三 山 進 ・ 貰達人ほか 1 974年 「鎌倉の文化財 節五集 鎌倉市指定絹 （五） j 鎌倉市教育委 員 会

大藤ゆ き 1 977年 「鎌倉の民俗j か ま く ら 春秋社

1!J: 達 人 ・ 川副武胤 1 980年 「鎌倉廃寺事典j 有隣堂

木村彦三郎 1 980年 「廃寺 「東渓院」 『鎌倉』 34号 1 980年

神 奈 川 県図書館協会 ］991 年 「神 奈 川 県皇国地誌 相模国鎌倉郡村誌」

三iiIi勝男 1 996年 2 月 1 1 日 「か ま く ら の秘仏」 朝 日 新聞連載
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図 1 遺跡の位置 と 周 辺 。
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第二章 調在の経過 と 堆積士層
調査経過

調査に先 だって、 鎌倉市教育委員 会の試掘調壺の結果をもとに、 岩盤面から約20 cm上まで重機によっ
て表土を除去した。 調査は 6 月 19日 開始、 調査期間中は梅雨の時期と重なり調資がたびたび中断したが、
7 月 6 日 に調査を終え撤収した。 その 間の経過は以下の通りであ る 。

6 月 21 日 岩盤面遺構検出を中心に作業開始

22 日 遺構掘り上げ開始

27日 全景写真撮影 ・ 測量方眼の設定
28 日 調査区壁土層断面図実測
29B 平面実測

／ 

＼／ 

ロ

c / �  
＼ / \ 

／ ＼  \/ 4\ 

／ v \ 
C 

2\ 

K 1 56 l X=-73765.263 
Y=-26469.378 

K1 57 l X=-73784.396 
Y=-26485.436 

図 2 グ リ ッ ド設定図
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本調査地点における地表面 レ ベ ルは約29 .60mで、 それよ り 約1.30~ 1 .  6 0m下で岩盤面を検出する。

岩盤面は南から北に傾斜し、 高低差は最大 30cmある。

堆積状況は以下の通 り である。

1 . 表士

2 . 暗黄褐色土 泥岩粒 多 く含む。

3 . 灰褐色土 泥岩粒 多量に含む。

4 . 暗褐色粘質土 泥岩粒含む。 しま り 弱い。

5 . 暗褐色土 泥岩粒 ・ 少量の炭粒含む。

6 . 灰褐色土 泥岩粒 ・ ごく少量の炭粒含む。

7 . 暗 灰色土 少量の泥岩粒含む。

8 . 暗褐色土 多量の泥岩粒含む。

9 . 暗黄褐色土 多量の泥岩粒 ・ 少量の炭粒含む。

10. 暗褐色土 多量の泥岩粒 ・ 少量の炭粒含む。

11. 暗褐色土 泥岩粒・少量の炭粒含む。 粘性あ り 。

12. 暗褐色土 泥岩粒含む。

13 . 暗褐色土 泥岩粒 ・ 炭粒含む。

14 . 暗褐色粘質土 多量の泥岩粒含む。

15. 青灰色士 少量の泥岩粒 ・ 炭粒含む。

16. 暗褐色粘質土 泥岩粒 ・ 少量の炭粒含む。
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第三章 検出 さ れた遺構 と 出 士遺物

第 1 節 遺構 （図 3 )

岩盤削平面に多数の逍構（溝 2 条、 土城 6 、 ピ ッ ト 192) が検出された。

溝 1

調査区東際で検 出された。 調査地点東の道路とほぼ平行に、 南から北に流れる（下場高低差28cm) 。
上幅22~35cm、 下幅12~16cm、 深さ 6 ~15cm。

溝 2
溝 l の約 2 m西、 溝 l とほぼ平行に南から北に流れる（高低差37cm) 。 上幅30~67cm、 下幅16cm前

後、 深さ 3 ~ 8 cm。 E ラ イ ン より南の底面に ノ ミ 痕状の穴が不規則に多数 (43ケ） 穿たれている。 穴の

形態は不正円形を呈し、 径 2 ~ 6 cmとま ちま ちである。 調査区南壁が近年の撹乱により残存状況が悪か
ったため、 確認できなかったが、 溝 l ・ 溝 2 はともに性格が同じと思われることから、 この間は道路の

可能性がある。

ピ ッ ト

いづれの ピ ッ ト からも礎板 ・ 礎石は検出されていない。 多くの ピ ッ ト があることから（掘立柱） 建物

を想定することができるが、 プ ラ ン の検討をしたところ見出すことができなかった。
また、 ピ ッ ト 36、 63、 72、 142は柵列となる可能性がある。

第 2 節 出 土遺物 （固 4 ・ 表）

本調壺地点の出土遺物の総計は98点で内訳はかわらけ（ロクロ成形） 48点（小型 5 ・ 大型 2 ・ 不明41) 、

土器（不明） 1点、 常滑 ． 甕 8点、 平 瓦 2点、 金属 製 品 2点（釘 l ・ 不明 l ) 、 砥石 2点（仕上 げ砥 l
・ 中砥 l ) 、 近世以降陶磁器35点 （陶器17 ・ 磁器13 ・ 揺鉢 5 ） 。 ほとんどの遺物は小破片で実測可能なも

のは少なかった。
1 ~ 9は13層～岩盤面上から出 土したもの。 1 は瀬戸 ・ 美濃系と思われる灯明JIIl受けJlILで受けは口縁

より低い。 2 は灯明JIIL上JIILで産地不明。 3 は産地不明のJIILで内面に草状の文様を配する。 4 は越前 山内

の緑釉碗と思われる。 5は堺系の揺鉢。 6 · 7は常滑 ・ 甕。 8 はかわらけで器 肉が厚く粉っぽい。 9は

平瓦で凸面の叩き 目 は残っていない。

10は溝 l から出土している砥石で方柱状を呈する中砥である。 11 · 12はかわらけで11は ピ ッ ト 43、 12
は ピ ッ ト 122から出土。 13は瀬戸美濃系の揺鉢で火を受けている。 ピッ ト 30から出土。
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図 4 出土遺物

番 号 種 類 計測値 単位cm、 ( ） は復元 特記事項

l 瀬戸 ・ 美涙 ？ 口 径 (7. 8) 底 径 (3. 5 )  器 高 (2. 0 )  胎土 淡黄褐色 釉 黄灰色
灯 明 JIil受けJIil 受 け 径 ( I . 6) 受 け 高 ( 1 . 6) 

2 
産地不明 口 径 ( 10. 6) 底径 (6. 6) 器高2. 0 胎土 灰色 釉 茶褐色
灯 明 ITll上JIIL ? 

3 
産地不明 口 径 ( 1 1 . 3)  底径 (6. 1 )  器高2. 4 胎 土 淡 黄 褐 色 釉 灰 褐 色 内 面 に 植 物 文 様 （ 茶 褐

色 ） 目 痕あ り

4 肥前山 ノ 内窯 胎土 淡黄褐色 釉 不 透 明 （外） 雄緑色 （ 内 ） ク リ ー

緑釉碗 ム 色

5 堺系 抽鉢 口径 (28. 8) 胎 土 ・ 器 表 と も に暗赤茶褐色

6 常滑 甕 胎土 II音灰色 器表 暗茶褐色

7 常滑 甕 胎 土 II音灰色 器表 暗茶褐色

8 か わ ら け 口 径 (9. 1 )  底径 (6. 7 )  器高3. 2 胎 土 淡橙色

， 平瓦 原 さ 2. 5 胎 土 淡褐色

10  砥石 （ 中砥） 残存長7, 2 頁岩 ・ 淡黄灰色 4 面使用

1 1  か わ ら け 口径 (8. 2)  底径 (5. 9)  器高2. 4 胎士 淡橙色

1 2  か わ ら け 口 径 (9. 9)  胎土 橙褐色

1 3  瀬戸 ・ 美涙系揺鉢 底径 ( 1 1 . 0)  胎土 淡黄褐色 釉 小豆色

表 遺物観察表
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第 四章 ま と め

本調査地点は台字西 ノ 台1624番 3 外地点 （図 1 -2 ) に続き、谷戸の奥の調介であった。 調査範囲が
狭く、遺物も小破片がほとんどで遺構の年代を特定するのは難しい。 が、遺構検出時の出土状況等から
中世後半以 降と思われる。 本地点と台字西 ノ 台1624番 3 外地点は約30mと至近距離にあり、遺構の方向

性 （溝） はほぼ同 ーなものの、連続性は認められなかった。
台 山遺跡内で中世の遺構が確認されている地点は以下の通りである。

台 山 藤源治遺跡 ( 1 次） ． ． ． ． ． ． ． ． 削 平面、道路 [14世紀～16冊紀］

台 山 藤源治遺跡 ( 3 次） ． ． ． ． ． ． ． ． 削 平面、柵列、切り岸 ( 2 段） 、道路 [14世紀中葉～後菓］

台字西 ノ 台1624番 3 外地点 . . .

台字西 ノ 台1627番地点 （本地点）

・溝状遺構、落 ち込み遣構、 ピ ッ ト ［中懺後半］
・溝 （道路）、土堀、 ピ ッ ト 8

8 地点の調査で中世遺構は 4 地点で検出されていて、台 山藤源治遺跡 ( 2 次） ・ 山 ノ 内字藤源治874番

2 地点と上記のあわせて 6 地点で14~16世紀代の遺物が出土している。 宗棗氏は台 山藤源治 ( 3 次） の

ピッ ト 中から密教系法具である銅製の六器1lilが出土していることと、遺跡地周辺の宗教施設等の存在か
ら、中世期に遺跡地 （台 山 藤源 治遺跡 1 ~ 3 次） に寺院が存在していたと想 定している。 また、大河内

氏は小字 「藤源 治 （ ト ウ ゲ ン ジ） 」 の語源を 「新編相模国風士記稿』 「徳泉寺蹟」 の項にみえる 「東現寺」

と推定している。 以上のよ う に、台 山遺跡の丘陵南東部は中世鎌倉の北の境界 的要素を有していたこと
が う かがわれる。本調壺地点付近は丘陵の裾部にあたり、調査例も 2 カ 所と僅かなことから今後の調壺

の進展に期待したい。

《参 考 文 献》

丑野 毅 1 974年 「神奈川 県鎌倉市台逍跡調査報告」 『人 文科学科紀要j 第59輯 東京大学教性学部人文科学科

手塚直樹ほか 1 985年 『台山藤源治遺跡』 台 山 藤源治辿跡発掘調究団

斎木秀雄 · 宗盗秀明 1 985年 「台山遺跡」 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調壷報告書:J 1 鎌倉市教育 委 員 会

韮林美男 ・ 新国哲也 1 988年 「台山追跡」 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書』 4 鎌倉市教育 委 員 会

大 上 周 三 1 992年 「台山逍跡」 「鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書』 8 鎌倉市教育委 員 会

宗巖秀明 1 993年 『 台 山藤源治逍跡 ー 第三次調壺報告 ー 』 台 山逍跡発掘調査団

大河内勉 1 996年 「 台 山 藤源治逍跡 ー 第 2 次調査報告 ― j 台 山逍跡発掘調壺団
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報 告 書 抄 録

ふ り が な か ま く ら し ま い ぞ う ぶ ん か ざい き ん き ゅ う ち ょ う さ ほ う こ く し ょ

書 名 鎌倉 市埋蔵文化財緊急調奇報告書

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名 鎌倉市埋蔵文化財緊急調壺報告書

シ リ ー ズ 番 号 13  

編 著 者 名

編 集 機 関 鎌倉市教育 委 員 会

所 在 地 鎌倉市御成IIIJ18番10

発 行 年 月 日 西暦1997年 3 月

ふ り が な ふ り が な コ ド 北絲 東経 調査面積

市町村 遺跡番号
° ' ”  0 ' "  

調査期 間 調 壺 原 因
所 収 遺 跡 名 所 在 地 m' 

だ い や ま いせ き
台 山 遺 跡 神奈川 県鎌倉市台字 204 No.29 950619~ 56 自 己住宅建設

西 ノ 台 1 627番 950706 に 伴 う 事前調

所収追跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 辿 構 主 な 逍 物 特 記 事 項

台 山 追跡 集 落址 中 世 ピ ッ ト か わ ら け
土堀 常滑窯製品
溝状逍構
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ざ い も く ざ ま ち ゃ い せ き

材木座町屋遺跡 (No.26 1 )

材木座三 丁 目 364番 l 外地点
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例 ロ

1 . 本報は鎌倉市材 木座 三 T § 3 64番 l 外地点にお

ける埋蔵文化財発掘調査報告である。

2 . 発掘調査は個 人専用住宅建設にともな う 国庫 補

助事業として、 1995年 6 月 19 日 ～ 同年 7 月 29 日

にお こなわれた。 調査面積は100m'である。

3 . 調査体制は次のとおり

担 当 者 馬淵利雄

調 査 員 太 田 美知子 ・ 山上玉恵 ・ 渡部律子

（資料整理） ・ 及川 加代子（同前）

調壺補助員 丹行正・坂倉美恵子・ 岡 陽 一郎・

兼行侠枝 （資料整理）

調査参加者 岸名富雄・斉藤栄一 • 山 下 俊明・

簑 田 孝善 ・ 長島 三男 ・ 渡辺鉄雄

4 . 本報作成分担は次のとおり

遺構図整理 丹

同墨入れ 丹

遺物実測 渡部 ・ 及 川 ・ 兼行 ・ 太 田 ・ 馬 淵

同墨入れ 馬 淵

遺物計量 兼行 ・ 丹

表 作 成 兼行

遺物写真撮影 太 田

原稿執錐 馬 淵

編 集 馬淵

5 . 出土遺物等、 本発掘調査にかかわる資料は鎌倉

市教育委員 会が保管している。
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第一章 調介地点概観
1 . 位置と地勢
鎌倉旧市街は、 三本の幹線南北道路と、 それに直交する数本の東西道路により構成される。 南北道の

中心は 「若宮大路」 で、 西側に 「今小（大） 路」 、 東側に 「小町大路」 が通る。 中世期にこれらの南北
道が海岸方向にどこまで延びていたか検討の余地があるが、このう ち最も悔岸寄りを通る東西道路が小
町大路と交差する場所は、近在の寺院の名称が冠せられ、 九品寺交差点と呼ばれている。 調査地点はこ
の交差点の約100m北に位置する。 地番は鎌倉市材木座三丁 目 364番 l 外地点。

付近 一帯は、鎌倉の平野部を形成する滑 川 扇状地の東南の 一隅にあたり、 現在の海岸まで300mほど
の距離にある。 海抜は地表面で 6 m前後。 また、先年おこなわれた北東250mにある能蔵寺跡の発掘調

査の結果、この辺りの地層は東の 山 裾まで海成砂層であったことがわかっている。

中世期鎌倉の海岸線が現在よりもだいぶ奥まで湾入していたことは確実だが、この点について、 近 年
斉藤直子は次のよ う にいっている。

( 1 ) 滑川の河口は、かつては現在よりも400~500m 東寄りにあり、このことは17世紀後半まで遡れ
る。 また、 現河口へと移されたのは1829年 頃から幕末にかけての間である。

( 2 ) 海岸部には砂丘（砂朴1 ) が形成されていたが、 それは遅くとも15世紀の中頃にはその上に堂が
建てられるまで に 安定していた。

( 3 ) 鎌倉期には、 海岸砂丘の内側 （陸側） に広い潟湖が存在していた。
斉藤のこの意見は、 先に紹 介した九 品 寺交差点付近から海岸にかけての一帯が、 現在でも標高12m 程

, ．9 9·· · · ・／ ゞ,. 0 2km 

図 1 調査地点の位置
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感応寺址

0 10 

図 3 調査地点位置図 （拡大・ 1 /500) 

度の微高地になっているこ と や、潟湖推定範囲のなかに古い来歴をもつ 寺院が存在しないこ と からも、

いちおう首肯できる。 そしてそうだ と すれば、調査地点は潟湖のだいたい東辺に位置するこ と になり、
現在の実感よりもはるかに水辺に近かった と いえる。

2 . 歴 史的環境

鎌倉の海岸地帯では、これまで主に滑川 対岸の 由比ケ浜地区では頻繁に発掘調査が行われてきた。 し

かし材木座地区では少なく、谷戸部を除く と 本調壺は 4 例 目 に過 ぎない。 これらの調究結果からみて、
調壺地点付近で人の生活痕が認められるようになるのはおおむね律令期 と みてよい。

鎌倉に源氏が入るのは11槻紀なかばのこ と で、康平六年 (1063) 頼義が石清水八幡宮を勧請して建て

た由 比若宮は、ここから約500m北に位置する。 以後、鎌倉時代前期 ごろまで材木座 一帯の消息は、よ
く伝わらない。

『吾妻鏡』 建保四年 (1216) 6 月 15日 によれば、将軍実朝は宋人 陳和卿 と 面談し、渡宋用の 「唐船」
修造を命 じた。 翌建保五年 4 月 17日 、完成した船を進 水させよう と したが、不首尾に終わった。 『吾妻

鏡』 は失敗の理由を、由比浦が唐船の出人りに不向きであったからだ と している。 貞応二年 (1223) 成

立の紀行文 『海道記』 には 「湯井浜」 （ 由 比ケ浜） に停泊する船のに ぎわい と 、浜の 「東南角 ノ ー 道」
に蛸集する商人たちのこ と がみえる。

執権北条泰時の貞 永元年 (1232) 、本地点から700mあまり南の飯島崎に、念仏僧往阿弥陀仏の勧進に

より利 賀江港が作られた。 「為無舟船着 岸煩、可築和 賀 江 嶋 之 由 」 と 泰時に願い出た と いう。 狭くなっ
たのか、遠浅で大船の接岸に不向きだったのか、おそらく両方が理由であろう。 と する と 、やや話は逸
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れるが、陳和卿の唐船とはよほど大きなものだったのだろうか。

建長三年 (1251) 、鎌倉幕府は市内に七 カ 所の商業地区を指定した。 和 賀江はそのう ちの ひとつとな
る。 文永二年 (1265) に幕府は再度の商業地指定をするが、このとき和賀 江は指定から外れた。 鎌倉を
海岸部とそれ以外の地区という二分法で分けた場合、幕府はただ ひとつ海岸部に含まれる和賀 江を放棄

したことになる。 その意味は、この法令の時点で、幕府は海岸部における商行為の統制から手を引いた
ということである。 この点は以前にも何度か書いたが、もう一 度簡単に触れておきたい。

よく知られているように、鎌倉時代後期の海岸部 （前浜 ・ 浜地） は西大寺流律宗の極楽寺が殺生禁断

を布令して検断権を有するところとなり、和 賀 江の維持・管理も忍性以来極楽寺長老に任 さ れていた。

西大寺律が浜に弘通するのは、弘長二年 (1262) 、叡尊が関 東 下 向したとき だと考える。 そして、文 永

二年の森業地の再指定で和 賀 江が除かれたとき、浜での権益が極楽寺に移ったのである。

調査地点北東300mにある材木座鎖守五所神社には、市指定文化 財の弘長二年銘板碑 （「倶利迦羅明王

板碑」 とも） がある。 灰黒色粘板岩の常総型で、もと近在の感応寺（廃寺） に所在していた。 この板碑

について筆者は、弘長二年の西大寺律の前浜弘通を示すものとかつて書いた。 なお感応寺は調企地点向

かい側の材木座公会堂の辺にあったという。
材 木座から東の 山塊にかけては、おもに鎌倉時代後期、新善光寺 • 最福寺 • 最宝寺・光明寺など念仏

系 寺 院が多く集まる空 間となっていた。 また北条高時の開いた禅寺の崇寿寺、先の五所神社板碑が元あ
った真言宗醍醐三宝院流の感応寺もあり、和賀 江に近いこの付近は、当時寺院の集中する、特異ともい
える宗教空間が形成 さ れていたらしい。 これらはすべて廃寺化、あるいは別の場所に移転している。

なお、調査区から少し南の九品寺には永仁 四 年 (1296) 銘石造 薬師如 来座像があり、これについて赤

星直忠は、箱根精進池畔の石仏群中の像に似ているといっている。 箱根のものは極楽寺忍性作と さ れて

おり、赤星の評価が正しければ、九 品寺像も彼に関係する可能性がある。 この一帯の特殊な宗教的あり
方も、前浜における西大寺律の弘通と何かしらのつながりを見出すことができるかもしれない。

明治 四 十一年 (1908) 、乱橋村と材木座村が合併してこの辺は東鎌倉村大字乱橋材木座となった。 こ

のとき、乱橋村鎮守の三 島神社の地に近在の四社を合祀して、現在の五所神社が建てられている。 五所
神 社には、鎌倉の代表的古謡である 「天王唄」 が伝わる。 文言からみてその成立はおそらく近軋を遡ら

ないだろうが、この唄は中槻以 来の伊勢と鎌倉間の太平洋交通の様子をよく伝えている。 これについて
は別に書いた。 なお材木座の地名は近世を初見とする。

注

l 馬淵利雄 1995 「能蔵寺跡 一 材木座五所神社境内所在遺跡の発掘調査 ー 』 鎌倉市教育委 員 会

2 斉藤直子 1 995 「 中泄前期鎌倉の海岸線 と 港湾機能 」 『 中世東国の物流 と 都市』 山 川 出版社

3 a 馬淵和雄 1 99 1  「都市の周縁、 ま た は周縁の都市」 『 青 山 考古』 第 9 号 青 山 考古学会

b 馬淵和雄 1 994 「武士の都 鎌倉 一 その成立 と 構想 を め ぐ っ て 一 」 「都市鎌倉 と 坂東の海に暮 ら す』 （ 『中世の風景 を 読

む』 2 ) 新 人物往来社 ほ か

4 馬淵和雄 1 995 「浜 と 板碑 ー 五所神社蔵弘長二年銘板碑の意味 ー 」 注 1 前掲書 35頁

5 高橋慎一朗 1 995 「中 世 鎌倉 に お け る 浄土宗西 山義の空間」 『 中 世の 空 間 を 読む』 吉川 弘文館

6 赤星直忠 1 959 ［鎌倉市史 考古絹j 吉 川 弘文館456頁

7 注 1 馬淵前掲書 3 · 4 頁 な お 唄の文句 に あ る 「 わかの浦」 に つ い て 、 注 ］ 前掲書中 で 「 ど こ で あ る かは分か ら な い」 と

書い たが、 お そ ら く 紀州 の それで あ ろ う と 訂正 し た い。
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第二章 調介の概略

1 . 調査 に い た る 経緯

この点については、 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書』 12 （ 第 1 分冊 鎌倉市教育 委 員 会1996) 所
収 「平成 7年度調資の概観」 を参照 してほ しい。

2 . 方眼設定方法
調査の便宜上、 県道 （小町大路 ？ ） 側を東、 海岸側を南と仮称することに した。
まず、 北西調壺区外に任意点を設定 し、 それを原点A-1 と した。 ここから東に向かい南北軸を、 南

に向かい東西軸を 5 m ごとに派生させ、 前者に算用数字を、 後者に大文字 ア ル フ ァ ベッ ト の呼称を付 し

た。 ただ し調査区が狭いため、 区内を実際に通過するのは、南北は 2 · 3 軸、 東西は B 軸のみである。

／ゞ／
ミ

□
m

o �um 

市三級＝＋応
No.534 

図 4 方眼設定図
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各方眼区画の名 称は北西角の軸線交点で表される。 また、 東西軸は測量の便宜を考慮して調杏区長軸に

平行させたため、 経緯方向に一致しない。

南北軸方 位N -22° 33' -E。

illlI 線交点 B-2 の 位置はつ ぎのとおり。

東経 139° 3 3' 20" 

北緯 35° 18 ' 16" 

この方眼は次のよ う に鎌倉市三級基準点No.53412、 および四級碁準点 D 009に連結している。

B- 4 東 2 mの B軸 上に任 意 点 V.P. 01をおいた。 こ こから D 009までは距離 3 6. 05m、 B軸との 角 度

は時計回りで93° 07' 20" である。 またNo.53412まで19.376m、 角 度は反時計回りで92° 0 8 ' である。

また、 こ こからさらに16 3° 24' 反時計 回 りに進 んだ軸線上17. 395mの場所に、 も う ひとつの任 意 点

V .  P .02を派生させ、 補助点とした。 この点はD 009まで19.512mの 位置にある。

3 . 調査の概要 と 経過

調査は1995年 6 月 19 日 から、 同年 7 月 29 日 までを要した。 調査面積は100面である。

調査区は敷地のほとんど全面にわたるので、 残 土の場外搬出のための空 間を確保する必要があり、 調

査を二期に分けた。 すなわ ち 当 初は、 東側の道路に接した部分を幅 3 mほど掘り残して、 以西で作業を

進め、 の ち 東側の作業をお こな う 。 このとき排土は西側の調査区に置く。 このよ う な手順を余儀なくさ

れたので、 西側調査区と東端部を一緒に写真撮影する ことはできなかった。

建設工事にともな う 掘削 深 度は地表下195cmである。 そのため調査の掘削 深 度にもそ こまでの規制が

あった。 しかし中 世層については、 かなり広い範囲にわたって この深度までで基盤層を確認する ことが

できた。

鎌倉市教育委員 会の試掘調査により、 現地表下約70~ 80cmまで、 近・現代の整地層 が 及 んでいる こと

が判 明していた。 そ こでまず、 当 初の二 日 間 で地表下70cmまで重機によって排土した。

以下人力によって順次作業を進めたが、 おりしも梅雨の真っ最中であり、 また悔岸に近い こともあっ

てか、 予想以上に湧水が 多 く、 海成砂層に掘り こまれた遺構はた ち ま ち 崩 落していく ことがしばしばあ

った。

以下、 順次作業を進めていった。 作業の節目を 日 誌から抜粋して記す。

6 月 24 日 （土） 甚準点設置

7 月 19 日 （水） 西側の全景写真撮影

7 月 21日 （金）

7 月 28 日 （金）

7 月 29 B （土）

東端部掘削 開始

東端部地山面写真撮影

機材撤収， 現地作業終了
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第三章 調介結果

第 1 節 概要

1 . 層序 と 遺構面の概略

厚さ70~80cm ほどの近 ・ 現代の客士層を除去すると、 中 ・ 近 世の包含層となる。 この層は海岸の砂そ

のもので、 これ以 下もすべて砂層となる。

すでに層 位的にはこの付近から切り込まれた遺構もあるが、 攪乱が非常に 多 く、 本格的な検出はも う

20~ 30cm ほど下げなければならない。 すると、 生活面 自 体はそれほど明瞭ではないが、 遺梢の検出が可

能となる。 部分的に追存している生活面構成土は、 灰～黄褐色の砂であり、 人 工遺物のほか、 自 然遺体

も 多 く含む。 この面では井戸など近世の遺構も検出されている。

遺構は複雑に切り合っており、 ほぽ全面がその堆積土となって連続的に検出されるため、 生活面はほ

とんど残っていなかった。 また、 したがって、 調査中に追構を層 位から群別する ことは難しかったが、

整理の際の検討により、 中 世期に属する遣構をい ち お う 上層遺構群 ・ 下層遺構群の二群に大 別した。 た

だし、 以下の個 別 記載では上下の区別をしていない。 なお、 整理の結果、 消 滅した逍構もいくつかある

が、 整理時の混乱を避けるため、 欠番はそのままにしておいた。

上層逍構群としては、 竪穴建物 6 ・ 方形土城4 . 土堀 7 . 柱穴様小 落込み約50がある。 また炭化物の

散在した部分や、 暗黄 灰色の粘土を叩き締めた土間 状の面などが検出された。

下層遺構群としては、 竪穴建物4 . 方形土堀 1 . 土城 8 . 柱穴様小 落込み約6 0がある。 柱穴様小 落込

みの う ち い く つかには規則性が認められ、 掘立柱建物の一部である可能性もある。

2 . 出 土遺物の概要

縄文時代から近代まで、 合成樹脂整理箱で約 30箱 ほどの出土遣物があった。 土器 ・ 陶磁器 ・ 鉄製品 ・

石製 品などがある。 木製 品は、 土層が砂で構成されているためとみられるが、 ほとんどなかった。 詳細

な内訳は本文末の出土遺物組成表に譲る。

第 2 節 検出遺構 と 出 土遺物

1 . 井戸

井戸 1 （ 図 7 )

l -Aにあり近 世後期に属す。 直径1.7m前後の掘方中に、 弧状に成形した泥岩を積み上げて井戸枠

にしている。 底部近くには木桶の溜まり部が遺存していたが、 厳しい掘削 深 度規制があり、 全体を底部

まで掘り出す ことはできなかった。 現状で確認面からの深さ約1.8m。

2 . 竪穴建物

竪穴建物 1 • 4 （ 図 8)

調壺区西南角 1 -Bで、 重複して検出された。 当 初検出した 1 の掘 削 途 中、 ほぼ重なる 位置にも う l

基ある ことを確認し、 竪穴建物4とした。 4が 1 を切る。
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図 6 土層説明 （東西 ・ 南北土層図共通） ］ ． 表土 2 . 炭化府 3 . 茶褐色土 （ 一部暗灰褐色粘土含む） 4 . 暗灰褐色土
5 .  I I音茶褐色土 6 . 明灰褐色土 7 .  II音黄灰色土 8 . 茶褐色土 9 . 明灰褐色粘土 10. II音茶褐色土 1 1 . 明 茶灰色土

12. 茶褐色土 1 3. 暗灰褐色粘質土 14. 方形土堀 1 15． 明 茶褐色砂質土 1 6. 茶褐色土 1 7. 黄灰色砂質土 （泥岩粒子多 い ）

18. 茶褐色砂質土 19. 明黄灰色砂質土 20. 暗茶灰色砂質土 2 1 .  I I音茶褐色土 22. I I音茶褐色土 23. ll音黄褐色砂質土 24. 
暗灰褐色土 25. II音黄褐色砂質 土 （以下32 ま で竪穴建物 6 ' 図 10参照） 26. 炭化陪 27. 黄灰褐色砂質土 28. 焼土 29. 灰

茶褐色砂質土 30. 灰陪 31 .  II音灰褐色砂質土 32. II音灰色 粘 土 33. 茶褐色砂質土 34. 灰褐色土 35. II音灰褐色粘質土 ( II音
黄褐色 砂 と の混土， 土堀埋土） 36. II斉黄色砂 37. 灰褐色粘質土 38. II音灰褐色砂質土 （土城 5 ) 39. II音灰色粘土 40. 灰
茶褐色土 4 1 .  I I音灰 白 色砂質土 42. 灰褐色砂質土 43. 明灰褐色砂質土 44. 土城13 （ 図 1 7参照） 45. 明黄褐色砂質土 （ 土
城 1 2 ) 46. 小 落 ち 込み （以 下52 ま で図 8 参照） 47. 同 前 48. 竪穴建物 4 49. 小 落 ち 込 み 50. II音褐色粘質土 5 1 . 暗灰

褐色砂質土 52. 竪穴建物 8 53. I I音褐色砂質土 54. 小 落 ち 込み （以 下61 ま で図 1 3参照） 55. 同 前 56. II音褐色砂質上 57. 
土堀埋土 58. 小落 ち 込み 59. 土堀埋土 60. 土堀14埋土 61 . 竪穴建物 9 62. 褐色砂 63. II音褐色砂質土 （粘土 ・ 貝粒子
を 含 む） 64. 土城20 （以下67 ま で図 13参照） 65. 土城 6 · 7 66. 竪穴建物 1 1 67. 灰褐色砂質土

1 は深 さ 22cm、 4 は深 さ 50cm。 大 き さ は 、 半 ば以

4 の 東西 に つ上 調 査 区 外 に 出 て い る た め 不 明 だが、

い て は 、 底 面 の根太 の痕跡か ら 、 約 4 m 前 後 に 復元

さ れ る 。

出 土遺 物 に は 土 師 器 ・ 常滑 こ ね 鉢 ( II 類） ・ 瀬 戸

1 · 4 と も に 鎌倉時代後期 に・ 鉄製 品 な どがあ り 、

属 し て い る 。

竪穴建物 2 （ 図 9 )

上記竪穴建物 1 · 4 の す ぐ東側 2 - B に あ る 。 東

西5. 2 m で 、 南 側 の 大 半 は 調 査 区 外 に 出 て い る 。 深

さ 26cm。

出 土遺物 に 図示 し う る も の は な か っ た 。

竪 穴 建物 6 （ 図 1 0 ~ 12)  

調 査 区 東寄 り の 2 • 3 - A · B に あ る 長 方 形 の 竪

穴建物。 西側 を 攪乱堀 に 削 ら れ、 東北角 が少 し 調 査

区 外 に 出 て い る が、 現状 で 東 西 1 0. 8 m 、 南 北6. 7 m  

ほ どの 規模 を 持つ 。 深 さ 約50cm。

壁 際 の 底 面 に は 、 切石 を 据 え た と み ら れ る 幅25~

40cm の 浅 い溝が巡 っ て い る 。

は 暗灰 色 の粘士が薄 く 敷か れ て い た痕跡があ る 。

出 土遺 物 は 多 彩 で 、 床 面 に 土師器がか な り 散在 し

て い た ほ か、 常滑 ・ 瀬 戸 な ど の 国 産 陶 器 、 青磁 • 黒

ま た 、 床 上 7 ~ 8 cm に

釉 陶 器 な ど舶 載陶器、 砥石 ・ 土製 品 ・ 釘 ・ 銭 な どが

あ る 。 瀬 戸 の な か に は 仏像か何かの蓮台 と み ら れ る

（ 図 1 2 - 59) 。 遺 物 の 年代 は 、 手 づ く ね

土 師 器 （土師器 T 種） の存在 を 下 層 か ら の 混入 と み

れ ば、 お お む ね鎌倉時代後半 ～ 末期 に 納 ま る 。

（ 図 8 )

前 出 竪穴建物 1 · 4 の 下 に 検 出 さ れ た 遺構 で、

も の も あ る

竪穴建物 8

1 .  
黄灰色の砂

（裏込 め ）

B北1 m
／どご

" 

以下掘削不能

1
東
1
m

- 5.00m 

壁 は泥岩の切 り
石で積 ん だ 円 筒
形 、 井戸底 に 桶
を 据 え る 。

位置 1 -A 
主車III方向 N-38°-W 
最大内径 75cm 
底部径 （据桶） 52cm 

゜ 1 m  

図 7 井戸 1

や
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竪穴建物4の土層 は竪穴建物8 を 参照
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/
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竪穴建物1 出土遺物

0 2m （ 遺構）
7 

竪穴建物4出土遺物

竪穴建物
1

位 置
判I方位
平面形
規 模
深 さ
特記事項

1-B 
N - 105° - E 
隅丸長方形
( 3 ) mX ( 7 ) m 
22cm 
竪穴建物4に 切 ら れ る

竪穴建物4

位 置
軸方位
平面形
規 模
深 さ
面 梢
特記事項

1-B 
N - 1 1 1° - E 
隅丸長方形
(2.3) m X  (7.5) m 
50cm 
( 17.25) m' 
竪穴東西床面 に根太木 を
据 え た 痕 あ り 、 竪穴建物
1 を 切 る

゜ 1 0cm （遺物）
0 0 - . : | ｝ 

l `o ミ`［三二：：ロロ］竺悶'd'

l. 暗褐色粘質土 粘性弱い シ ル ト 岩粒子多屈 竪穴建物4骰土
涵応紀． 9 ． ． i R 

2. II音褐色砂質土
3. II音褐色粘質土

［
言言：［；ら悶 く し ま っ て い る］

拉穴建物8毅土

ー／＞
1 0 

竪穴建物8

位 置
軸方位
平面形
規 模
面 梢

1 - B  
N - 105° - E 
隅丸長方形
( 4 ) m X  9.3m 
(37.2) m' 

／ 
戸 二 （ 二ニ 1 3 :1-4-

図 8 竪穴建物 1 • 4 • 8 
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はり南半部 は調壺区外に出ている。 東西9.3mほどで、 深さ は約40 cm。
出土遺物に は 土師器 ・ 瀬戸 ・ 青 白 磁水注 ・ 骨製絆などがあるが、 年代的に鎌倉末期から南北朝期のも

のまで含んでおり、 竪穴建物 1 · 4 、 あるい は他の上層の遺物が混入した可能性もある。
竪穴建物 9 （図13)

竪穴建物 8 の東隣、 同 2 の下に検出された。 南側 は調在区外にある。 東西4.8mで、 深さ は規制深度
よりも下にいくが、 現状までで55cm以上ある。 規模からいっ て後述の土城 8 に共通しており、 土堀 と い
っ ても差し支えない。

出土逍物に は 土師器 ・ 瀧戸 ・ 青磁などがある他、 直径2. 2 cmの水 晶製念珠 （爵指） がある。 他の数珠
玉 は発見されなか っ た。 青磁に古い様相のものがみられるが、 おおむね鎌倉時代後期 と み て 大過なかろ

゜
、
つ

竪穴建物11 （図13)
竪穴建物 9のさらに東側にあり、 これも南半部 は外に出ている。 これらの点からみて 、 本地点の竪穴

建物が大体この辺に並んでいるこ と がわかる。 東西9.4m 、 深さ75cm。

出土遺物に は 土師器 ・ 常滑 ・ 瀬戸 ・ 貿 易 陶磁 ・ 土製品 ・ 鉄釘などがあるが、 これもほかの竪穴建物 と
同様、 鎌倉時代後期～ 末期に属する。

竪穴建物出 土遺物 （図14)

竪穴建物 3 · 5からの出土遺物を図示しておいた。 前者からは 口縁部内面に凸帯の付いた瀬戸の鉢、
後者から は土師器のほか、 青磁や火打金が出土している。

3 . 礫集中部 （図17)

A - 2  · 3 付近に、 凝灰質砂岩や シ ル ト 岩、 安 山岩などが散在した状況がみられたので示しておく。
床面からは若干浮いているが、 位置からい っ て 竪穴建物 6の埋土中に投棄されたものかもしれない。

4 . 方形土堀

方形土堀 1 （図15)

調壺区東寄りの 3 -B 交点付近に竪穴建物 6を切る形で検出された。 東西に長い長方形で、 東辺の方
が西辺に比べ、 やや短い。 西辺1.4m 、 東辺1.05m 、 東西2.2m。 深さ33 cm。

出土遺物に は 、 土師器 ・ 常滑こね鉢 ・ 瀬戸 ・ 銭などがあり、 大体鎌倉時代末 と み てよい。
方形土堀 8 （図16)

調査区中央部北寄り 2 -A にあり、 北側は調査区外に出ている。 整 っ た矩形を呈し、 東西2 .13m 、 深
さ23 cmの規模をもっ。

出土遺物には図示しうるもの はなか っ た。

方形土堀出 土遺物 （図15)

方形土城 2 · 4 · 5出土逍物を提示する。 2 から は 土師器 ・ 貿 易 陶磁 ・ 常滑などが、 4 からは 土師器
・ 白 磁 口 はげ皿 ・ 鹿 角 製 品 未成品などが出土。 5からは線刻のある砂岩片が出土している。 全体に舟形

をしているが、 性格等について は不明。

5 . 土城

土堀 9 • 10 （図16)
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＼ 竪穴建物2i ヽ

I l_, 
l 位 置 2-BB南3m

軸方位 N- 71° -W ー•
| ! 平面形 隅丸方形
2 さ 26cm 

規 模 5.2mX (1.2) m 5.00m 
面 積 (6.24) m' •一 ゜ 2m 

図 9 竪穴建物 2

立I収
土 師 器 ．

寸法 口径14. 0cm 底径8. 0cm 器高3. 25cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナデ 外底部 回転糸切 り 痕
ノrら＼ 1 

胎上 砂粒 針状物質含む 色 調 橙色 焼成 良好 備考 板状圧痕あ り

物 寸法 口 径 ( 13. 0cm) 底径8. 3cm 器高3. 5cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナデ 外底部 回転糸切 り 痕
1 2 土 師 器

胎 土 砂粒 針状物質含む 色調 暗橙色 焼成 良好 備考 板状圧痕あ り

士 師 器
寸法 口 径9. 4cm 底径5. 4cm 器高2. 4cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナデ 外底部 厠転糸切 り 痕

3 
胎 土 砂粒 針状物質含む 色調 橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕あ り

瀬 戸 寸法 口 径 (5. 6cm) 成形 ロ ク ロ
4 

碗 胎土 黄灰色 微気孔有 り 釉 薬 灰緑色透明 ハ ケ 塗 り 焼成 良好

5 鉄製品 釘 寸 法 残存長 (4. 8cm) 幅0. 55cm 厚 さ 0. 7cm 

表 1 竪穴建物 1 出 土 遺物観察表

立19又
6 土 師 器

寸法 口 径7. 8cm 底径4. 8cm 器高2. 0cm 成 形 ロ ク ロ 内底部ナデ 外底 部 回 転糸切 り 痕
穴 胎 土 砂粒 針状物質含む 色調 灰褐色 焼成 良好 備考 板状圧痕あ り 二次焼成 を 受 け る

物 常 滑 寸法 不 明 成形 輪栢
4 7 

こ ね鉢 1I 類 胎土 灰褐色 小石 白 色粒含む 色 調 II音赤褐色 焼成 良好

8 
骨巾 滑 寸法 不 明 成形 輪積
こ ね鉢 II 類 胎土 黒褐色 小 石 白 色粒含む 色調 II音赤褐色 焼成 良 好

表 2 竪穴建物 4 出土遺物観察表

竪 ， 士 師 器
寸法 口 径8. 6cm 底径4. 0cm 器高2. 4cm 成形 ロ ク ロ 内底部 ナ デ 外底部 回転糸切 り 痕
胎 土 砂粒 針状物質 赤色小粒含む 色調 橙色 焼成 良好

物 瀬 戸 寸法 不 明 成形 ロ ク ロ8 10  
折 縁 Jlil 胎土 灰黄色 微気孔有 り 釉 薬 灰黄緑色 透 明 漬掛け 焼成 良好

瀬 戸 寸法 口 径 ( 18. 0cm) 成形 ロ ク ロ
1 1  

折 縁 皿 胎土 灰黄色 微砂粒含む 灰緑褐色 透明 ハ ケ 塗 り 焼成 良好

12 
瀬 戸 寸法 口 径 ( 1 8. 4 cm) 底 径 ( 1 0. 0cm) 器高3. 25cm 成形 ロ ク ロ
折 縁 llll 胎 土 灰 白 色 微砂粒含む 釉薬 灰緑色 透明 i貨掛け 焼成 良好

13 
青 白 磁 寸法 不明 成形 ロ ク ロ 文様 肩 部 に 2 本の沈線
水 注 素地 灰 白 色 釉 薬 淡 青 白 色 透明 焼成 良好

14 骨 製 品 絆 寸法 残存長 (12 . 7cm) 幅 I . 4cm 原 さ 0. 25cm 獣骨

表 3 竪穴建物 8 出土遺物観察表
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物

6

位 賀
車Ill方位
平面形
規 模
深 さ
面 積
特記事項

亡 暗灰色粘土 （床面）

］ ．  暗灰色砂質土
2 .  II音灰色砂質土 黄褐色砂を 多 く 含んでい る
3 .  暗灰色砂質土 2 よ り し ま り な く も ろ い
4 .  暗黄褐色砂質土
5 .  暗灰色砂質土
6 .  暗黄灰色砂
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2.3-A.B 
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長方形
( 10.8) m X 6.7m 
50cm 
(72.36) m' 
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い溝が廻 る 。 ま た床
か ら 7 ~ 8 cmの高 さ
に暗灰色の粘土 を 敷
い た よ う な痕跡あ り

7 .  暗灰色砂質土
8 .  炭化物層
9 .  II音灰色粘土
10. 暗灰褐色砂
11. 暗灰色砂質土
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図12 竪穴建物 6 出土遺物 ( 2)

ほぽ同等の規模を持 ち、 調査区中央部 2 -Aに両者接して存在する。 いずれも長楕円形で、 浅い逆台

形、 も しくはす り 鉢形の断面 を 呈する。 新 旧の関係は確認できなかった。 同時存在である可能性があろ

う 。

大きさは 9が長さ1.23m 、 幅60cm以上、 深さ20cm、 10が長さ1. 35m 、 幅82cm以上、 深さ22 cm。
出土遺物には土師器・瀬戸・不明鉄製品などがあるが、 当 初 l 基の土城と認識して掘ってしまったの

で、 9 · 10いずれの土城に帰属するか、 確実ではない。 不明鉄製 品は、 先端が偏平に尖った細長いもの

で、 基部には、 おそらく握 り の部分とおぽしい木質が残っている。 鈷か何か、 漁具の一種 だろ う か。 全

体に13世紀 末～14世紀前半の様相を示している。

- 160-



竪
1 

物
6 2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 
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10 

1 1  

12 

13 

14 

15 

1 6  

1 7  

1 8  

19 

20 

21 

22 

23 

24 

土 師 器

土 0ili 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

士 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 r:li 器

土 師 器

土 師 器

土 帥 器

土 師 器

土 Bili 器

常 滑
こ ね鉢 I 類

常 滑
こ ね鉢 I 類

骨巾 1`，m 目

こ ね鉢 I 類

寸法 口 径 14. 0cm 成 形 手づ く ね 成形後口縁部 ナ デ
胎 土 砂粒 針状物質 貝粒含む 色 調 灰褐色 焼成 良好

寸法 不明 成 形 手づ く ね 成 形 後 口 縁 部 ナ デ

胎 土 砂粒 針状物 質含む 色 調 灰橙色 焼成 良好

寸 法 不 明 成 形 手づ く ね 成形後口縁部ナデ

胎 土 砂粒 針状物 質含む 色 調 灰褐色 焼成 良好

寸 法 口 径1 3. 6cm 底 径7. 5cm 器高3. 2cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部 回転糸切 り 痕

胎 土 砂粒 針状物 質 赤色小粒含む 色調 II音橙色 焼成 良好 備考 板状圧痕あ り

寸 法 口 径1 3. 4cm 底 径7. 8cm 器高3. 3cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部回転糸切 り 痕

胎 土 砂粒 針状物質含む 色 調 II音橙色 焼成 良 好 備 考 板状圧痕 あ り

寸法 口 径1 3. 4cm 底径8. 2cm 器高3. 2cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部 回 転糸切 り 痕

胎土 砂粒 針状物質含む 色 調 II音橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕 あ り

寸法 口 径1 3. 6cm 底径7. 8cm 僻高3. 3cm 成 形 ロ ク ロ 内底部ナ デ 外底 部回転糸切 り 痕

胎土 砂粒 針状物質 赤色小粒含む 色 調 灰橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕 あ り

寸法 口 径1 3. 7cm 底径7. 8cm 器高3. 3cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部回転糸切 り 痕

胎 土 砂粒 針状物 質 含 む 色 調 ll音橙色 焼成 良好 伽考 板状圧痕 あ り

寸法 口 径1 3. 2cm 底径7. 6cm 僻高3. 45cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部 回 転糸切 り 痕

胎土 針状物 質 砂粒 赤色小粒含む 色 調 橙色 備 考 板状圧痕 あ り

寸法 口 径 12. 4cm 底径7. 0cm 器高3. 2cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底部 回 転 糸 切 り 痕

胎 土 砂粒 針状物質 白 色粒含む 色 調 II音灰橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕 あ り

寸法 口 径1 3. 0cm 底径8. 0cm 器高3. 5cm 成形 ロ ク ロ 内底部 ナ デ 外底部 回 転糸切 り 痕

胎土 砂粒 針状物 質含む 色 調 橙色 焼成 良好 備考 板状圧痕 あ り

寸法 口 径 1 1. 2cm 底径6. 6cm 器高3. 1 cm 成形 ロ ク ロ 内底部 ナ デ 外底 部 回転糸切 り 痕

胎 土 砂粒 針状物 質 含 む 色 調 橙色 焼成 良好 備考 板状圧痕 あ り

寸法 口 径 1 1. 9cm 底径7. 6cm 器高2. 9cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部 回 転糸切 り 痕
胎土 砂粒 針状物 質含む 色 調 橙色 焼成 良 好

寸法 口 径 1 1. 2cm 底径5. 6cm 器高3. 1 5cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底部回転糸切 り 痕

胎 土 砂粒 針状物 質 含 む 色 調 橙色 焼成 良好 備考 板状圧痕 あ り

寸 法 口 径10. 9cm 底 径5. 7cm 器高3. 15cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底部 回 転 糸 切 り 痕
胎 土 砂粒 針状物 質 長 石 赤色小粒含む 色 調 橙 色 焼成 良好 備 考 板状圧痕 あ り

寸 法 口 径 11. 0cm 底径5. 8cm 器高3. 15cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底部回転糸切 り 痕
胎 土 砂粒 針状物質 赤色小粒 白 色粒含む 色 調 橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕 あ り

寸法 口 径 J O. 75cm 底径5. 6cm 器高2. 7cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底部 回 転 糸 切 り 痕

胎土 砂粒 針状物 質 赤色小粒含む 色 調 橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕 あ り

寸法 口 径11 . 2cm 底径6. 0cm 器高2. 95cm 成 形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部 回 転糸切 り 痕
胎士 砂粒 針状物 質 含 む 色 調 淡橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕 あ り

寸法 口 径8. 0cm 底径5. 0cm 器高2. 15cm 成形 ロ ク ロ 内底部 ナ デ 外底部 回 転糸 切 り 痕
胎 土 砂粒 針状物質含む 色 調 暗灰橙色 焼成 良好 備 考 板状｝王痕 あ り

寸 法 口 径7. 7cm 底径4. 2cm 器 高2. 4cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部回転糸切 り 痕
胎 土 砂粒 針状物 質 シ ルト岩粒 長石含む 色 調 暗灰橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕あ り

寸 法 口 径8. 4cm 底径5. 6cm 器 高 1 . 8cm 成 形 ロ ク ロ 内底部 ナ デ 外底部 回 転糸切 り 痕
胎 土 砂粒 針状物 質 含 む 色 調 灰 褐 色 焼成 良好 備 考 板状圧痕 あ り

寸法 不 明 成 形 輪積
胎土 砂粒 小石含む 色 調 II音灰色 焼成 良好

寸法 不 明 成 形 輪積
胎 土 砂粒 小石含む 色 調 灰褐色 焼成 良好

寸法 不 明 成 形 輪積
胎 土 砂粒 小石含む 色 調 淡灰褐色 焼成 良 好

表 4 竪穴建物 6 出土遺物観察表 ( 1 )
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竪
25 

6 26 

27 

28 

29 

30 

3 1  

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41  

42  

43  

44 

45 

46 

47 

48 

前 滑
こ ね鉢 I 頬

咄9 19 · l ‘)H i9. 

こ ね鉢 I 頬

常 滑
こ ね鉢 I 類

ギ9 1{J • 1  ‘)
9
i
,J 
l 

こ ね鉢 I 類

沖吊9 詐
‘,Iii,� 

こ ね鉢 I 類

常 滑
こ ね鉢 I 類

営 滑
こ ね鉢 I 類

常 滑
こ ね鉢 I 類

常 滑
こ ね鉢 II 類

常 滑
こ ね鉢 II 類

営滑 こ ね鉢 I
類 転用 砥石
S＂ ,'j• 滑

鉢

常 滑
広 口 壺

常 滑
辺瓦I 

常 滑
甕

4r与" 滑
甕

‘iit 滑
甕

常 滑
甕 転 用

咄巾• 詐‘)iJl 

爵 口 壺

‘常 滑
廊 口 壺

渥 美
こ ね 鉢

渥 美
字.!,a. 

亀 山

一材ム、Ii 
窯 不 明
こ ね 鉢

寸法 不 明 成形 輪積
胎 土 砂粒 白 色粒含む 色 調 淡灰褐色 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪栢
胎 土 砂粒 シ ル ト 岩粒含む 色調 灰 白 色 焼成 良好

寸法 不明 成形 輪積
胎 土 砂粒 小石含む 色調 灰褐色 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪梢
胎 土 砂粒 小石 白 色粒含む 焼成 良好

寸 法 不 明 成形 輪積後 ロ ク ロ
胎 土 砂粒 小石 白 色粒 含 む 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪積後 ロ ク ロ 外而体部下位ヘ ラ 削 り 高台貼 り 付 け
胎士 砂粒 小石 白 色粒 含 む 色調 灰褐色 焼成 良好

寸法 底径 ( 13. 4cm) 成形 輪積後 ロ ク ロ 外面イ本部下位ヘ ラ 削 り 高台貼 り 付 け
胎 土 砂粒 小石含む 色 調 灰褐色 焼成 良 好

寸 法 不 明 成 形 輪積後 ロ ク ロ
胎 土 砂粒 小石含む キ メ 細かい 色調 II音灰褐色 内面降灰 焼成 良好

寸法 不 明 成 形 輪柏
胎 土 茶褐色 砂粒 小石含む 色調 茶褐色 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪積
胎 土 橙色 小石 白 色粒含む 色調 橙褐色 焼成 良好

寸法 長 さ 5. 0cm 幅5. 0cm 厚 さ 0. 7cm 成形 輪積
胎土 灰褐色 砂粒 小石含む 色調 外面茶褐色 内而黄緑褐色 焼成 良好 備 考 砥石 と して転用

寸法 不 明 成形 輪積
胎 土 暗灰色 小石 白 色粒含む 色 調 II裔褐色の 施釉 焼成 良好

寸法 口 径1 7. 0cm 成 形 輪積
胎士 暗灰色 白 色粒含む 色調 ll音灰色 焼成 良好

寸法 不 明 成 形 輪積
胎土 灰褐色 小石 白 色粒含む 色 調 黒 褐 色 自 然釉 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪積
胎土 黒灰色 白 色粒含む 色 調 黒灰色 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪積
胎土 灰黄褐色 砂粒 小石含む 色調 内而 自 然釉 外面茶褐色 焼成 良好

寸法 不 明 成 形 輪積
胎 土 灰黒色

寸法 長 さ 7. 0cm 幅4. 5cm 厚 さ 1 . 0cm 
胎土 淡灰褐色 白 色粒含む 色 調 外面黒褐色 内面茶褐色 焼成 良好 備 考 砥石に転用

寸法 底径10. 0cm 成 形 輪積
胎土 灰褐色 砂粒 小石含む 色 調 灰茶褐色 焼成 良好 備 考 ス ス 付着

寸 法 底径10. 0cm 成形 輪秋 内面指頭押 さ え
胎士 II音灰褐色 白 色 粒 小石含む 色調 茶褐色 自 然釉 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪梢
胎土 砂粒 小石含む 色 調 灰 色 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪積
胎土 II音灰色 砂粒含む 釉薬 黒灰色 ハ ケ 塗 り 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪積 外面体部 格子の叩 き 目
胎土 瓦質 灰色 砂粒 白 色粒含む 色 調 暗灰色 焼成 良好 備 考 拓本あ り

寸法 不 明 成形 輪秘
胎 土 砂粒 小石 白 色粒含む 色 調 暗灰色 焼成 良好

表 5 竪穴建物 6 出 土遺物観察表 ( 2 )
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竪 瀬 戸
49 

人 れ 子
物 瀬 戸6 50 

小 1IIl 

瀬 F’ 

51 
碗

52 
瀬 戸

碗

53 
瀕 戸
折 縁 Jill

54 
瀬 戸

卸 Jj[l 

瀬 戸
55 

瓶 子

56 
瀬 戸
瓶 子

瀬 戸
57 

香 炉

58 
瀬 戸
酒会壷 菟

59 
仏 華 瓶
の 飾 り 部分

60 
瀬 戸
小 壺 盗

61  
竜 泉 窯

青 磁 碗

62 
竜 泉 窯

青 磁 小 鉢

63 
白 磁

碗

64 
士 鍋
鍔 付 き

65 
土 錘

66 砥 石

67 砥 石

68 鉄製品 釘

69 鉄製品 釘

70 銭

71  銭

72 銭

73 銭

寸法 口径8. 0cm 成 形 ロ ク ロ
胎 土 淡灰色 色 調 灰色 焼成 良好

寸法 口径6. 2cm 底径3. 2cm 器高1 . 7cm 成形 ロ ク ロ
胎土 灰 白 色 砂粒 小 石 含 む 気孔少 し あ り 色 調 黄 白 色 焼成 良好

寸 法 口径1 1 . 0cm 成 形 ロ ク ロ
胎 土 黄灰色 砂粒含む 釉薬 II音灰緑色透明 ハ ケ 裕 り 焼成 良好

寸法 口 径12. 4cm 底径5. 0cm 器高4. 75cm 成形 ロ ク ロ 外底部回転糸切 り
胎土 談灰黄色 砂粒含む 気孔あ り 釉薬 淡灰緑色失透 消掛け 焼成 良好 備考 二次焼成 を 受 け る

寸法 口 径 (32. 0cm) 成 形 ロ ク ロ
胎 土 黄灰色 砂粒 白 色粒 長石粒含む 釉薬 灰緑色透 明 ハ ケ 塗 り 後漬掛け 焼成 良好

寸法 口 径7. 5cm 底径6. 0cm 器高 (4 . 9cm) 
胎 土 黄灰色 白 色粒含む 気孔あ り 釉 薬 灰緑色失透 ハ ケ 裕 り 焼成 良好

寸法 口 径4. 4cm 成 形 ロ ク ロ
胎土 黄灰色 長石含む 気孔あ り 釉 薬 灰緑色 剥 落 焼成 良好

寸法 最大径 1 7. 4cm 成 形 ロ ク ロ 文様 外面体部に押印の菊花文
胎 土 黄灰色 小石含む 気孔あ り 釉薬 黒褐色半透明 消掛け

寸 法 底 径6. 0cm 成 形 ロ ク ロ 文様 線刻 の蓮弁文
胎土 黄灰色 気孔あ り 釉薬 緑褐色透 明 漬掛け 焼成 良好

寸法 口 径 (20. 0cm) 成 形 ロ ク ロ 文様 刻花文
胎 土 黄灰色 気孔あ り 釉 薬 暗緑色透明 漬掛け 焼成 良好

寸法 不 明 成 形 花弁貼 り 合わせの蓮華座
胎土 淡灰橙色 砂粒含む 釉薬 1)音緑褐色 失透 潰掛け 焼成 良好

寸法 径4. 2cm 底径2. 0cm 器高0. 8cm 成形 ロ ク ロ 底部回転糸切 り
胎 土 黄灰色 釉薬 飴釉 失透 泊掛け 焼成 良好

寸法 不 明 成形 ロ ク ロ 文様 蓮弁
素地 II音灰色 釉薬 青緑色透明 焼成 良好

寸法 底径7. 0cm 成 形 ロ ク ロ 文様 内底部 魚文 体部外面 蓮弁文
索地 灰 白色 釉薬 灰緑色透明 内外面 高台内施釉 畳付露胎 焼成 良好

寸法 不 明 成形 ロ ク ロ
素地 黄灰色 釉槃 黄 白 色半透明 焼成 良好

寸 法 不 明 成 形 輪積
胎士 ｝JJL色 砂粒 赤色小粒含む 色調 肌色 焼成 普通 備 考 ス ス 付着

寸法 長 さ 4. 9cm 最大径4. 9cm 内径0. 6cm 成 形 手づ く ね
胎土 砂粒 針状物質 小石含む 色調 II音褐色 焼成 良好

寸法 残存長 (5. 3cm) 幅4. 6cm 原 さ 0. 75cm 産地 天庫 備 考 中砥 2 面が砥而

寸 法 残存長 (8. 7cm) 幅4. 0cm 原 さ 1 . 0cm 

寸法 残存長 (6. 6cm) 幅0. 5cm 厚 さ 0. 75cm 

寸法 残存長 (7. 0cm) 幅0. 5cm 厚 さ 0. 2cm

天聖元宝 北宋 初鋳 1028年 ク灸今）、
： 車

巨
f· 

治平通宝 北宋 初鋳 1064年 隷書

元符通宝 北宋 初 鋳 1 098年 行書

判 読不能

産地 天草

表 6 竪穴建物 6 出土遺物観察表 ( 3 )
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1 0  5 1 2  （反転図）

I .  暗褐色砂質上
2 .  II音褐色砂質土
3 .  灰褐色砂質上
4 .  灰褐色砂竹土
5 .  灰褐色砂質土
6 .  褐色砂
7 .  II音褐色砂質土 均竹な粘土と 貝砂を含む土、 他の混入物な し
8 . 暗褐色砂 粘土プロ ッ ク を 含む 、 上層掘込み

〇 （遺構） 2m 

（遺物）

］ の よ う な貝砂の滉人はな い
貝砂を含む 、 遺構閲土
3 に比べ し ま り があ る 、 貝砂は含 ま ない

｝ 土欺閲土

゜ 1 0cm 3東1 m
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模
さ
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位
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規
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面

9頂
n
12
13
14
15

2-B 

N -22° -E 
長方形
4.SmX (2.6) m 
55cm以上
( 12.48) m' 

□□二三/

灰褐色貝砂 上罰掘込み
灰褐色砂 上罰掘込み
賛灰褐色砂問土 土丹粒 を 多屈に含む 、 上附掘込み
暗褐色砂 土丹塊を含む
暗褐色砂 l 上罰掘込み
灰褐色砂 粘土プロ ‘J ク を含む
黄灰褐色砂竹土 土丹粒 を 多屈に含む ｝ 竪穴9

□: 

- - 、 ＿ →⇒>,  -` \
’ よ

｝
（ 

二
＇ .60m ' ' 

I 
I 

（反転図） ＇

l 暗褐色粘質土 粘性は弱い 、 シ ル ト 岩粒を 多乱に 含む
2 '  JI音褐色砂質土 貝砂多蘭に含む
3 ' 暗褐色粘質土 粘性は菊い
4 ． 暗褐色粘質土 粘性は菊い ｝ 土燐骰土
5 .  暗褐色砂質土 貝砂多屈に含む
6 ， 暗褐色粘質土 粘性は菊い ｝ 土屈20
7 .  暗褐色砂質土 貝砂多屈に含む
8 暗褐色粘質i 粘性は開い 、 炭化物 、 凝灰’伐砂岩多菰 、 迫物多屈に含む。 土欺6,7
9 '  JJ(f褐色砂質土
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N- 106.5° -E 
柑翡丸方形
9.4m X (3.8) m 
75cm 
(35.72) m' 

lO. 暗褐色砂竹土
ll. 褐色砂12. 暗褐色砂傾土
13. 暗黄灰色砂
l4. 暗黄灰色砂
15. 賛褐色砂
16. 暗灰褐色砂竹土
17. II音灰色粘質土と暗黄褐色砂の混合 やや し ま り が あ る
18. II背灰色粘土 竪穴の床面か
19. 灰褐色砂質土 貝砂多他に含む
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( 1  ~ 1 4上層 ）

粘土プロ ッ ク を 少凪含む
混人物の な い砂
均質な粘土と 貝砂を含む土、 他の滉入物な し
固 く し ま っ た砂1J)層 粘土プロ ッ ク を少拭含む

富悶は言誓 も の が少 な い ｝ 竪穴11
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(1 5~1 8下層 ）
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＇ ＇ © 
1 7  

-0 
1 8  
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竪 1 
土 師 器 寸法 口径14. 0cm 底径7. 8cm 器 高3. 2cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナデ 外底部回転糸切 り 痕

八r 胎 土 砂粒 針状物質含む 色調 灰橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕 あ り

得 土 師 器 寸 法 口径8. 6cm 底径6. 0cm 器 高 1 . 6cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナデ 外底部回転糸切 り 痕， 2 
胎土 砂粒 針状物質含む 色 調 灰橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕あ り灯 明 11ll 袖煤付着

3 
瀬 戸 寸法 不 明 成形 ロ ク ロ
餌l llll 胎 土 黄 白 色 微砂粒含む 気孔あ り 釉 薬 黄 白 色透 明 ハ ケ 塗 り 焼成 良好

4 
瀬 戸 寸法 不明 成形 ロ ク ロ
折 縁 lUl 胎土 灰 白 色 気孔有 り 釉薬 淡灰緑色失透 漬掛け 焼成 良好 備考 二次焼成 を 受 け る

竜 泉 窯 寸法 不 明 成形 ロ ク ロ 文様 外面 櫛描 き 蓮弁文 内面 櫛描 き 文 画花文
5 

青 磁 碗 素地 暗灰色 釉薬 青緑色半透明 焼成 良好

6 水 品 玉 寸法 直径2. 25cm 穿孔部径 横 1 . 5mm 縦2. 0mm 完形

表 7 竪穴建物 6 出 土遺物観察表

竪 7 
土 師 器 寸法 口 径 13. 2cm 底径7. 8cm 器高3. 6cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナデ 外底部回転糸切 り 痕

穴 胎士 砂粒 針状物質含む 色 調 灰橙色 焼成 良好
建
物

8 
上 師 器 寸法 口径9. 2cm 底径5. 5cm 器 高 1 . 9cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナ デ 外底部 匝 転 糸 切 り 痕

1 1  胎 土 砂粒 針状物質含む 色 調 灰橙色 焼成 良好

常 滑 寸法 不明 成 形 ロ ク ロ， 
こ ね鉢 II 類 胎 土 茶色 色 調 茶褐色 焼成 良好

10 
瀬 戸 寸法 不 明 成形 ロ ク ロ
折 縁 Jill 胎 土 灰色 釉薬 灰緑色 焼成 良好

1 1  
竜 泉 窯 寸法 口 径13. 0cm 成 形 ロ ク ロ 文様 内面蓮弁文
青 磁 鉢 素地 灰 白 色 微砂粒含む 釉薬 黄緑色不透明 焼成 良好

1 2  鉄製品 釘 寸法 長 さ 6. 0cm 幅0. 4cm 厚 さ 0. 55cm

13  鉄製品 釘 寸法 残存長 (7. 9cm) 幅0. 55cm 厚 さ 0. 6cm

14 鉄製品 釘 寸法 残存長 (9. 6cm) 幅0. 65cm 厚 さ 0. 55cm

竪 1 5  常 滑 寸 法 不 明 成形 輪積
穴 羽ゃg 胎 土 茶褐色 小石 白 色粒含む 色 調 黒褐色 焼成 良好
建
物 1 6  

青 白 磁 寸法 口径7. 2cm 器高2. 05cm 成 形 ロ ク ロ 文様 型押 し花丼文
1 1  合 子 癌 素地 灰 白 色 一部淡橙色 釉薬 淡黄緑色透明下 焼成 良好

± 錘 寸法 長 さ 5. 0cm 最大径1. 9cm 内径0. 7cm 成形 手づ く ね1 7  
胎土 白 色粒 含 む 色調 II音褐色 焼成 良好

18 
土 錘 寸法 長 さ 5. 9cm 最 大径2. 2cm 内径0. 6cm 成形 手づ く ね

胎 土 砂粒含む 色 調 暗褐色 焼成 良好

表 8 竪穴建物1 1 出土遺物観察表

竪
穴
建
物
3

二三 ー／ 三-- - -
3

三ー5

二7
更6

二
71
 

竪穴建物5 ゜
こ[

10cm 

図 1 4 竪穴建物出 土遺物
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竪 1
瀬 戸 寸法 不明 成 形 ロ ク ロ 外 而 下 位 回 転ヘ ラ 削 り 胎 土 黄 白 色 微砂粒含 む 釉薬 鉄釉半

3 太 平 鉢 透 明 焼成 良好

ゴ19E又

物
5 

表 9 竪穴建物 3 出土遺物観察表

2 
土 師 器 寸法 口 径 ( 1 4 . 0cm) 成 形 手づ く ね 成 形 後 口 縁部 ナ デ

胎土 砂粒 針状物 質含む 色 調 橙色 焼成 良好

土 師 器 寸法 口径9. 0cm 底 径7. 2cm 器 高 1 . 75cm 成 形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底部回転糸切 り 痕
3 

胎 土 砂粒 針状物質含む 色調 橙色 焼成 良好 fih考 板状圧痕あ り

4 
土 師 器 寸 法 口径10. 4cm 底 径6. 4cm 器高1. 75cm 成 形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部 回 転 糸 切 り 痕

胎 土 砂粒 針状物質含む 色 調 橙色 焼成 良 好 備考 板状圧痕あ り

5 
土 師 器 寸法 口 径8. 0cm 底径5. 8cm 器 高 1. 75cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部 回転糸切 り 痕

胎 土 砂粒 針状物質含む 色 調 橙色 焼成 良好

6 
土 師 器 寸法 口 径7. 4cm 底径5. 2cm 器 高 I . 65cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部回転糸切 り 痕

胎土 砂粒 針状物質含む 色 調 灰橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕あ り

7 
土 師 器 寸法 口 径7. 6cm 底径4. 7cm 器高2. 25cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部回転糸切 り 痕

胎 土 砂 粒 針状物 質 赤色小粒 金雲母含む 色調 橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕 あ り

8 
土 師 器 寸 法 口 径8. 1 cm 底 径4. 1cm 器高2. 1 cm 成 形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底部 回 転 糸切 り 痕

胎土 砂粒 針状物質 色 調 灰橙色 焼成 良好

， 竜 泉 窯 寸 法 不 明 成 形 ロ ク ロ 文 様 蓮 弁 文
青 磁 碗 素 地 灰 色 釉 薬 青緑色不透明 焼成 良好

1 0  鉄製品 火打金 寸法 長 さ 3. 0cm 厚 さ 0. 45cm

表1 0 竪穴建物 5 出土遺物観察表

土堀13 （図17)

調査区東寄りの 3 - A · B で検出された楕 円形土堀。 大 き さは、長さ3. 38m、幅1. 93mで、深さは上
部を削られているが、 現状で22cm。

出土遺物として、土師器小JilL 1 点を図示する。

土堀18 （図17)

調査区東北角 近くで検出された不整形士城。規模は現状で2. 80m x 2. 38m、深さ30cm。

出土遺物には、 土師器のほか常滑壺類がある。 年代的には、 T 種土師器を除いて鎌倉時代後期とみて

よいだろう。

土堀出 土遺物 （図18)
士堀 2 · 4 · 5 · 8 · 11  · 12 · 14 · 17 · 20出土遺物をまとめて図示する。

土師器・士製品・常滑・瀬戸 ・ 青磁・ 白 磁 ・ などがあり、年代的には13冊紀前半のもの （土師器llll. T
種） から14世紀半ばの瀬戸 （図18-11 · 17) まで含まれているが、主体は13懺紀後半～14世紀初 頭、 つ

まり鎌倉時代後期にある。

6 . 柱穴様小落 ち込み
柱穴らしい小さな穴もいくつか検出 したが、掘立柱建物を形成するよ う な秩序立っ た並びは見出せな

か っ た。 ただ、中央部に同規模の穴が カ ギ形に配置されたものがあったので、 図 6 の図上で線を結び、

配列を示しておいた （調脊区中央部）。

柱穴 出 土遺物 （図19)

いくつかの小穴から、 図示しうる遺物が出土している。 5は滑石の温石だが、鍋を転用したような様

子はないところから、滑石が必ず しも製品化されたもののみでなく、 おそらく板状、 あるいは切り出さ
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贔 I 
土 師 器 寸法 口径12. 8cm 底径7. 0cm 器高3. 6cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナデ 外底部回転糸切 り 痕

胎 土 砂粒 針状物質 貝 片 赤色小粒含む 色調 灰橙色 焼成 良好 備考 板状圧痕 あ り
土
城 土 師 器 寸法 口径 (7. 6cm) 底径 (4. 6cm) 器高2. 4cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナ デ外底部回転糸切 り 痕
1 2 

胎 土 砂粒 針状物質 赤色小粒含む 色 調 灰橙色 焼成 良好

3 
‘iit 滑 寸法 底径 ( 1 3. 0cm) 成形 輪積後 ロ ク ロ 外面下位ヘ ラ 削 り 高 台貼 り 付 け
こ ね鉢 I 類 胎土 砂粒 長石 白 色粒含む 色 調 灰 色 焼成 普通

4 
骨巾 滑 寸法 不 明 成形 輪積
こ ね鉢 Il 類 胎 土 淡褐色 白 色粒 長石 石英含む 色調 赤褐色 焼成 普通 備 考 注 ロ 一部残存

瀬 戸 寸法 口 径 (30. 6cm) 成形 ロ ク ロ 胎 土 淡灰黄色5 
洗 釉 薬 外而飴釉 淡褐色 内 面 灰釉 淡灰緑色 ハ ケ 塗 り 焼成 良好

6 銭 宋通元宝 北宋 初鋳 960年 隷書

表1 1 方形土堀 1 出土遺物観察表

喜 7 
土 師 器 寸法 口 径8. 2cm 底径5. 9cm 器 高 1 . 7cm 成 形 ロ ク ロ 内底部ナデ 外底部回転糸切 り 痕
灯 明 IIll 胎土 針状物質 砂粒 貝片含む 色調 淡灰褐色 焼成 良好 備考 口縁部湘煤付着 板状圧痕あ り

土
城 9

巾
宮• 滑 寸法 口径 (30. 4cm) 成形 外面中位ヘ ラ ナ デ

2 8 
こ ね鉢 II 類 胎 土 砂粒 長石含む キ メ 細かい 色調 淡褐色 焼成 固 く 焼 き 締 ま る

， 常 滑 寸法 底径 ( 1 0. 4cm) 成形 輪積 外面 に 褐釉 を 施す 内 面 は 自 然釉
並→ゴ 胎 土 微砂粒含む キ メ 細かい 色 調 茶褐色 焼成 良好

10 
渥 美 寸法 不 明 成形 輪積
こ ね 鉢 胎土 暗灰色 微砂粒 長石含む 色調 II音灰色 口縁部 自 然釉 焼成 良好 備考 注ロ 一部残存

11 
竜 泉 窯 寸法 不 明 成形 ロ ク ロ 文様 1本部 内 面 にヘ ラ 描 き 文
青 磁 碗 素地 灰色 黒色微砂粒含む 釉薬 黄緑色半透明 焼成 良好

表1 2 方形土堀 2 出土遺物観察表

方 1 2  
土 師 器 寸法 口径7. 4cm 底径5. 4cm 器 高 1 . 7cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナデ 外底部 回転糸切 り 痕

胎 土 砂粒 小石 赤色小粒 長石含む 色調 灰橙色 焼成 良好
土

白 磁 寸法 口 径 1 1 . 4cm 成形 ロ ク ロ
4 1 3  

素地 乳 白 色 黒色粒 釉 薬 灰 白 色 白 濁 焼成 良好口 冗 皿

14  骨 製 品 寸法 長 さ 4. 5cm 幅3. 0cm 原 さ 0. 8cm 鹿角 の加工品

表1 3 方形土堀 4 出土遺物観察表

7t I 15 I 石 製 品 I 寸法 長 さ 10. 5cm 幅 (2. 5cm) 厚 さ (3. 3cm) 石材 砂岩 備 考 線刻 文様あ り

表1 4 方形土堀 5 出土遺物観察表

れ た ま ま の状態 で搬入 さ れ た 例 も あ る こ と を 示 し て い る 。

6 は掛 け 金 の 受 け 部、 1 2 は 不 明鉄製 品 で あ る 。 1 0 · 1 1 の 土錘 は ひ と つ の 落 ち 込み か ら 一緒 に 出 た も の

で 、 こ の よ う な 例 は と き に あ る よ う だ。 漁具埋納儀礼があ る と す れ ば、 こ れ は そ の 例 か も し れ な い 。

1 3  · 1 4  · 1 5 な ど は 1 3世紀前半 ま で の も の で、 材木座 一帯 の 開 発が、 か な り 早 い 時期 か ら あ っ た こ と が

わ か る 。

7 . 他含層 そ の他か ら の 出 土遺物

遺 構 に 帰 属 し な い 出 土 遺物 や 、 表土 ・ 攪乱城 な どか ら の 出 土遺物 を 提示 す る 。
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図 1 6 方形土堀 8 ・ 土堀 9 · 1 0  

土 土 師 器 寸法 口径13. 6cm 底径8. 4cm 器高3. 3cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナデ 外底部回転糸 切 り 痕
城 1 

胎土 砂粒 針状物質 赤色小粒含む 色調 灰橙色 焼成 良好， 備考 板状圧痕あ り

1 0  2 瀬 戸 寸法 口径15. 4cm 成形 ロ ク ロ
卸 llll 胎土 黄灰色 微砂粒含む 釉薬 全而剥離 二次焼成 を 受けたか ？

3 瀬 戸 寸法 底径4. 4cm 成形 ロ ク ロ 外底部回転糸切 り
仏 華 瓶 胎土 黄灰色 微砂粒含む 釉薬 二次焼成 に よ り 剥 離 焼成 良好

4 鉄 製 品 寸法 残存長 (37. 1 cm) 幅0. 7cm 厚 さ 0. 75cm 

表1 5 土堀 9 · 1 0出土遺物観察表
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ー土
城
2

土 師 器 I 寸法 口 径 1 3. 6cm 成形 ロ ク ロ
胎土 砂粒 針状物質 小石含む 色 調 灰橙色 焼成 良好

2 I 
土 師 器

I
寸法 口径9. 4cm 底径5. 2cm 器謀 l . 9cm 成形 手づ く ね 成形後口縁部ナ デ

灯 明 JIil 胎土 砂粒 針状物質 雲母含む 色 調 灰橙色 焼成 良好 備考 袖煤付着

表 1 6 土堀 2 出 土遺物観察表

土 3 
」 ： 師 器 寸法 口径8. 0cm 底径5. 1 cm 器高 1 . 9cm 成形 ロ ク ロ 内底部 ナ デ 外底 部 回 転糸 切 り 痕

堀 胎土 砂粒 針状物質 雲屈 赤色小粒含む 色 瀾 灰橙色 焼成 良好4 

4 
‘iit 滑 寸法 不 明 成形 輪積

玖ぷi; 胎土 灰 白 色 砂粒 白 色粒含む 色 調 明褐色 焼成 良好

5 
‘iit 滑 寸法 底径13. 2cm 成形 輪梢 外而 下位 よ り タ テ 方向のヘラ ナ デ

こ ね鉢 u 類 胎土 橙色 白 色 粒 砂粒 雲母含む 色調 赤茶色 焼成 良好 備考 内外而に ス ス 付着

6 
常 l•、目[iL 寸法 不 明 成形 輪 栢 外面 下位 よ り タ テ 方 向のヘ ラ ナ デ

甕 胎土 II音褐色 白 色粒 長石 小石含む 色調 II音褐色 焼成 良好

7 
瀬 戸 寸 法 口径 ( 14 . 4cm) 成形 ロ ク ロ
卸 Jill 胎土 灰 白 色 微砂粒含む 釉薬 灰緑色透明 泊掛け 焼成 良好

8 
白 磁 寸→i去 口 ｛条 ( 1 1 . 4cm) 成形 ロ ク ロ
口 几 碗 素地 白 色 微砂粒含む 釉薬 廿 白 色 白 濁 気泡あ り 焼成 良好

表 1 7 土堀 4 出土遺物観察表

， 土 師 器 寸 法 口径7. 4cm 底径4. 4cm 器高2. 3cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナ デ 外底音II回転糸切 り 痕
灯 明 llll 胎土 砂粒 針状物質 赤色小粒含む 色調 灰橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕あ り rill煤付着堀

5 
常 滑 寸 法 不 明 成形 輪積

1 0  
,lぷli 胎土 II音褐色 白 色粒 長石 砂粒含む 色調 暗褐色 焼成 良好

瀬 戸 寸法 口径 ( 26. 2cm) 成形 ロ ク ロ
1 1  

折 縁 Jill 胎土 灰 白 色 微砂粒含む 釉薬 灰緑色透明 油掛け 焼成 良好

1 2 
瀬 戸 寸法 1_1 径 ( 18. 0cm) 成形 ロ ク ロ
卸 Jill 胎土 黄灰色 微砂粒含む 釉薬 淡灰緑色透明 泊掛け 焼成 良好

1 3  
土 錘 寸法 長 さ 5. 8cm 幅2. 3cm 厚 さ 2 . 1 cm 成 形 手づ く ね

胎土 微砂粒 針状物質含む 色 調 淡灰橙色 焼成 良好

表1 8 土壊 5 出 土遺物観察表

土 1 4 
常 滑 寸法 底径 ( 1 2 . 4cm) 成 形 輪栢後 ロ ク ロ 外而 下位ヘ ラ 削 り 高 台貼 り 付 け
こ ね鉢 I 頻 胎 土 灰色 長石 砂粒 小石含む 色 調 灰色 焼成 良好

8 

1 5  
常 滑 寸法 不 明 成 形 輪梢後 ロ ク ロ
こ ね鉢 I 類 胎土 褐色 白 色粒 砂粒 長石 雲母 小石含む 粗 い 色 調 赤褐色 焼成 良好

16 
幣 滑 寸法 底径 ( 1 1 . 0cm) 成形 輪栢 外而 下位 タ テ の ヘ ラ ナ デ
こ ね鉢 II 類 胎 土 lli祈褐色 長石 赤色小粒 小石含む 色調 II音灰橙色 焼成 良好

17 
瀬 戸 寸ユi去 口1蚤 (25. 8cm) 成 形 ロ ク ロ 胎土 黄灰色 微砂粒含む 気孔あ り
折 縁 JIil 釉薬 灰緑色半透明 漬掛け 焼成 良好 備考 二次焼成 に よ り 内 而器表が荒れて い る

1 8  
瀬 戸 寸法 口 径 (4 . 8cm) 成形 ロ ク ロ
茶 入 れ 胎 土 II音灰色 微砂粒 含 む 釉薬 黒 褐 色 半透明 泊掛け 焼成 良好

表1 9 土堀 8 出 土遺物観察表

青 I 1 9
1

土 tili
器

I
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20 
土 師 器 寸法 口 径6. 9cm 底径4 . 6cm 器 高 1 . 6cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底部回 転糸切 り 痕

胎 土 針状物質 砂粒含む 色調 淡灰橙色 焼成 良好 備考 板状圧痕あ り

表20 土堀1 1 出土遺物観察表
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土 2 1  
土 師 器

)ffli 
1 2  

22 
土 師 器

23 
常 滑
こ ね鉢 1I 類

責 I 24 1 土 師 器

サ
土；； 2 5 

土 師 器

1 7  

2 6  常 m‘瓜
こ ね鉢 I 類

土
27 

土 師 僻

20 

28 
土 師 器

29 
竜 泉 窯
青 磁 碗

30 
瀬 戸

菟

寸法 口径8. 6cm 底径3. 4cm 器高1 . 5cm 成形 手づ く ね 成形後口縁部ナ デ
胎上 微砂粒含む き め細 か い 色 調 灰橙色 焼成 良好

寸法 口 径 (9. 2cm) 底径 (7. 3cm) 器 高 1 . 6cm 成 形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ外底 部回転 糸切 り 痕
胎土 砂粒 雲屈 針状物質含む 色 調 橙色 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪柏 口縁部 ナ デ 外而体部上位斜め のヘ ラ ナ デ
胎 土 砂粒 長石多 試 に 含 む 粗い 色 調 1月茶色 焼成 良好

表21 土堀1 2 出土遺物観察表

寸法 口 径 (13. 0cm) 底径 (8. 7cm) 器高3. 4cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底部回転糸切 り 痕
胎 土 砂粒 針状物質 赤色小粒含む 色 調 橙色 焼成 良好 備考 板状圧痕 あ り

表22 土壊1 4 出土遺物観察表

寸法 口径 (9. 5cm) 底径 (6. 9cm) 器高2. 0cm 成形 手づ く ね 成 形 後 口 縁 部 ナ デ
胎土 微砂粒 針状物質含む 色調 淡灰褐色 焼成 良好

寸法 口径 (29. 2cm) 成形 輪積後 ロ ク ロ
胎土 砂 粒 長石 貝 片 小石含む 色調 灰色 焼成 良好

表23 土堀1 7 出土遺物観察表

寸法 口 径8. 8cm 底径6. 0cm 器 高 1 . 8cm 成形 手づ く ね 成形後l二 1 縁 部 ナ デ
胎 土 砂粒 針状物質 赤色小粒 シ ル ト 岩粒含む 色 調 淡灰褐色 焼成 良好

寸法 口 径7. 7cm 底径5. 6cm 器 高 1 . 65cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナ デ 外底部 回転糸切 り 痕
胎土 砂粒 赤色小粒 針状物質 シ ル ト 岩粒 貝 片 含 む 色調 灰褐色 焼成 良 好

寸法 底径 (7. 0cm) 成 形 ロ ク ロ
素地 乳 白 色 釉 槃 淡青緑色半透明 焼成 良好

寸法 径3. 8cm 底径1. 8cm 器 尚 1 . 6cm 成 形 ロ ク ロ 底部回転糸切 り
胎土 黄 白 色 微砂粒含 む 釉薬 淡緑色透明 焼成 良好

表24 土堀20出 土遺物観察表

土 土 師 器 寸法 口径7. 2cm 底径5. 0cm 器高2. 1 cm 成形 ロ ク ロ 内底部 ナ デ 外底部回転糸切 り 痕
1 1 3  

土
2 

土 師 器

18  

3 
土 師 器

4 
骨巾 滑

壷

哨9 1 9 • 滑
5 

壷

胎 土 砂粒 針状物質 赤色小粒 小石含む 色 調 灰橙色 焼成 良好

表25 土堀1 3 出土遺物観察表

寸法 口径9. 8cm 底径4. 8cm 器高2. 4cm 成形 手づ く ね 成形後口縁部 ナ デ
胎土 微砂粒 針状物質 赤色小粒含む 色調 灰橙色 焼成 良好

寸法 口 径9. 0cm 底径6. 1 cm 器高2. 0cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底部回転糸切 り 痕
胎土 微砂粒含 む 色 調 灰橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕 あ り

寸法 不 明 成 形 輪枯後 ロ ク ロ 肩 部 に 沈線 2 本巡 る 円 形押 印 文
胎土 灰 白 色 砂 粒 長石 雲 ·母含む 色 調 明茶色 肩 部 に 自 然釉

寸法 口径14. 4cm 底径10. 0cm 器高 (30. 1 cm) 成形 輪梢後 ロ ク ロ
胎 土 暗灰色 白 色粒含む 色調 褐 色 口縁部 肩 部 自 然釉 焼成 良好

表26 土堀1 8 出土遺物観察表

上層 出 土遺物 （ 國20 · 2 1 )  

士 師 器 ・ 瓦 質 火鉢 ・ 内耳士鍋 ・ 常滑 ・ 瀬戸 ・ 青磁 ・ 白 磁 ・ 鉄製 品 ・ 石 製 品 ・ 木製品 ・ 銭があ る 。

土 師 器 の 中 に は 、 口縁部 を 意図 的 に打 ち 欠 い た も の ( 4 · 6 ) 、 底 部 を 穿孔 さ れ て い る も の ( 1 2) 、 i廿

禍 代 わ り に 使 わ れ た ら し く 、 溶融 し た 鉄分が付着 し た も の ( 1 3 · 14) が あ る 。

1 8の 内 耳土 鍋 は 土 師 質 で 、 外面 は 口縁部 ま で煤が濃 く 付着 し て い る 。 報告例 で は 「名 越 ・ 山 王堂跡」 （ 同

発掘調査団 1 990) に 続 き 、 市 内 で 2 例 目 。 14世紀半 ば過 ぎ に は相模 に 出 現す る の だ ろ う か。
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図19 柱穴出土遺物

· 47 · 50 ほか）、 15世紀のもの

1 は産地不明。

う だ。 ただし、

柱
穴
36

柱
穴
43

柱
穴
53

□三□□
□- -ー ー ― 8 

柱穴46

0 1 2 

-
柱穴66

柱穴65

= 9  
柱穴47

□三3

常滑 ・ 瀬戸 ・ 備前は1 3世紀前半のもの (22 · 27 · 43) から14·世紀代のもの

( 52 · 53) 

゜

夏1 5

柱穴67

1 0cm 

(21 · 34 · 41 · 42 · 45 · 46 

まであるが、 もっとも 多 いのはやはり13肌紀後半から 14世•紀

前半の鎌倉後期にあるとみてよい。

62は掛け金、 6 3は鉄鏃とみられる。 64には 「 南無口」 の文字が線刻されている。 67は針 山で、

あるいは近冊以 降のものが混入したのかもしれない。

6 6は古代竪穴住居の カ マ ド支脚 か。

下層 出 土遺物 （図22)

これは

調査区東側では規制深 度内で中泄基盤層まで達した。 その直上面の主な遺物を提示する。 土師器 ・ 常

滑 こね鉢II 類 ・ 白 磁四 耳壺 ・ 滑石鍋・鉄釘 ・ 灰釉 陶器がある。

土師器はすべて T 種で、 中 世基盤層の主体が鎌倉時代前期に始まったことを示している。 滑石鍋 ( 9 )

は底部に直径 1 cm ほどの小孔が 開けられており、 せい ろ に 使われた可能性がある。

採集遺物 （図23 · 24) 

表土掘削 中、 あるいは攪乱堀などの中で採集された遺物の う ち、 主なものを提示する。 土師器 ・ 同 白

色系 ・ つば鍋 · （土鍋 ． 抱烙などの） 土器蓋 ・ 備前すり鉢・ 常滑こね鉢II 類 ・ 瀬戸美濃すり鉢・ 志戸 呂

小l[[l • 青白 磁梅瓶 ・ 鉄製品 ・ 石製品 ・ 近代の七輪 ・ 縄文の凹 石などがあ り、 年代的には一様でない。

4はつばの付いた土鍋で、 内耳土鍋と同様、 相模ではこれも14世紀半ば頃出現するよ

こ ち らの ほ う が内耳土鍋よりはるかに 多 く出土する。 鉄鍋などとの関係については、 い

まだ大きな課題が残る。

11の瀬戸美濃すり鉢は破片の縁辺や底面を磨っており、 すり こ ぎ代わりに 使 われた可能性がある。 14

~17は近 世陶器で、 う ち 14 · 15は志戸 呂 産。

19は船釘だろ う 。 20 · 21はいずれも上野産の中砥。 22は茶 臼で、 下臼の受け1II1部。 石材は安 山 岩。

24は箱型の七輪である。 四 角 い外枠の中に、 上部の拡がった筒形の内枠 （燃焼部本体） を納め、 両者

を上端で接着して後者を前者の中でぶら下げるかたち になっている。 外枠前面下部には火力調整のため
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柱 p 土 師 器
1 I 

灯 明 Jill
土 2 砥 石
物 土 師 器p 3 1 2  灯 明 Jill

p 4 
骨,＂ 滑

1 3  こ ね鉢 1I 類

p 5 
温 石

36 

p 6 
鉄 製 品

43 掛 け 金部材

p 土 帥 器
46 7 

8 
土 師 器

p ， 骨 製 品 鈴
47 

p 
1 0  

土 錘
49 

1 1  
土 錘

p 1 2  
不明鉄製品

53 

p 13 
土 師 器

65 

p 青 白 磁
66 14 

碗

p 15 
土 師 器

67 

寸法 口 径7. 7cm 成 形 ロ ク ロ

胎土 砂粒 赤色小粒 針状物質含む 色謂 橙色 焼成 良好 備 考 湘煤付着

寸法 残存長 (8. 6cm) 幅3. 2cm 原 さ 3. 4cm 産地 上野 備考 4 而砥而中砥 よ く 使 い 込 ま れ て い る

寸 法 口 径8. 2cm 底 径5. 1 cm 器高2. 1cm 成 形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部 回 転 糸 切 り 痕
胎土 砂粒 針状物質 赤色小粒含む 色 調 灰橙色 焼成 良好 備 考 、/1!1煤付着

寸法 不 明 成 形 輪積 体部指頭痕 口縁部柚 ナ デ後 ハ ケ 目 調 整
胎土 胎芯 賠灰褐色 粗砂粒 石英粒含む 気孔あ り 色調 鉄色 焼成 良好 備考 降灰

寸 法 長 さ 11 . 5cm 幅9. 1cm )厚 さ 2. 2cm 石材 滑 石 備考 転用 か ど う か 不 明

寸法 長 さ 15. 2cm 幅2. 2cm )厚 さ 2. 0cm

寸法 口 径 1 3. 0cm 底径6. 6cm 器 高2. 95cm 成 形 手づ く ね 成形後 口縁部 ナ デ

胎 土 針状物 質 白 色粒 赤色小粒含む 気孔多 い 色 調 暗灰橙色 焼成 良好

寸法 口 径 10. 0cm 底径7. 0cm 器 高 1 . 6cm 成 形 手づ く ね 成 形後 口 縁部 ナ デ

胎 土 砂粒 小石 白 色粒含む 色 調 灰 褐 色 焼成 良好

寸法 幅1. 45cm 厚 さ 0. 25cm 素材 獣骨 部位不明 備考 加工後 て い ね い に 磨かれて い る

寸
→
i去 長： さ 5. 6cm )胴1至2. 1cm 内 径0. 75cm 成 形 手づ く ね

胎土 針状物 質含む 色 調 暗灰褐色

寸法 残存長 (4. 0cm) 胴径I . 7cm 内 径0. 6cm 成 形 手づ く ね

胎 土 針状物 質 含 む 色 調 暗灰褐色

寸 法 残存長 (8. 5cm) 径 1 . 0cm x 1. 2cm 

寸法 口 径 1 0. 2cm 底径6. 2cm 器高2. 1 cm 

胎土 砂粒 小石含む 色 調 灰褐色

寸法 不 明 成 形 ロ ク ロ

円柱状

成 形 手づ く ね 成形後口縁部 ナ デ
焼成 良好 備 考 板状圧痕 あ り

素地 乳 白 色 釉 薬 淡 青 白 色透 明 光沢が無 い 焼成 良好

寸法 口径9. 6cm 底 径4. 2cm 器 高 I . 85cm 成 形 手づ く ね 成形後口縁部 ナ デ
胎土 針状物 質 微砂粒 含 む 色 調 灰橙色 焼成 良好

表27 柱 穴 出 土遺物観察表

の引 き戸式小窓があり、 内枠の対応 位置にも四 角 ＜ 窓が 開けられている。 内枠には上部壁面に径 2 cm前

後の空気孔が 7 つあり、 上端には容器を支える五徳代わりの突起が 3 つ付いている。 内枠外側上部には

櫛目の調整が残る。 外枠外面はヘラ磨きされ、 上面にば煤が付着している。 胎士は赤褐色で金雲 母を含

む。 内枠上端の内径16.5cmとやや小さめ。 明治以 降のものだろ う 。

24は縄文の凹み石。 安 山岩。
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土 師 器

土 師 器
（ 赤 彩 ）

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器
灯 明 Jill

土 師 器

土 師 器
灯 明 llll

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

穿 孔

土 師 器

ilt 禍

瓦 質
火 鉢

瓦 質
火 鉢

瓦 質

香 炉

土 師 質
内 耳 土 鍋

常 滑
こ ね鉢 I 類

ギ9午19 
1 ）`H iし

こ ね鉢 II 類

常 滑
こ ね鉢 1I 類

常 滑
こ ね鉢 II 類

常 滑
こ ね鉢 I 類

常 滑
こ ね鉢 I 類

寸法 口径14. 0cm 成 形 手づ く ね 成 形後 口 縁 部 ナ デ

胎土 胎 芯 灰黒色 針状物例 赤色小粒含む 色 調 灰橙色 焼成 良 好

寸法 口 径 (6. 6cm) 成 形 手づ く ね 成 形後口縁部 ナ デ
胎土 針状物 質 砂粒 シ ル ト 岩粒 含 む 色 調 灰 褐 色 焼成 良好 備 考 内 而赤彩

寸 法 口 径 10. 0cm 底径6. 0cm 器高 l . 8cm 成 形 手づ く ね 成 形 後 口縁部ナ デ
胎 土 砂粒 白 色粒含む 色 調 灰橙色 焼成 良好 二次焼成 ？

寸法 口径9. 8cm 底径7. 6cm 器高I . 7cm 成 形 手づく ね 成形後口縁部 ナ デ 胎土 針状物質
小礫含む 色調 灰 褐色 焼成 良好 備考 内 而 外面一部に赤褐色彩色残 る 口縁部 を打 ち 欠 く 完形

寸 法 口 径 1 2. 8cm 底径8. 4cm 器高3. 4cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナ デ 外 底 部 回 転 糸切 り 痕
胎 土 砂粒 針状物質 赤 色 小粒含む 色 調 II音灰橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕 あ り

寸法 口径12. 8cm 底径4. 4cm 器高3. 1 cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナデ 外底部回転糸切 り 痕 胎土 針状物質
シ ル ト 岩粒 小礫 赤色小粒含む 色 調 II名橙色 焼成 良好 備考 板状圧痕あ り iII煤付着 口縁部を打ち 欠 く

寸 法 口 径 1 2. 2cm 底径7. 0cm 器高3. 4 cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底部回転糸切 り 痕
胎 土 砂 粒 針状物質 シ ルト岩粒含む 色 調 II名橙 色 焼成 良好 備 考 板状圧痕あ り

寸法 口 径7. 4cm 底径4 . 0cm 器閥2. 2cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底音l5回転糸切 り 痕
胎土 砂粒 針状物 質 赤色小粒含む 色 調 灰褐色 焼成 良好 備考 illl煤付着

寸 法 口 径8. 0cm 底径4. 8cm 器 高2. 4cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部回転糸切 り 痕
胎土 針状物質 赤色小粒含む 色 調 灰橙色 焼成 良好 備考 板状圧痕 あ り

寸法 口径7. 1 cm 底径4. 5cm 器 高2. 4cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナデ 外底部 回 転糸切 り 痕
胎土 針状物質 赤色小粒 雲栂 シ ルト岩粒含む 色調 橙色 焼成 良好 備考 板状圧痕あ り

寸法 口径7. 5cm 底径5. Dem 器高2. 2cm 成形 ロ ク ロ 内底 部 ナ デ 外底 部回 転糸切 り 痕
胎土 針状物 質 赤色小粒 シ ル ト 岩粒 小礫 金雲舟含む 色調 橙色 焼成 良好 備 考 略完形

寸法 口 径 (5. 0cm) 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部 回 転 糸切 り 痕
胎 土 小石 針状物 質 赤色小粒含む 色 調 II紆橙色 焼成 良好 備 考 外底 部 に 穿孔

寸法 底 径5. 0cm 成 形 ロ ク ロ

胎 土 砂粒 針状物質 小石含む 色 調 II音灰褐色 焼成 良好 備考 二次焼成 ？ il.t禍 ？

寸 法 不 明 成 形 ロ ク ロ 胎土 砂粒 針状物 質 含 む 色 調 黒灰色 焼成 良好

寸法 不 明 成 形 輪秘 外側 而押 印 文 文様 外面上位 に 菊 花文 述 珠 文 中 位 に 方形 文
胎 土 瓦 質 砂粒 小礫小石含む 色 調 灰橙 白 色 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪積 内 而 ヘ ラ 磨 き 外1ll1J 而 押 印 文 文 様 菊 花 文
胎 土 瓦 質 白 色 粒 小礫含む 胎芯 赤灰色 色 調 赤灰褐色 焼成 良好

寸 法 口 径 1 0. 0 cm 成形 ロ ク ロ 外側而押印 文 様 雷 文 連 珠 文 菊 花 文
胎土 瓦 質 胎芯 茶灰色 白 色 粒 含 む 色 調 II音赤褐色 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪積後 ロ ク ロ 胎土 針状物買 赤色小粒含 む 色調 灰橙色 焼成 良好
備考 ス ス 付着 内外側 面 に 指頭痕あ り 内 耳 の一部が覗 く

寸法 口 径22. 0cm 成 形 輪栢後 ロ ク ロ

胎土 小石 砂粒 長石含む 色 調 II爵灰 色 焼成 良好

寸法 不明 成形 輪積
胎 土 胎芯 黒灰色 長石 小 礫 針状物 質 含 む 色 調 赤褐色 焼成 良好

寸 法 不 明 成 形 輪積 ヘ ラ 削 り ヘ ラ ナ デ

胎土 胎芯 黒灰色 小石 シ ル ト 岩粒含む 色 調 赤 褐 色 焼成 良好

寸法 不 明 成 形 輪積
胎 土 胎芯 灰黒色 長 石 小石含む 色 調 褐色 焼成 良好

寸法 不 明 成 形 輪積後 ロ ク ロ

胎 土 小石 長石 黒色粒含む 色 調 灰 茶色 焼成 良好

寸 法 不明 成 形 輪積後 ロ ク ロ

胎 土 針状物 質 砂粒 含む キ メ 細 か い 色 調 灰 色 焼成 良好

表28 上層 出 土遺物観察表 ( 1 )
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す り 鉢

魚 住
こ ね 鉢

瀬 戸 鉢
高 台 付

瀬 戸
鉢 ？ 

瀬 戸
折 縁 1lll

瀬 戸
折 縁 lIIl

瀬 戸
折 縁 1111

瀬 戸
折 縁 Jlll

瀬 戸
折 縁 JTil

瀬 戸
糾l Jlll 

瀬 戸
狙Il 1111 

瀬 戸
卸 Jill 

瀬 戸
鉢

瀬 戸
行 平 鍋

瀬 戸
瓶 子

寸法 不 明 成形 輪桔 胎土 長石 小礫含む
色調 黒灰色 焼成 良好 備考 内面肩部に無機質 カ ル シ ウ ム 付着 便槽か ？

寸法 不 明 成形 輪枚 口縁部 回 転 ナ デ
胎 土 シ ル ト 岩粒 針状物質含む 色 調 灰色 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪積
胎 土 針状物質 長石 シ ル ト 岩粒含む 色調 淡灰茶色 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪栢
胎上 淡褐色 白 色粒 長石含む 色 調 褐色 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪積
胎 土 小礫 小石含む 色 調 灰色 焼成 良好 備考 口 縁 に 透 明 の 降灰

寸法 長 さ 10 . 2cm 幅5. 6cm 厚 さ I . 0cm 胎 土 針状物質 長石 石粒含む
色 調 暗灰色 焼成 良好 備考 輪積成形の甕の破片 外而 に ハ ケ ナ デ 割 れ 口 に擦 り 痕あ り

寸法 口径13. 0cm 成形 輪積
胎土 長石 針状物質含む 色調 黒灰色 焼成 良好 備 考 二次焼成 を 受 け る

寸法 底径6. 6cm 成形 輪積 体部外面ヘ ラ 削 り 内 面 ナ デ
胎土 小石 針状物質 黒色粒子含む 色 調 黒灰色 焼成 良好

寸法 不 明 成形 輪積
胎士 針状物質 小礫含む 色調 淡灰茶色 焼成 良好

寸法 不 明 成 形 輪梢
胎 土 胎芯 内側赤褐色 外側黒灰色 砂粒 小税含む 色 調 褐色 焼成 良好

寸 法 口径 (24. 4cm) 成 形 輪積
胎 土 小石粒 砂粒 黒色粒 含 む 色 調 黒灰色 焼成 良好

寸法 口径10. 0cm 底径6. 2cm 器高3. 8cm 成形 ロ ク ロ
胎土 灰茶色 白 色粒含む 釉薬 股緑色透11/J ｛本部外而下位か ら底部ま で露胎 禎掛け 焼成 良好

寸法 底径7. 0cm 成形 ロ ク ロ
胎土 黄灰色 長石含む 釉薬 淡緑色透明 1本部外而下位か ら底部 ま で露胎 泣掛け 焼成 良好

寸法 口径18. 2cm 底径10. 0cm 器高4. 6cm 成形 ロ ク ロ 1本部外面下位外底部 ヘ ラ 削 り 文様 内底部 中央
に 3 本 外周 に 4 本の沈線 釉薬 灰緑色半透明 ハ ケ 塗 り 焼成 良好 備考 二次焼成 を受ける

寸法 不 明 成形 ロ ク ロ
胎土 黄灰色 釉薬 緑黄色半透明 ハ ケ 塗 り 焼成 良好

寸法 口 径 (22. Dem) 底 径 ( 10. 4cm) 器高5. 2cm 成形 ロ ク ロ
胎 土 胎芯 黄灰色 長石 小礫含む 釉薬 黄緑色 半透明 ハ ケ 登 り 後泊掛け 焼成 良好

寸法 口径16. 0cm 成 形 ロ ク ロ
胎土 淡灰色 釉薬 黄緑色透 明 ハ ケ 塾 り か ？ 焼成 良好

寸法 不 明 成形 ロ ク ロ
胎土 淡灰茶色 釉 薬 灰緑色 半透明 ハ ケ 塗 り 焼成 良好

寸法 口径16. 6cm 底径7. 0cm 悩高3. 7cm 成形 ロ ク ロ
胎土 胎芯 灰色 釉薬 蘭緑色透明 焼成 良好 備考 外而 釉薬部分的に剥離 内面 ス ス 付着

寸法 口径15. 0cm 底径9. 0cm 器高3. 4cm 成形 ロ ク ロ
胎土 灰 白 色 釉 薬 黄灰色半透明 ハ ケ 塗 り 焼成 良好

寸法 不 明 成）fク ロ ク ロ
胎 土 灰色 釉 薬 黄緑色半透明 内面お よ び外面イ本部中 位 ま で施釉 焼成 良好

寸法 口径13. 0cm 成形 ロ ク ロ
胎士 灰 白 色 黒 色粒子含む 釉 薬 淡黄緑色透明 漬掛け 焼成 良好

寸法 口径16. 0cm 成 形 ロ ク ロ
胎土 淡灰茶色 白 色粒含む 釉 薬 黄緑色透明 焼成 良好

寸法 底径10. 6cm 成形 輪梢 外面下位施釉
胎 土 灰色 石英含む 緻密 釉薬 緑色透明 漬掛け 焼成 良好

表29 上層 出土遺物観察表 ( 2 )
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瀬 F ’ 寸法 底径7. 8cm 成 形 ロ ク ロ

花 瓶 胎土 胎 芯 淡灰茶色 釉薬 緑色透明 漬掛け 焼成 良好出
瀬 戸 寸法 底径6. 2cm 成 形 ロ ク ロ

畠 50 
仏 旅 瓶 胎 土 灰 白 色 白 色粒子含む 釉薬 外 而体部中位 黒 釉 か ？ 高 台 よ り 底部 ま で砺胎 焼成 良好

51 
瀬 戸 寸法 最 大径5. 2cm 底径4. 1cm 成 形 ロ ク ロ 外底 部回転糸切 り 痕
仏 蔀 瓶 胎土 黄 白 色 砂粒 長石含む 釉 薬 淡灰緑色 透 明 焼成 良好

52 
瀬 戸 寸法 口 径 11 . 0cm 成 形 ロ ク ロ

小 鉢 胎 土 灰 白 色 釉 薬 鉄釉 漬掛け 焼成 良好

53 
瀬 戸 寸 法 口径11 . 0cm 成 形 ロ ク ロ

小 鉢 胎 土 灰 白 色 釉 薬 飴 釉 透 明 消掛け 焼成 良好

54 
同 安 窯 系 寸法 口 径9. 2cm 成 形 ロ ク ロ

青 磁 Jlll 索地 灰 白 色 釉槃 淡青緑色透明 外雁イ本部中位 よ り 下露胎 備考 露胎部分 に ノ ソ キ ン グ痕残 る

竜 泉 窯 寸法 不 明 成 形 ロ ク ロ 文 様 外面1本 部 に 蓮 弁 文
55 

青 磁 碗 素地 暗灰色 釉 薬 設緑色半透明 焼成 良好

56 
竜 泉 窯 寸法 底径4. 2cm 成 形 ロ ク ロ 文 様 内底 部 に 文字
青 磁 碗 素地 灰 白 色 白 色粒子含む 気泡あ り 釉薬 青緑色 透 明 高 台 内 露胎 焼成 良好

57 
竜 泉 窯 寸法 底 径3. 8cm 成 形 ロ ク ロ

青 磁 碗 胎 土 灰 白 色 釉 薬 淡禎緑色 半透明 高 台下位 内 外面露胎 焼成 良好

58 
白 磁 寸法 口径9. 2cm 底径6. 0cm 器高2. 9cm 成 形 ロ ク ロ
口 几 1111 素地 乳 白 色 微砂粒含む 釉 薬 乳 白 色 白 濁 外面イ本部下位 よ り 底部 露 胎 焼成 良好

59 
白 磁 寸法 口径7. 4cm 底径6. 4cm 器高2. 0cm 成形 ロ ク ロ
口 几 Jill 素 地 灰 白 色 釉 薬 灰 白 色 白 濁 焼成 良好

60 
白 磁 寸法 口径9. 6cm 成 形 ロ ク ロ
口 刀 皿 素 地 乳 白 色 釉 薬 灰 白 色 失透 焼成 良好

白 磁 寸法 不 明 成形 輪梢 ロ ク ロ
6 1  

瓶 子 素地 灰 白 色 砂粒 白 色粒子含む 釉 薬 涙青緑色 透 明 焼成 良好

62 鉄製品掛け金 寸法 長 さ 10. 7cm 幅0. 65cm 厚 さ 0. 5cm

63 鉄製品 鏃 寸 法 長 さ 10. 8cm 幅2. 1cm I厚 さ 0. 45cm 

64 砥 石 寸法 長 さ 5. 8cm 1幅3. 4cm 厚 さ 0. 85cm 産地 嗚 滝 備 考 2 雁が砥雁 文字が刻 ま れて い る 仕上げ砥

65 砥 石 寸法 長 さ 12. 2cm 幅4. 9cm 厚 さ 3. 4cm 産地 天箪 備考 4 面が砥雁 中 砥

カ マ ド 寸法 長 さ 05. 5cm) 幅8. 5cm I厚 さ (4. 5cm) 石材 シ ル ト 岩
66 

支 脚 成 形 而 を と っ て 楕 円柱状に切 り 出 し た も の

67 
木 製 品 寸 法 口 径4. 2cm 底径5. 8cm 器高3. 4cm
針刺 し 入れ 成 形 ロ ク ロ で 円札状 に 削 り そ の 内側 を ロ ク ロ で 削 り 出 し た も の 底 部 に ロ ク ロ の ilillI に刺 し た痕 残 る

68 銭 景 徳 元宝 北宋 初鋳 1 004年 隷書

69 銭 元豊通宝 北宋 初鋳 1078年 行書

70 銭 皇宋通宝 北宋 初鋳 1039年 隷書

7 1  銭 至道元宝 北宋 初 鋳 995年 行書

72 銭 元祐通宝 北宋 初鋳 1086年 行書

表30 上層 出 土遺物観察表 ( 3 )
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下 1 
土 師 器 寸法 口 径 ( 14. 0cm) 成 形 手づ く ね 成 形後 口縁部ナ デ

胎土 針状物質含む 色 調 灰橙色 焼成 良好

土 土 師 器 寸 法 口径 (13 . 4cm) 成形 手づ く ね 成形後口縁部ナデ
辿 2 

胎土 胎芯黄灰色 砂粒 針状物質含む 色 調 灰褐色 焼成 良好物

3 
土 師 器 寸法 口径9. 2cm 底径7. 0cm 器 高 1 . 6cm 成形 手づ く ね 成形後口縁部ナデ

胎 土 砂粒 針状物質含む 色 調 毅褐色 焼成 良好

4 
、巾古• 滑 寸法 不 明 成 形 輪積
こ ね鉢 1I 類 胎 土 長石含む 色 調 II音褐色 焼成 良好

5 
白 磁 寸法 不 明 成形 ロ ク ロ

子 胎土 灰 白 色 微砂粒含む 釉 薬 淡灰緑色透明 焼成 良好

灰 釉 陶 器 寸法 口径 ( 1 7. 0cm) 成 形 ロ ク ロ
6 

胎土 灰色 砂粒含む 釉薬 黄緑色 半透明 ハ ケ 旅 り 焼成 良好Jill 

7 鉄製品 釘 寸法 残存長 (5. 1 5cm) 幅0. 45cm 厚 さ 0. 1 5cm 

8 鉄製品 釘 寸法 残存長 (8. 2cm) 幅0. 8cm I駐 さ 0. 5cm 

， 滑石鍋 転用 寸法 底径 ( 1 7. 8cm) 成形 イ本部外面ヘ ラ 削 り 内 而櫛歯状工 具に よ る 調整 底部に 2 か所穿孔 セ イ ロ か ？

表31 下層 出 土遺物観察表

i 
土 師 器 寸法 口 径10. 0cm 成形 ロ ク ロ

1 
胎土 砂粒 白 色 粒 赤色小粒含む 色 調 灰橙色 焼成 良好

土 ii|i 器 寸 法 口 径8. 4cm 底径5. 7cm 器 高 I . 9cm 成形 ロ ク ロ 内底部ナ デ 外底音II 回 転糸切 り 痕
2 

胎 土 砂粒多紐 針状物質 小石 雲 ・ff):含 む 色調 灰橙色 焼成 良好 備 考 板状圧痕 あ り

3 
土 ni|j 器 寸 法 口径7. 2cm 底径5. 1 cm 器高2. 4cm 成形 ロ ク ロ 内底部 ナ デ 外底 部回転糸切 り 痕

胎 土 砂粒 赤色小粒 針状物質含む 色調 灰橙色 焼 成 良好

4 
土 製 品 寸法 口 径 ( 1 5. 6cm) 器高 (3. 1 cm) 成 形 手づ く ね 内 面 柚位のハ ケ El
土 鍋 胎 土 外面橙褐色 胎芯部II音灰色 微砂粒 針状物例 金雲栂含む 焼成 良好

5 
土 製 品 寸法 口径27. 1 cm 器高3. 8cm 成形 ロ ク ロ ロ縁部横ナ デ 外而ヘ ラ ）ti き

胎土 灰褐色 胎芯部Il音灰色 赤色小粒 小石含む やや粗い 焼成 良好 備 考 使用痕あ り

6 
常 滑 寸法 不 明 成形 輪積
こ ね鉢 1I 類 胎土 胎芯 Il音灰色 針状物質 黙色粒含む 色調 赤褐色 焼成 良好

7 
備 前 寸法 不 明 成 形 輪秘
す り 鉢 胎土 赤褐色 小石 黒色粒含む 色 調 黒褐色 焼成 良好

8 
瀬 戸 美 涙 寸法 底径9. 4cm 成形 ロ ク ロ 外底部回転糸切 り 痕 外而イ本部横 ナ デ 内 而 条線 l 束1 1 本
す り 鉢 胎 土 灰橙色 小石若干含む 釉薬 褐釉 （ 鬼板） 内外面ハ ケ 途 り 焼成 良好

， 瀬 戸 美 濃 寸法 底径13. 8cm 成 形 ロ ク ロ 外底音IS回転糸切 り 痕 外面1本部柚 ナ デ 内 面条線 l 束 1 5本
す り 鉢 胎 土 灰褐色 小石若干含む 気孔あ り 釉薬 （ 鬼板） 内外面ハ ケ 塾 り 焼成 良好

10 
瀬 戸 美 談 寸法 底径18. 8cm 成形 ロ ク ロ 外底 部糸切 り 痕 外而体部横ナ デ 外底 部脇指頭痕 あ り
す り 鉢 胎土 灰 褐 色 小石多 く 含む 気孔あ り 釉薬 （ 鬼板） 内外而ハ ケ 抱 り 備考 内 底 部崩耗が顕著

1 1  
瀬 戸 美 誤 寸法 底径 ( 14. 4cm) 成形 ロ ク ロ 外底部回 転糸切 り 痕 外而1本 部横 ナ デ 内而条線 1 束1 9 本
す り 鉢 転用 胎土 jj)し色 石炎粒 黒色小粒含む 釉薬 （鬼板） 内外面ハケ途 り か ？ 備 考 内 而 に 煎ね痕 外底而使用痕

1 2  
土 製 品 寸法 口 径2. 45cm 底径2. 6cm 器 高 1 . 45cm 成形 ロ ク ロ 内 底 部 ナ デ 外底 部 回 転糸 切 り 痕
極 小 土 器 胎 土 金雲·母 軽石小粒含む キ メ 細かい 色調 灰褐色 焼成 良好

13 
瀬 戸 寸法 口 径 1 1 . 5cm 成形 ロ ク ロ

生 ？ 胎土 灰色 キ メ 細かい 微気孔あ り 釉薬 透 明 度の あ る 緑色 ハ ケ 塾 り 焼成 良好

14 
ナぷ、 戸ー 白r1 寸法 口 径7. 75cm 底径3. 3cm 器 高 1 . 75cm 成形 ロ ク ロ 外面体部下位ヘ ラ 削 り 高 台削 り 出 し
小 JIil 胎土 灰 褐 色 小石含む 気孔少 々 やや粗い 釉 薬 褐釉 緑味を 幣 びた濁色 焼成 良好

15 
士心ヽ 一P I1勺::1 寸法 口 径7. 9cm 成形 ロ ク ロ 外而体部 下位ヘ ラ 削 り
小 llll 胎土 ）l）し色 キ メ 細かい 釉薬 灰釉 二次焼成 に よ り 白 濁 焼成 良好

表32 採集遺物観察表 ( 1 )
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第四章 ま と め

遺跡の年代
縄文時代から近代までの逍物が出土 している。 中世で は、鎌倉時代前期 (13世紀前半以前） の土師器

T 種 （手づくね成形） 、竜泉窯櫛描蓮 弁文なども含まれているが、国産 陶器で は、みてきたとおり、瀬

戸の大半が古瀬戸前期の終わりから中期前半にかけての様式 （藤沢良祐編年） である。 また常滑も、13
泄紀前半のものから始まり、13世紀中葉から14世紀前半に主体をもつ。 これ はほほ鎌倉時代後期～南北
朝時代前半に相 当 する。 そ して、どうやら15世紀半ば以 降から は 人の往来が衰 えるようである。

遺跡の変遷 と 性格
以上の出土逍物の状況を念頭に、検出された遺構のあり方を参照 して、中世におけるこの遺跡の変遷

をまとめると、次のようになる。

ー、鎌倉時代初期に、この一帯に人の居住が始まる。
二、13世紀前半にはかなりの人の往来が見られるようになる。

三、13世紀後半には非常に賑やかな場所となり、おそらく倉庫のような港湾施設と しての竪穴建物

の立ち並ぶ場所となる。 この繁栄 は南北朝前期頃まで続くようだ。
四、次第に衰退は するものの、なお大体15世紀 半ば頃まで人の往来 は残る。

ーについて は、鎌倉開府に続いて、港湾と しての鎌倉湾が機能 し はじめ、それにともなってこの一帯
にも開発の手が入ったことを示 している。 貞応二年 (1223) に書かれた 『海道記』 にある、「東南 角 ノ

ー道」 の賑わいと は、まさにこの辺のことを指 しているのであろう。

二の状況は、ここから至近の距離にある利賀 江港の築造が 貞 永元年 (1232) に行われたことにともな

っているとみたい。

＝の時期に は 鎌倉全体がもっとも繁栄 したのであり、竪穴建物の群集することからも、ここが典型 的
な浜地の様相をもっていたことがわかる。 また13世紀半ばから第 3 四半期にかけて、この付近に は 浄土

宗系寺院が相次 ぎ建立されるが、そのことも影響を及ぽ していたこと は 間違いない。

ところで、和 賀 江および浜地一帯を管理 していたのが極楽寺であったの はいうまでもないが、四に述

べた、15世紀半ば以降の遺跡地の衰退は、極楽寺 だけでなく鎌倉全体のそれと軌を一に しているとみて
よいのだろう。

出 土遺物 に つ い て
出土逍物の計数表を表35に示 しておく。 縄文・古代・近 泄 以 降を除き、総数4422点で、そのう ち49. 48

% (2188点） が土師器である。 続いて 国 産 陶器38 . 56% (1705点）、貿 易 陶磁器2. 49% (110点） となっ

ている。 この状況 は、大倉幕府周辺遺跡や北条小町邸跡など都市中核部において土師器比率が90％を越
えることが多いのに比べ、際立って低い数値であるといえる。 このこと は幕府所在地や北条邸といった

いわ ば 「格の裔い」 場所と、職能民のような中世の下層階級の人 々 の集住する場所との、土師器使用量
の差を如実に示 している。 すなわ ち、前者では しきりに土師器が使われ、後者では少ないということで

ある。 この背景について、錐者 （馬淵 ） は最近 詳 しく論じたのでそ ちらに譲りたい （「食器にみる中世
鎌倉の都市空間」 『 国立歴 史民俗博物館研究報告』 第71集 1997近刊予定） 。

土師器のう ち R 種 （ロ ク ロ成形） が89.90% (1967点） を占めているの は、鎌倉後期に主体を持つと
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表35 出土遺物組成表
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い う 、 この遺跡の年代的なものに由 来するのだろ う 。 T 種（手づくね成形） の存在 は、 鎌倉前期か らの

人の往来を示す。
311点出土した瀬戸製品では卸IDlが22 .19% (69点） でもっとも多く、 食器類・折縁皿が続く。これは

おそ らく、 市内の他の地域でも共通のあり方だろ う 。瓶子が7. 72% (24点） となっているが、 この容器

の価値が実用性にあるのか、 所持者の地位表象にあるのかによって、 数値の意 味が違ってこよ う 。この
点 はも う 少し資料の蓄積が欲しいところである。

また金属 製 品 が5. 47% (242点） と、 意外に多いことが注 H される。お そ らく その多く は鉄釘である
が、 掛け金の出土について、 簡単に触れておきたい。統計を取ったわけで はないが、 掛け金の出土は、

都市中核域よりも浜地においてのほう が多いよ う な感触がある。これは何 らかの建物の戸にともな う も

の だが、 浜に多いとい う 状況がもし確かだとすれば、 一帯にほとんど無数に建て ら れた竪穴建物のそれ

に使われたものである可能性が高い。掛け金の出土分布を精査することにより、 今後竪穴建物と掘立柱

建物、 あるいは 一般的な板 囲いの都市住居などとの構造 差に言及することができるよ う になるかもしれ
ない。

砥石や滑石鍋といったおもに九ヽJ•I•Iか ら 搬人された石製 品も多いが、 鎌倉時代後期とい う 遺跡の中心年
代を考え合わせれば、 これ らの製品の搬入量の急騰が、 この時期の九州地方への得宗勢力 の急激な浸透

と関連があるとみたほう がいいだろ う 。これは本地点に限 らず、 全国 的な傾向ではあるが。

水晶製の母指の出土は、 一帯の宗教地帯化と無関 係ではあるまい。水晶製五輪塔は、 鎌倉時代後期の

禅律系寺院に多いが、 これは 当時盛ん だった舎利信仰に 由 来するの だろ う 。その背景には律の持ってい
た精密な石材加工技術が必要 だが、 本地点での母指の出土が、 一帯の律宗勢力と関係する可能性 はない
だろ う か。
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例 ロ

1 . 本報は神奈 川 県鎌倉市二 階堂字獅子舞603番 1 における、 個 人住宅造成に伴 う 永福寺跡の発掘調査

報告書である。

2 . 発掘調査は調壺対象面積128rri'を国庫 補助事業と して、 鎌倉市教育委員 会が平成 7 年 7 月 7 B ～同
年 9月 22 日 まで実施 した。

3 . 本報の執箪 は第 1 · 2 章・第 4 章を福 田 誠が、 第 3 章、 出士 した追物を菊 川 泉、 神 山 晶子が
担 当 し 、 編 集は福 田が行った。

4 . 本報の資料整理には、 福 田 、 菊 川 、 神 山 、 岩野裕巳、 汐見尚子があたった。
5 . 本報に使用 した遺構写真の内、 遺構の全景写真は木村美代治がポ ー ル 式高所撮影装置を用い撮影 し

た。 個別の遺構は福 田が撮影 した。 遺物写真は菊 川 が撮影 した。
6 . 調査体制は以下の通りである。

調 査 主 体 鎌倉市教育委 員 会

主任調査員 福 田 誠 （鎌倉市教育委員 会嘱託） 、 木村美代治

調 査 員 菊 川 泉、 岩野裕巳、 神 山 晶子、 本城 裕

調壺補助員 小西さつき、 汐見尚子
7 . 出土遺物、 図面、 写真等は鎌倉市教育委員 会で保管 している。

- 202-



目 次

例言

第一章 調査の経過 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ヽ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 204

第 1 節 遺跡の位置 と 歴史的環境 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． · • 204 

第 2 節 調査地 の設定 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． · • 206 

第 3 節 層序 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． · • 2 06 

第二章 検出 さ れ た 遺構 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·206

第 1 面 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 206

第 2 面 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・207

第 3 面 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． · · 207

第三章 出土 し た 遺物 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． · · 2 1 1

第 1 面 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． · · 2 1 1

第 2 面 · ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 1 1

第 3 面 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． · ·2 1 1

第 四章 ま と め ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． . . 2 1 7  

挿 図 H 次

図 l 遺跡周辺図 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 204

図 2 調在地設定図 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 205

図 3 土層 断面図 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 206

図 4 井戸見透 し 断面図 . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 207

図 5 第 1 面平面 図 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 208

図 6 第 2 面平面図 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 209

図 7 第 3 面平面 図 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 10

図 8 1 区 第 1 面井戸 出 土遺物 … … … … … • • •2 1 2

図 9 1 区 第 2 面 ・ 第 2 面溝覆土出 土遺物 …21 3

図 1 0 1 区 第 3 面 ・ 炭層 出 土遺物 … … … … …214

図 1 1 2 区 第 2 面 ま で 出 土遺物 … … … … … …2 15

図 12 2 区 第 3 面覆 土 出 上遺物 … … … … … …21 6

図 1 3 2 区 第 3 面覆土出 土遺物 ・ ・ ・ . . … · ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 1 7

図 1 4 2 区 第 3 面 • 第 3 面遺構 出 土遺物 … …21 8

図 版 目 次

図 版 1 1 区 第 2 面 ・ ・ ・ ・ ・ . . … . . . . … • … . . … … • …223 図 版 6 1 区 第 2 面 • 第 2 面覆土出 土遺物 ・ ・ ・228

図 版 2 1 区 第 1 面井戸 • … . . . . … . . . . . . … • • . . …224 図 版 7 1 区 第 3 面 ・ 炭 層 出 土遺物 · … … • ・ ・ ・ ・ 229

囮版 3 第 3 面全漿 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 225 図版 8 2 区 第 2 面 ま で 出土遺物 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 230

図 版 4 第 3 面礎石検出状況 … … … … … … …226 図版 9 2 区 第 3 面覆士出土遺物 … … … … …23 1

図 版 5 1 区 第 1 面井戸覆土 出 土遺物 … … …227 図版10 2 区第 3 面覆土 • 第 3 面遺構出土逍物 ……232

- 203 -



図 1 遺跡周 辺図

第一 章 調在の経過

第 1 節 遺跡の位置 と 歴 史的環境

本調査地点は鎌倉市二 階 堂字獅子舞 6 03番 1 地点に所在し、 県遺跡台帳No. 61 「永福 寺跡」 に登録され

ている。 本遺跡は、 国 指 定 史跡 「永福寺跡」 中 心部から北約400mに 位置している。 永福寺の中 心伽藍

より北に延びる杉 ヶ 谷が、 更に二股に分かれる分岐点にあたり、 字名の獅子舞は、 山 頂に獅子が う ずく

まっているよ う に見える （獅子岩） と こ ろ から付いた名と伝えられている。

永福寺跡は、 源頼朝が奥州 合戦の際に見 聞した平泉の堂舎を模して建立したと伝えられる寺 院で、 文

治五年 ( 1185) に事始めを行い、 建 久三年 ( 1192) に二 階堂が、 そして相次いで阿弥 陀 堂、 薬師堂が完

成し、 建 久五年 ( 1194) には境内の伽 藍が ほほそ ろ ったと考えられる。

緋府の御願寺として手厚く保護され、 鎌倉碓府滅亡後も、 頼朝縁の寺として、 室町幕府からも保護さ

れたよ う である。 創 建から約200年後の応 永 十 二 年 ( 1405) の火 災で焼け落 ち、 この後再建されず、 15

軋紀中 頃までに廃寺になったと考えられる。
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I 

図 2 調査地設定図

境内には中心の二 階堂、阿弥陀堂、薬師堂の三堂の他、釣殿、鐘楼、多宝塔、惣 門、南 門、別 当坊、
僧坊が建ち並んでいた と 椎定される。 本調査地点はこの内の僧坊跡が確認される と 推定される地域であ

る。

文献の中から僧坊に 関 わる記載を抜 き 出し て 見る と 、「永福寺僧坊」 「真言院」 「真言 院北坊」 「松本

坊」 「亀 ヶ 渕坊」 「石井御坊」 「二 階堂草庵」 等の名前を拾 う こ と が出来る。 ただし各坊の位置は特定さ
れていない。

これまでの二階堂字獅子舞613番 4 外地点、二 階堂字杉 ヶ 谷520番 l 外地点の調査で僧坊跡 と 思 われる
建物跡、井戸、石垣、道路等を確認している。
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第 2 節 調査地 の 設定

個 人住宅の造成に伴う事前調査として行 っ た試掘調査で、地表下約60cmで中世の逍構面 （第 1 面）

及び遺物が確認され、 造成に伴う切土の深さが約180cmに及ぶために本調査を実施す る に至 っ た。 この
試掘調究の結果を踏まえ、造成され る l28m'を対象に 7 月 2 日 から約 2 ヶ 月 の予定で調査を開始した。

調査地は西面が市道路に接し、市 4 級基準点 「 B -108」 がす ぐ際に設置され、直線上に31.518m離
れた位置に設置してあ る 「 B - 109」 間を基準線とし、「 B - 1 08」 から基準線上に 7m離れた位置に調
査基準点を定め、 これを用いて調壺区の設定を行った。

本遺跡の緯度は北緯35度19分29秒、東経139度34分16秒であ る 。

第 3 節 層 序

現況の地形は、西面に接す る 市道の海抜は約26.9m、宅地の地表面は28 . 2mで、約1.3mの段差が

あ る 。 調査で検出した井戸の北側は地表下約160cmで岩盤面が露出した。

検出した遺構の面数は 3 面であ る 。

第二章 検出 し た 遺構

第 1 面

地表下約80cmで第 1 面を検出した。 面はH音茶灰色土層からなり、この土層を切り込んで柱穴 1 ~ 9と
井戸、落 ち込みを検出した。

柱 穴は規則性が見いだせないところから、建物とは考えにくいものであ る 。

調査地の北東隅で井戸を検出した。 検出した井戸の掘方は一辺が約2.60mと大きなものであ っ た。 土

層は第 1 面より160cm掘り込ん だところで岩盤となり、 これより下は岩盤を掘り込んでいた。 岩盤に掘

り込まれた大きめの方形の穴の 四隅にえ ぐりを設け、 直径20~30cm、長さ 2 ~2. 5mの材を井桁に組 ん

で土台としていた。 第 1 面の遺構面から井桁の土台まで約160cmの深さであ る 。 井戸枠は、 井桁に組 ん

だ土台上に組み上げた、160cm x 148cmの平面 四 角 形の横桟支柱型ものであ る 。 岩盤を掘り込ん だ部分に

27.6m 

。 ムMユ Pit I 双 ， ←
2m 

---
�皿

I I 双
XVI 

I . 暗茶灰色士 (3-5cm大の土丹 ・ 炭 を 含む） II . 土丹版築面 Ill . 明茶灰色粘質土 （ よ く 締 る ）
lV. 暗茶灰色土 （人頭大の土丹多 量 に含む） V . 暗茶粘質土 （土丹粒 ・ 炭 を 含む） VI . 茶褐色粘質土 （土丹多 く 含み 、 締 る ）
VII . 赤茶色粘土 （鉄分 が 多 い） 圃 ． 濁明茶色土 IX. 赤茶色粘土 （鉄分が 多 い） X . 暗灰色土 （炭 を 多量に 含む）

XI . 淡明灰色粘土 灯［ ． 明灰色粘土 XI]] . 炭化層 XN. 茶褐色粘土 XV . 暗灰色粘土 XVI . 土丹版築 刃IJI . 炭化層
調 ． 灰色砂質土 （土丹 を 含む） XIX. 灰色粘土 （ 木 を 多 く 含む) :xx ． 灰色土 （土丹 を 含む） :rn . 灰色弱粘質土

溝

図 3 土層断面図
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ついて、近接する民家の土台と接近していたため完掘していない。

第 2 面

第 1 面の下約25cmで検 出した面である。
遺構面上に柱 穴 1 ~ 8 と面上に据えられている直径30cm大の礎石、第 1 面で検 出した井戸の脇で南北

方向に延びる溝を検出した。
柱穴にはこれといった規則性は見いだせなかった。
溝は幅約60cm、深さ20~30cmの南北方向に延びる溝で、一部井戸の掘方にかかるが井戸の方が新しい。

第 3 面

第 2 面の約30cm下で検出した面である。

第 3 面は調査地西側を南北方向に走る溝に向かって、全体的に西に緩やかに傾斜している。 西側の溝
よ り東に約3. 5mの幅の中に落 ち込み、礎石の入った柱穴、礎板の人った柱穴、溝が 第 1 面で検出した

井戸と ほ ほ同じ方向で検出された。 残りの東半分には、ほとんど遺構らしいものは見あたらない。

柱穴
柱穴は計22穴検出した。 この内柱穴中に礎石 （約45x 35cm) を伴 う ものが 4 穴、礎板を伴 う ものが 1

穴、礎板の代わりに女瓦 （永福寺 I 期） を敷いたものが 1 穴、柱穴を伴わずに面上に置かれた礎板が 3

点検出された。
検出した礎石を伴 う 柱穴の内、礎 1 . 礎 2 . 礎 3 は南北方向に、約150cmの 間 隔で ほ ほ 直 線に溝に平

行して 2 間並び、礎 4 は礎 l の南側約110cmに位置する。 4 つの礎石は L 字状に並ん び、他の柱穴や礎

板も溝に平行か直交方向に配置され、建物の一部の よ う である。

溝

溝 l は調介地の西辺を南北方向に走る幅椎定約 l m、深さ50cmの溝である。 この溝に沿って柱穴、面
上に置かれた礎板 ・ 土丹が並ぶ。 この溝 l に向かって流れ込む溝 2 ・ 溝 3 がある。 幅約30cm、深さ約30

cmの溝で、 ほぽ溝 l や礎石に平行 ・ 直交し、柱穴と共に区画を作っている よ う である。

E 27.6m 
s

 

N 27.6m 

I. 暗褐色粘質土 （炭含む） 屈 3.9• 土丹層 5. 暗茶褐色土層 （混入物多 く 締ま る ） 7. 應灰色粘質土層
2. I月茶灰色粘質土層 4. 褐鉄層 6. 荼灰色土と土丹の裏込め゜ 2m 

図 4 井戸見透 し 断面図
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図 5 第 1 面平面図

- 208-



BA08 

井戸

゜

基準点 o o 
ごう

0
�

乏

｀
第 2面平醗

® 6 

-209
ー
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基準点

□)
 

井戸

◎

◎

 

◎ 

゜ 2m 

図 7 第 3 面平面図
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第三章 出 士 し た遺物

1 区第 1 面井戸 出 土遺物 （図 8 、図版5 )

l 区の表土及び第 1 面包含層からは、 ごく少量のかわらけ片等が出土したのみで、年代を示す良好な
資料は得られなかった。

図 l は第 1 面で確認した井戸の覆上から出土した遣物である。
1 ~ 4 はかわらけ。 いずれも器競が均ー 的な厚みをも ち、底径が小さく、 イ本部は丸みを持って立ち上

がる器形で、 14戦紀前業の製品と思われる。 井戸が埋められた第 1 面の年代はこの時期と考えられよ う 。

5 ~ 8 は手焙り。 5は菊花文をス タ ン プで施し、 体部全体から口縁部内面にかけてT寧に研いている。

7とは同一個体か。 6は鍔の部分の小片で、側面及び上面に菊花文を ス タ ン プで施している。 赤灰色を

呈し、二次焼成を受けたものか。 8 は下体部の小片。 外体部表面が剥離しており、成形の痕跡が観察で

きない。

9 · 10は常滑の捏鉢。 9は祖い長石粒を多く含む堅緻な胎土。 外体部は口縁部付近を横ナ デで成形し
ており、 刷 毛 ナ デの痕跡も認められる。 10は精良な胎土から成る。 内面は磨滅が著しい。 二次焼成を受

けたものと見られ、表面は気泡を生 じている。
11は瀬戸の鉢。 胎土は黄灰色を呈し、やや粗く、しまりが悪い。 内底面に灰釉が施されている。
12~16は瓦。 12は縄 目 の叩きで成形された女瓦。 胎土は精良で明灰色を呈する。 13は男 瓦。 長石粒を

含む砂の多い胎土で、堅緻。 東海地方産のもの。14は12と同様の女瓦。 15も女瓦であるが、表・裏面と

も端部を横方向の板ナ デで調整している。 16は男瓦。 粗い砂粒を含む粗い胎土で、 明灰色を呈する。 表
面は灰黒色。 これらの瓦はいずれも本遺跡の南に位置する国指定史跡 「永福寺跡」 から多く出士する瓦

と 同種のもので、その紺年に従えば、12から15が I 期（創建期・1192) に用いられたもの。 16が 1I 期（寛

元・宝治年 間） の改修時に用いられたもの と 考えられる。

1 区第 2 面 ・ 第 2 面溝履土 出 土遺物 （図 9、図版6 )
1 ~ 5は第 2 面覆土の遺物。

l はかわらけ。 燈明illLとして用いられたと見られ、 口縁部から内外体部に煤が付着する。 2 は 白かわ
らけ。 3 は常滑の捏鉢。 口縁部はやや扁平な断面四角 形を呈する。 粗い長石粒を含む胎土で、 ややしま

りが悪い。 4 は瀬戸の卸Jill。 卸 目 は比較的細かく刻まれ、内・外面には灰釉が施されている。 外面の釉

は底面にまで及 ぶ。 胎土は灰 白色を星し、 精 良で堅緻。 5は鉄製の釘。
6 ~15は溝覆土より出土した遺物。

6~ 9はかわらけ。 10は手捏ね成形による 白かわらけ。 底面はT寧な横 ナ デで、指頭圧痕がナ デ消さ

れている。 11は酒会壺の蓋。 釉は褐釉で外面全体に厚く施される。 線刻によって草花文 と 思 われる文様

が描かれている。 内面は二次焼成を受け変色が著しい瀬戸の胎土に似る。 12 · 13は瀬戸の鉢。 二点とも

全体に灰釉が施されているが、二次焼成によりかなり剥 落 した状態である。 14は瀬戸の広 口壺。 胎土は
灰 白 色を呈し堅緻。 灰釉が全体に施されている。 15は女瓦。 縄 目 の叩き 目 をも ち、全体に赤灰色を呈し、

表・裏面ともに粗い離れ砂が付着する。 東海地方産のもので、 前述の永福 寺の I 期の瓦。
溝の遺物は 7~ 9のかわらけが14世紀前業の製 品と考えられるのを下 限とする。 この時期が溝の埋め

られた時期と考えられよ う 。 従って、第 1 面と第 2 面は比較的短期 間に構築されたものと思われる。

1 区第 3 面 ・ 炭層 出土遺物 （図10、 図版7)
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1 ~12は 1 区第 3 面の逍物。 1 ~ 7はかわらけ。 この内 2 · 3 · 5 · 6は二次焼成 を 受けて暗灰色 を
呈する。 8 は瀬戸の卸皿。 胎土は明黄灰色 を 呈し、 ややしまりが悪い。 内面及び外体面に灰釉がうすく
施されている。 9は盤。 二次焼成 を 受けて釉が剥 落し、 緑釉部分のみが残っているが、本来は二彩か。
胎土は明灰色 を 呈し、 砂 を 含む緻密なもの。 10は常滑の甕。 粗い長石粒 を含む胎土で、ややしまりが悪
ぃ。 口縁部 を縁帯状につくっている。 11は火舎。 粗い砂を多く含みややしまりが悪い。 体部は全体的に
弱いナ デによって成形されている。 12は 白 磁口冗皿の底部。

13~26は第 3 面炭層中の追物。
13~20はかわらけ。 1 ~ 7と同様に、 総じて、 底径が比較的小さい深形を呈し、 器墜の厚みが均ー 的、

体部は丸み をもって立ち上がるといった特徴をもつものが主で、 概ね14冊紀前葉のものと思われる。 第

l 面から第 3 面の時期差もさほど無いと言わねばならない。 21 は常滑の捏鉢。 長石粒 を少量含む精良な

胎土から成る。 外体部には右斜め上に ひきあげる板ナ デ成形痕が認められる。 22~25は常滑の甕。 22は

23と同一個体か。 口縁部 を N字状に折り、 外周 を縁帯状にナ デて仕上げている。 赤灰色 を呈し、胎土 は
細かい長石粒を含みややしまりが悪い。24はやや外反させた端部 を 上下に ひき出して口縁部 を つくって

いる。 胎土は精 良で砂粒 を 多く含み緻密。 25は10と同一個体か。 26は緑釉の盤の底部片。 二次焼成によ
り釉は淡色に変色している。 胎土は明灰色 を呈し、 砂 を 多く含み緻密。

27 · 28は土堀 l の遺物。 27は 白 磁。水注等の体部か。 釉は内 ・ 外面に施されており、 淡水青色 を呈す。

28は砥石。 黄灰色 を 呈する泥岩製。 表面 ・ 裏面ともなめらかに研かれている。
29 は土堀 2 出土のかわらけ。

30 · 31は Pit 1 出土の女瓦。 ともに凸面に縄 目の叩き 目 を 有する、 永福寺 I 期のもの。

2 区第 2 面 ま で 出 土遺物 （図11、 図版8 )

2 区では第 1 面の遺存状態が悪く、 最初に検出した構築面は第 2 面である。

図 4 は第 2 面覆土までの遺物。
1 ~18はかわらけ。 やはり14世紀前菓のものがほとんどを 占める。
19は瀬戸の 皿。 黄灰色 を 呈し、口縁部のみわずかに灰釉が施される。20ぱ常滑の鉢。 胎土は精良で緻
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図 9 1 区第 2 面 • 第 2 面溝覆土出 土遺物
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図 1 1 2 区第 2 面 ま で出土

遺
物密。 内面は丁寧な 横ナデ、 外面は口縁部のみをやや強い柚 ナ デで成形している。 21 · 22 · 25は女瓦。 21

と25が縄目の叩き目を有する I 期のもの。 22は斜格子の間に 「 大」 の字状の文様が入った叩 き目を有す

10cm 

る。 埼玉県の水殿瓦窯の産と確認されており、 永福寺 II 期のものと考 えられている。 23は瀬戸の行平鍋。

持手の付根部分の破片。 胎土は黄 灰色を呈し、 ややしまりが悪い。 内面 ・ 外面とも灰釉が施されている

が、 内面は特に釉を塾る刷 毛目が明瞭。 2 4は砥石。 砂岩製で荒砥か。 本来は四 角 柱のものと思われるが、

欠損部分が 多 く、 二次焼成も受 けたと見られる。

2 区 第 3 面覆土出 土遺物 （園12 ・ 固 13、 図版 9 · 10) 

図12 ・ 図13は 2 区 第 3 面覆土より出土した辿物である。

図12-1 ~21はかわら け。 1 ~ 6 · 10 · 11 · 13 · 16は、 体部が直線的に立 ち 上がる13世紀 中 頃の様相

を呈す。 その他のものは、 素地がきめ細かく、 器壁が薄く丸みをもった体部で、 14 世紀前 葉の特徴を備
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図12 2 区第 3 面覆土出土遺物

えている。
22~25は常滑の捏鉢。 体部 に指頭調整痕が、 外面口縁下部 にはやや強い横 ナ デ痕が認められる。 26は

瀬戸の折縁鉢。 胎 土は精 良で、 緑灰色の灰釉が施される。

27 · 28は炭下層付近で出土したかわらけ。 共 に 胎土はきめが細かく、 形態は14世紀前半の様相を呈す

る。 27ば灯明JIilとして使用されたものか、 内面 に ス ス が付着する。

29 · 30は火舎。 29は脚部片。 瓦質だが、 体部を研いていない。 30は内 ・ 外面とも上下方向 に丁寧に研

かれてい る 。 器形は輪花を呈する。 31は硯の未製品と思われるもの。 粘盤岩製。 側面を切断しており、

底面と硯面は未加工の状態である。

図13- 1 ~ 3 は女瓦。 いずれも I 期のもの。 1 は東海地方産のもの。 表面に粗い長石粒が付着する。

2 · 3 は凸面に縄 目 の叩き 目 を有する。 4 は男 瓦で、 1 と同様東海地方産。 凸面は横ナ デでで成形され

ている。

2 区第 3 面 • 第 3 面遺構出 土遺物 （図14、 図版10)
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2 区第 3 面覆土出土遺物

1 ~ 3 は 2 区 3 面上で出土 したかわらけである。

の形態。
4 ~ 9は落 ち込み 1 より 出土 した遺物。

l 、 3 は砂粒を含む似た胎土で、14世紀前菓の製品

4 ~ 6 はかわらけ。 4 は灯明 fillと して使用されたもので、

縁部に ス ス が付着する。 3 点ともやはり14世紀前葉の様相を星する。

にきめ細かく、精 良。 焼成も良好で堅く しまり、灰色を呈する。
表には横方向の板ナ デ痕、裏面には布 目 痕が残る。

口

7は 山茶碗窯系捏鉢。 胎土は非常

8 は男 瓦。 東海地方産で、 I 期のもの。

9は羽子板状の木製 品。 10は 3 面溝 1 から出土 した

かわらけ。 11は 3 面 pit 1 より 出土 した火舎。 脚部片。 12は ト レ ン チ 3 面 下 炭層より 出土 した漆器の鉢。

全体に黒漆を塗り、 口縁部と、外体部に刻 ん だ二条の溝に朱漆を塗っている。 内底面には亀 甲 花菱と思
われる文様を朱漆で手描き している。 器形は口縁部が折れ曲がる浅形で、陶磁器の形状を模倣 したもの
と思われる。

第四章 ま と め

調壺地点は、国指定史跡 「永福寺跡」 中心部から北約400mに位置 しする。 永福寺の中心伽藍より
北に延びる杉 ヶ 谷が、更に二股に分かれる分岐点にあたり、 僧坊跡が確認されると推定される地域であ

るが各坊の位置は特定されていない。
今回、特に注 目 される遺構は井戸である。 井戸枠の組み方は横桟支柱型で、鎌倉市 内の調査でよく見

られるものであるが、井戸枠一辺の幅が148~160 cmと、市内の調資でもあまり確認例がない大きな規模

であった。 また現地表下160 cmで岩盤が検出され、井戸枠はこの岩盤の上面に丸太を井桁に枠を組み、

この上に横桟支柱の井戸枠を組み上げていた。 この下は岩盤掘り抜きの井戸となり、井戸枠は御神輿の

よ う に岩盤上面に渡された井桁の上に乗った形で、側面から観察すると井戸枠は宙に浮いた形になって

いた。
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二階堂字杉 ヶ 谷520番 1 外地点の調査では、 母屋と思われる礎石建物と、 付属の掘立柱建物、 井 戸、

溝、 庭が確認されている。 この組み合わせが1曽坊と関わ り 合いがあるなら ば、 今 回の調査で一部確認し

た、 礎石、 溝、 井戸等の遺構の組み合わせはこれと類似している。 確認範囲が狭く全体像がつかめない

ものの、 谷戸内に 位置していた永福 寺僧坊跡の一端を検出したものと考えられよ う 。

今回の調査で杉 ヶ 谷内の調査は4 地点目になるが、 調査例が少ないために、 文献から読みとれる僧坊

跡の 位置が特定されている訳でもない。 永福寺の全盛期には、 谷戸内を埋め尽くしていたと考えれられ

る僧坊の今後の調査が待たれる。

最後に連 H の猛暑の中、 黙 々 と作業に従事して下さった作業員の方々、 各種 ご迷惑をかけた近 隣のみ

なさ まの暖かい声援で、 調査を無事終了することが出来たことを記し、 感謝する次 第である。
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遺物観察表

図 8 1 区 第 1 面井戸出 土遺物 （数字はcm)

No. 器 種 口 径 底 径 器 吉I口

1 かわ ら け 7. 4 4. 0 2. 2 
2 かわ ら け 9. 2 5. 9 2. 2 
3 か わ ら け 10. 3 5. 5 3. 0 
4 か わ ら け 13. 4 8. 5 3. 5 

5 手焙 り 体部～脚部片 瓦質。 体部外面 に
珠文 ・ 菊 花 文 ス タ ン プ。

6 手焙 り 鍔部片。 瓦質か。 側面 ・ 上面 に
菊 花 文 ス タ ン プ

7 手焙 り 口縁～体部片。 5 と 同 一個体か。
8 手焙 り 下体部片。 瓦質。
9 常滑 ・ 捏鉢 口 縁部片。 粗 い 長石粒 を 含む。
10  常滑 · 捏鉢 底部片。 胎土精良。 二次焼成。
1 1  瀬戸 ・ 鉢 底部片。 灰釉。 胎土やや粗い。

12  女 瓦
胎土精良、 明灰色、 縄 目 の 叩 き で
成形。 I 期。

13  男 瓦 胎 土長石粒、 砂多 く 含む。 東海地
方窯産。 I 期。

14  女 瓦 胎 土精良、 明灰色、 縄 目 の 叩 き で
成形。 I 期。

1 5  女 瓦 胎土精 良、 明灰色、 表裏端部板ナ
デ調整。 I 期。

16  男 瓦 胎土砂粒 を 含み 、 明灰色、 表面黒
色。 lI 期。

図 9 1 区 第 2 面 出 土遺物 （数字はcm)

No. 器 種 口 径 I 底 径 I 器 高
1 か わ ら け 7. 8 | 5. 6 | 2. 2 
2 白 か わ ら け 口縁部片。 胎土精良。

3 常滑 ． 捏鉢
胎土、 長石粒 を 含み し ま り 悪 い 。
口縁部片。

4 瀬戸 · 在[IIlIL 底部～体部片。 灰釉。 胎士精良。
5 鉄釘 残存長7. 3cm。

第 2 面溝覆士出 土遺物

6 か わ ら け
7 か わ ら け
8 かわ ら け
9 かわ ら け
10 白 か わ ら け

1 1 瀬戸 ・
酒 会壺 ． 鉢

1 2  瀬戸 ・ 鉢

13  瀬戸 · 鉢

1 4  瀬戸 ・
広 口壺

1 5  女 瓦

ナ シ チ ャ ー ト

8. 0 6. 6 1 .  7 
7. 3 4. 7 1 .  9 
7. 0 4. 7 1 .  6 

14. 6 8. 7 3. 6 
底部片。 手捏ね。 丁寧な横ナ デ。
端部片。 褐釉。 線刻 に よ る 描画、
内 面 に 二次焼成 を 受 け る 。
口縁部片。 灰釉。 胎土緻密で二次
焼成のた め釉剥離。
口縁部片。 灰釉。 胎土緻密で外面
の釉 は二次焼成 の た め剥離。
灰釉。 胎土緻密で灰 白 色 。

胎 土精 良。 赤灰色。 長石 を 含む離
れ砂付着。 東海地方産。 I 期。
淡橙色。 1 . 9 x 1 .  9 x 2. 1 cm。

図 10 1 区 第 3 面 出 土遺物 （数字はcm)

No. 器 種 底 径 底 径 器 蘭

1 かわ ら け 7. 4 3. 9 2. 1 
2 かわ ら け 7. 5 5. 1 2. 1 
3 かわ ら け 7. 6 4. 8 2. 1 
4 かわ ら け 7. 8 4 . 8 2. 4 
5 かわ ら け 1 1 .  9 7. 4 2. 8 
6 かわ ら け 1 1 .  5 7. 6 3. 2 
7 かわ ら け 12 . 3 7. 6 3. 2 

8 瀬戸 ・ 卸lll1 体部片。 胎 土 は締 ま り 悪 く 明黄灰
色。

， 盤 底部片。 胎 土 は 砂 を 含み緻密。 ニ
彩か。 二 次焼成 で緑釉の み残存。

10  常滑 ． 甕 口縁部片。 胎 土 は 長石粒 を 含み、
締 ま り 悪 い。 縁帯状の 口縁。

1 1  手焙 り 体部片。 胎 土 は砂 を 多 く 含み締 ま
り 悪 い。 体部に弱 い ナ デ。

1 2  白 磁 ・ ロ 冗 底部片。 底径6. 0cm。 胎土精良。

第 3 面炭層 出 土遺物

13 かわ ら け

1 4  かわ ら け
1 5  かわ ら け
16  かわ ら け
1 7  かわ ら け
18  かわ ら け
19  か わ ら け
20 か わ ら け

21  常滑 · 捏鉢

22 常滑 · 甕

23 常滑 ． 甕

24 常滑 · 甕

25 常滑 ． 甕

26 盤

27 白 磁 · 水注
28 砥石

6. 9 4. 0 2. 4 
底 部 中 央 に 径 4 mmの孔。 灯明皿。

7. 2 4. 9 2. 3 
1 1 .  1 6. 6 3. 2 
1 2. 5 6. 4 3. 7 
1 2. 7 9. 3 2. 9燈明1IIl
13 .  1 8. 4 3. 4 
13 . 3 7. 1 3. 3 
13 . 8 8. 2 3. 7 

口縁部片。 胎 土 は わ ず か に 長石粒
を 含むが精良。
口縁部片。 胎土は細かい 長石粒 を
含み、 締 ま り や や 悪 い 。
口縁部片。 胎土は細かい 長石粒 を
含み、 締 ま り や や 悪 い 。
口縁部片。 胎土は砂粒 を 多 く 含み
精 良緻密。
口縁部片。 胎土は細かい長石粒 を
含み、 締 ま り や や 悪 い 。
底部片。 緑釉。 二次焼成 に よ り 淡
く 変色。 胎 土 は 砂 を 含み緻密。
体部片。 水青色 の釉。 胎士精良。
残存5. 2 x 3. 0 x 0. 8cm。 泥岩製。

第 3 面土城 2 出 土遺物

| 29 | かわ ら け | 7. l 4. 4 2. 0 

第 3 面柱穴 l 出 土逍物

30 I 女 瓦

31 1 女 瓦

胎土精良。 凸 面 に縄 目 の 叩 き 。
I 期。
胎土精良。 凸 面 に縄 目 の 叩 き 。
I 期。
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図 l l 2 区 第 2 面 ま で 出 土辿物 （数字 はcm)

No. 器 種 口 径 底 径 器 高
1 か わ ら け 6. 8 4. 1 2. 1 
2 か わ ら け 7. 3 4. 5 2. 1 
3 か わ ら け 7. 7 5. 7 1 .  8 
4 かわ ら け 6. 9 4. 5 1 .  9 
5 かわ ら け 7. 4 4. 3 2. 2 
6 かわ ら け 7. 8 4. 9 2. 3燈明llll
7 かわ ら け 7. 2 4. 1 2. 0 
8 か わ ら け 7. 4 4. 6 1 . 8 ， か わ ら け 7. 9 5. 7 1 .  6燈明Jlll
1 0  か わ ら け 7. 4 4. 2 2. 1 
1 1  か わ ら け 7. 4 4. 5 1 . 8  
1 2  か わ ら け 7. 7 4. 7 2. 3 
1 3  か わ ら け 7. 2 4. 5 2. 1 
14 か わ ら け 7. 6 4. 0 z. 1 
1 5  か わ ら け 8. 3 5. 0 1 .  7 
1 6  かわ ら け 7. 3 4. 0 2. 1 
1 7  か わ ら け 1 2. 3 7. 7 2. 9 
1 8  か わ ら け 14. 3 8. 1 3. 4 

1 9  瀬戸 ． lill 6. 9 3. 7 2. 5 
灰釉。 胎土は梢良。
口縁部。 胎土は精良緻密。 内 面丁

20 常滑 ． 鉢 寧 な 横 ナ デ、 口縁部 に や や 強 い横
ナ デ。

21  女瓦 胎土 は精良。 縄 目 叩 き 。 1 期。
胎土精良。 斜格子 間 に 「大」 字状

22 女瓦 の 文様が入 っ た 叩 き 目 。 埼玉県水
殿瓦窯産。 II 期。

瀬戸 · 戸手付根部片。 胎土締 ま り や や悪
23 い 。 黄灰色。 灰釉、 内 面 に釉の刷

行平鍋 毛 目 。
24 砥石 砂岩、 粗砥。 3. 5 x 5. 3 x 4. 2cm。
25 女瓦 胎土精良。 縄 目 の 叩 き 目 。 I 期。

図 1 2 2 区 第 3 面覆土出土辿物 （数字はcm)

No. 器 種 口 径 底 径 器 吉I口

1 か わ ら け 7. 3 5. 3 1 .  7 
2 か わ ら け 7. 3 5. 1 1 .  7 
3 かわ ら け 7. 3 5. 2 1 .  9 
4 か わ ら け 7. 3 5. 2 1 .  7 
5 か わ ら け 7. 3 5. 6 1 .  4 
6 か わ ら け 7. 4 4. 9 1 .  7 
7 か わ ら け 7. 4 5. 2 1 . 8 
8 か わ ら け 7. 3 4. 3 z. 1 ， かわ ら け 7. 3 4. 8 2. 1 
1 0  か わ ら け 7. 5 5. 6 1 .  6 
1 1  かわ ら け 7. 9 6. 3 1 .  9 
1 2  か わ ら け 7. 6 4. 6 2. 0 
1 3  か わ ら け 7. 6 4. 6 1 .  9 
14 か わ ら け 7. 6 4. 6 2. 6 
1 5  か わ ら け 7. 8 4 . 5 2. 1 
1 6  か わ ら け 7. 7 5. 4 1 .  6 
1 7  かわ ら け 13. 3 7. 7 3. 5 
1 8  かわ ら け 13.  1 8. 1 3. 7 
1 9  か わ ら け 13. 5 7. 6 3. 6 
20 かわ ら け 13. 6 8. 5 3. 6 
2 1  か わ ら け 13. 9 6. 0 3. 6 
22 常滑 ． 捏鉢 口縁部片。 胎土 は緻密、 灰色。

23 常滑 ・ 捏鉢 口縁部片。 胎 土 は 長石粒含み締 ま
り や や 悪 い 。

24 常滑 ． 捏鉢 底部～イ本部片。 胎土 は長石粒多 く
含みやや机い。

25 常滑 ・ 捏鉢 口縁部片。 胎土、 素地はや や粗い
が締 ま り 良い。

26 瀬戸 ・
口縁部片。 灰釉。 胎土精良。折縁鉢

27 か わ ら け 7. 4 I 4. 3 I 2. 1 燈 明 1IIl
28 か わ ら け 7. 8 I 4. 9 | 2. 4 
29 手焙 り 瓦質。 胎土は砂 を 多 く 含み灰色。

30 手焙 り 瓦質。 胎土は砂 を 多 く 含みやや粘
質。 焼成やや甘 く 、 内外面磨 き 。

31 硯 · 未製品 粘板岩。 残存長9. 8cm。 巾 7. 2cm。
厚み2. 5cm。 上下両面剥離。

図 1 3 2 区 第 3 面覆土出土追物
No. 器 種

長石多 く 含み締 ま り 良 い 。 東海地
1 女瓦 方産。 離れ砂で長石多 く 付着。 側

面 に は 自 然釉付着。 I 期。

2 女瓦 胎土 は極精良。 淡青灰色。 縄 目 の
叩 き 。 I 期。

3 女瓦 胎 土 は 梢 良。 淡青灰色。 縄 目 の 叩
き 。 I 期。
砂粒、 長石粒多 く 含み 、 粗 い が締

4 男 瓦 ま り 良 い 。 東悔地方産。 凸面横ナ
デ成形。 I 期。

図 1 4 2 区 第 3 面 • 3 面辿構出 土辿物 （数字はcm)
第 3 面覆土出土逍物

No」 器 種 l 口 径 I 底 径
1 か わ ら け

〗3 かわ ら け

6. 5 
1
6
 

．
．

 

2
2

 

l
l

 

5
6
7 

ふ＿
こ
§

器 高
2. 0 
2. 9 
3. 6 

第 3 面 落 ち 込み出土辿物
4 か わ ら け 7. 2 4. 7 2. 3燈明1IIl
5 か わ ら け 7. 4 4. 7 2. 1 
6 か わ ら け 7. 6 4. 9 1 .  8 

7 山 茶碗窯系 拓器質。 口縁部片。 胎土 は精良緻
捏鉢 密。 灰色。

長石粒 を 多 く 含み、 締 ま り 悪 い 。
8 男 瓦 赤灰色。 凸面板ナ デ調整、 裏面は

布 目 。 東悔地方産。 I 期。

， 木製品 羽子板状を 呈す。 長 さ 22. 2cm、 最
大幅6. 3cm、 厚 さ 0. 4cm。

10  か わ ら け 12.  2 7. 8 3. 2 

第 3 面柱穴 1 出 土逍物

1 1 1 手焙 り 脚部片。 胎土は砂粒、 石灰質粒 を
含み粗い。 外面磨 き 痕顕著。

第 3 而下炭層 出 土逍物
口縁直径23. 4cm。 高台径13. 9cm。
高 さ 6. 6cm。 全 体 に 黒漆。 朱 漆 で

1 2  漆器 ・ 鉢 描画 （ 内底面 に 亀 甲 花菱文 ・ 外面
部 2 条の線を 彫 り 込み 上か ら 6 mm 
巾 の 線 ・ ロ縁部）
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ふ り が な ふ り が な コ ド 北緯 東経 調査面積

市町村i 遺跡番号
0 ' "  

調壺期 間 調 壺 原 因
所 収 遺 跡 名 所 在 地 0 9 99 m' 

よ う ふ く じ あ と
永 福 寺 跡 か な がわ け んか ま く 1 4204 61  35度 1 39度 1 9950707 1 28 宅地造成

ら し に か い ど う 19分 34分
神奈川 県鎌倉市二階 29秒 1 6秒 19950922 
堂字獅子舞603番 l

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遣 構 主 な 逍 物 特 記 事 項

永福寺跡 寺 院跡 鎌倉時代 • 井戸 • かわ ら け
● 柱穴 • 陶磁器

室町時代 • 礎石 • 漆器
• 溝 • 瓦
• 土城
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